


  

※ 原則として、令和８年４月１日現在の情報を掲載しています。 
今後、制度の内容等が変更となる場合がありますので、あらかじめ 
ご了承ください。 

※ 利用対象である年齢や障害の種類等を次のとおり表記しています。 

児 ……… １８歳未満の障害のある人 

者 ……… １８歳以上の障害のある人 
 

○身  ……… 身体障害  ○知  ……… 知的障害 

○精  ……… 精神障害  ○難  ……… 難病 

障害の種類や年齢制限の表記がない場合は、利用対象となるか、必ず 
窓口でご確認ください。 

 

はじめに 

 

「障害福祉ガイド」は、障害のある人やその家族が利用できる 

福祉サービス等を紹介するための冊子です。 

各種サービスを利用する場合の目安を示すものとして、また、 

障害のある人の福祉に関する情報を入手するための手段として 

ご活用いただき、詳細については、それぞれの窓口にお問い合わせ

ください。 

また、北九州市公式ホームページにおいても本市の障害福祉に

関する様々な情報をご覧いただけます。 

■北九州市公式ホームページ（福祉ページにジャンプします） 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kurashi/menu_00034.html 
 

 トップページ  ⇒  くらしの情報  ⇒  健康・福祉  ⇒  福祉  ⇒  障害者支援  
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１ 障害程度別サービス一覧《抜粋》  
 

●身体障害  
※この表は目安としてご利用ください。 
（○は該当、一部該当、場合により該当する場合等を示します。詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。） 

制 度 
本 
文 
頁 

視覚障害 聴覚・平衡機能障害 音声･言語 肢体不自由 内部障害 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ２ ３ ４ ５ ６ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ 

医
療 

自立支援医療費の給付  ３６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

重度障害者医療費の助成  ３６ ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

後期高齢者医療制度  本文３９頁をご覧ください。 

日
常
生
活 

援
護 

補装具費(購入、借受け又は修理)の支給 ４６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

日常生活用具の給付等  ４７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

療
育
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン 

障害のある子どもの両親学級 ５３              ○ ○ ○ ○ ○ ○     

療育キャンプ  ５３              ○ ○ ○ ○ ○ ○     

視覚障害者生活教室  ５３ ○ ○ ○ ○ ○ ○                  

音声機能障害者発声訓練 ５3            ○ ○           

オストメイト社会適応訓練 ５3                    ○ ○ ○ ○ 

聴覚障害者生活教室  ５3       ○ ○ ○  ○             

中途視覚障害者の緊急生活訓練   ５5 ○ ○ ○ ○ ○ ○                  

在

宅

生

活

の

支

援

 

日中一時支援事業(日帰りショート) 56 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

訪問入浴サービス  56       ○ 
平衡       ○ ○     ○ ○   

訪問給食サービス  56 ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

在宅重度身体障害者の訪問診査   57              ○ ○         

身体障害者巡回相談   57              ○ ○ ○ ○ ○ ○     

重度障害者大学等進学支援事業 57              ○          

要約筆記者の派遣  59       ○ ○ ○  ○             

手話通訳者の派遣  59       ○ ○ ○  ○ ○ ○           

盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの派遣 59 ○ ○     ○                 

公文書の点字シール貼付 60 ○ ○ ○ ○ ○ ○                  

補助犬の貸与  61 ○ ○     ○       ○ ○         

障害者パソコンサポーターの派遣  61 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ファクス１１９   62       ○ ○ ○  ○ ○ ○           

ＮＥＴ１１９緊急通報システム ６2       ○ ○ ○  ○ ○ ○           

あんしん通報システム 64 ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

視覚障害・聴覚障害のある人に対する避難情報の提供 ６5 ○ ○     ○                 

高齢者・障害者あんしん法律相談 ６7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

地域福祉権利擁護事業 ６7 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

手

当

・

年

金

等 

児童扶養手当  ６8 ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

＊ 特別児童扶養手当  ６8 ○ ○ ○    ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

＊ 障害児福祉手当  ６9 ○ ○     ○ ○    ○  ○ ○     ○ ○   

＊ 特別障害者手当  70 ○ ○     ○ ○    ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  

外国人重度障害者給付金 70 ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

特別障害給付金制度  本文７1 頁をご覧ください。 
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制 度 
本 
文 
頁 

視覚障害 聴覚・平衡機能障害 音声･言語 肢体不自由 内部障害 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ２ ３ ４ ５ ６ ３ ４ １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３ ４ 

手
当
・
年
金
等 

心身障害者扶養共済 ７１ ○ ○ ○    ○ ○    ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  

＊ 重度心身障害者介護見舞金  ７２ ○ ○     ○ ○    ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  

障害基礎年金  本文７２頁をご覧ください。 

障害厚生年金  本文７３頁をご覧ください。 

生活福祉資金貸付制度  ７4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

税

金 

所得税の控除  ７６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

相続税の控除  ７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

贈与税の非課税  ７７ ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

利子の非課税   ７７ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

消費税の非課税  ７８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

個人事業税の非課税  ７８ ○ ○ ○                     

個人事業税の減免  ７８ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

自動車税･軽自動車税の減免 本文８０頁をご覧ください。 

 市・県民税の控除・非課税  ８１ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

公
共
料
金
割
引
・ 

郵
便
関
連
の
サ
ー
ビ
ス 

ＮＨＫ受信料の免除  ８３ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

郵便関連の減免・各種サービス  ８４ ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

青い鳥郵便葉書の無償配付  ８４ ○ ○     ○       ○ ○     ○ ○   

ＮＴＴ無料電話番号案内  ８５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇  〇 〇 〇 ○ ○         

携帯電話の障害者割引サービス 本文８５頁をご覧ください。 

仕 
事 

重度障害者等就労支援特別事業 本文８９頁をご覧ください。 

住

宅 

公営住宅への優遇措置  ９０ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

すこやか住宅改造助成  ９１ ○ ○     ○       ○ ○ ○    ○ ○   

外

出

の

利

便 

移動支援事業  ９２              ○ ○         

同行援護サービス  本文２３頁をご覧ください。（障害者総合支援法の障害福祉サービス） 

リフトバスの運行  ９２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

重度障害者に対するタクシー運賃の一部助成 ９３ ○ ○            ○ ○     ○ ○   

福祉有償運送  本文９４頁をご覧ください。 

自動車運転免許取得の助成 ９５ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ 

身体障害者用自動車改造費の助成 ９５              ○ ○         

駐車禁止除外指定車の標章の交付  ９５ ○ ○ ○ ○   ○ ○ 
平衡 

     ○ ○ 
上肢 

○ 
体幹 

○ 
下肢 

  ○ ○ ○  

有料道路の通行料金割引  ９６ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ふくおか・まごころ駐車場制度 本文９７頁をご覧ください。 

市営駐車場等の駐車料金の割引  ９８ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

市営自転車駐車場の料金割引  ９９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

運賃割引（ＪＲなど） 本文１０２～１０５頁をご覧ください。 

余
暇
の
活
用 

障害児親子レクリエーション  10６              ○ ○ ○ ○ ○ ○     

レクリエーションキャンプ 10６              ○ ○ ○ ○ ○ ○     

中央図書館郵送貸出制度  10９ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○  

公共施設使用料の減免 本文１０９～１１０頁をご覧ください。 

選 
挙 郵便等による不在者投票  11２              ○ ○     ○ ○ ○  

＊の手当については、さまざまな認定基準があるため、詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。
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●知的障害  

※この表は目安としてご利用ください。 
（○は該当、一部該当、場合により該当する場合等を示します。詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。） 

 

制 度 
知的障害 

本文頁 
Ａ Ｂ 

医
療 

重度障害者医療費の助成 ○  ３６ 

後期高齢者医療制度  本文３９頁 

援生日 
護活常 日常生活用具の給付等  ○  ４７ 

在

宅

生

活

の

支

援

 

日中一時支援事業(日帰りショート) ○ ○ ５６ 

訪問給食サービス ○  ５６ 

障害者パソコンサポーターの派遣  ○ ○ ６１ 

高齢者・障害者あんしん法律相談 ○ ○ ６７ 

地域福祉権利擁護事業 ○ ○ ６７ 

成年後見制度利用支援事業  ○  ○  ６７ 

成年後見支援センター ○ ○ ６７ 

手

当

・

年

金

等 

児童扶養手当   ○  ○  ６８ 

＊ 特別児童扶養手当 ○ ○ ６８ 

＊  障害児福祉手当  ○   ６９ 

＊ 特別障害者手当 ○  ７０ 

外国人重度障害者給付金  ○   ７０ 

特別障害給付金制度  本文７１頁 

心身障害者扶養共済  ○  ○  ７１ 

＊ 重度心身障害者介護見舞金  ○  ７２ 

障害基礎年金   本文７２頁  

障害厚生年金  本文７３頁 

生活福祉資金貸付制度   ○  ○  ７４ 

税

金 

所得税の控除  ○ ○ ７６ 

相続税の控除   ○  ○  ７７ 

贈与税の非課税  本文７７頁 

利子の非課税   ○  ○  ７７ 

消費税の非課税  ○ ○ ７８ 

自動車税･軽自動車税の減免 本文８０頁 

市・県民税の控除・非課税 ○ ○ ８１ 

 

 

制 度 
知的障害 

本文頁 
Ａ Ｂ 

公
共
料
金
等 

ＮＨＫ受信料の免除  ○ ○ ８３ 

青い鳥郵便葉書の無償配付  ○  ８４ 

ＮＴＴ無料電話番号案内  ○ ○ ８５ 

携帯電話の障害者割引サービス 本文８５頁 

仕 
事 重度障害者等就労支援特別事業 本文８９頁 

住
宅
の 

確
保･

改
造 

公営住宅への優遇措置  ○ ○ ９０ 

すこやか住宅改造助成  ○  ９１ 

外

出

の

利

便 

移動支援事業  ○  ９２ 

リフトバスの運行  ○ ○ ９２ 

重度障害者に対するタクシー運賃の一部助成 ○  ９３ 

自動車運転免許取得の助成 ○ ○ ９５ 

駐車禁止除外指定車の標章の交付  ○  ９５ 

有料道路の通行料金割引  ○  ９６ 

ふくおか・まごころ駐車場制度 ○  ９７ 

市営駐車場等の駐車料金の割引  ○ ○ ９８ 

市営自転車駐車場の料金割引  ○ ○ ９９ 

運賃割引（ＪＲなど） 本文 10２頁～10５頁 

余
暇
の 

活
・
用 

中央図書館郵送貸出制度  ○  10９ 

公共施設使用料の減免 本文 10９頁～1１０頁 

 

   

 
  

 

＊の手当については、さまざまな認定基準があるため、 
詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。 
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●精神障害 
※この表は目安としてご利用ください。 
（○は該当、一部該当、場合により該当する場合等を示します。詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。） 

 

制 度 
１

級 

２

級 

３

級 
本文頁 

医 

療 

自立支援医療費の給付 ○ ○ ○ ３５ 

重度障害者医療費の助成  ○   ３６ 

後期高齢者医療制度  本文３９頁 

援生日 
護活常 日常生活用具の給付等  ○   ４７ 

在
宅
生
活
の
支
援 

日中一時支援事業(日帰りショート) ○ ○ ○ ５６ 

訪問給食サービス  ○   ５６ 

障害者パソコンサポーターの派遣 ○ ○ ○ ６１ 

高齢者・障害者あんしん法律相談 ○ ○ ○ ６７ 

地域福祉権利擁護事業 ○ ○ ○ ６７ 

成年後見制度利用支援事業 ○ ○ ○ ６７ 

成年後見支援センター ○ ○ ○ ６７ 

手

当

・

年

金

等 

児童扶養手当  ○   ６８ 

＊ 特別児童扶養手当  ○ ○  ６８ 

＊ 障害児福祉手当  ○   ６９ 

＊ 特別障害者手当  ○   ７０ 

外国人重度障害者給付金 ○   ７０ 

特別障害給付金制度  本文７１頁 

心身障害者扶養共済 ○ ○  ７１ 

＊ 重度心身障害者介護見舞金  ○   ７２ 

障害基礎年金  本文７２頁 

障害厚生年金  本文７３頁 

生活福祉資金貸付制度  ○ ○ ○ ７４ 

税

金 

所得税の控除  ○ ○ ○ ７６ 

相続税の控除  ○ ○ ○ ７７ 

贈与税の非課税  ○   ７７ 

利子の非課税  ○ ○ ○ ７７ 

消費税の非課税  ○ ○ ○ ７８ 

自動車税･軽自動車税の減免 ○   ８０ 

市・県民税の控除・非課税   ○ ○ ○ ８１ 

 

制 度 
１ 

級 

２ 

級 

３ 

級 
本文頁 

公
共
料
金
等 

ＮＨＫ受信料の免除  ○ ○ ○ ８３ 

ＮＴＴ無料電話番号案内  ○ ○ ○ ８５ 

携帯電話の障害者割引サービス 本文８５頁 

仕 
事 重度障害者等就労支援特別事業 本文８９頁 

住
宅
の 

確
保･

改
造 

公営住宅への優遇措置  ○ ○  ９０ 

すこやか住宅改造助成 ○   ９１ 

外

出

の

利

便 
移動支援事業  ○   ９２ 

リフトバスの運行 ○ ○ ○ ９２ 

重度障害者に対するタクシー運賃の一部助成 ○   ９３ 

自動車運転免許取得の助成 ○ ○ ○ ９５ 

駐車禁止除外指定車の標章の交付  ○   ９５ 

ふくおか・まごころ駐車場制度 ○   ９７ 

市営駐車場等の駐車料金の割引  ○ ○ ○ ９８ 

市営自転車駐車場の料金割引  ○ ○ ○ ９９ 

運賃割引（ＪＲなど） 本文 10２頁～10５頁 

余
暇
の

活 

用 

公共施設使用料の減免 本文１０９頁～１１０頁 

 
【注意】 

※  上記「外出の利便」欄に掲載していない交通機関につい

ては、割引・助成の対象となりませんのでご注意くださ

い。 

国内航空、フェリーの割引については、各社によって

異なります。 

詳しくは各交通機関の窓口にお問い合わせください。 

 

＊の手当については、さまざまな認定基準があるため、 
詳しくは各担当窓口にお問い合わせください。 
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身体障害者障害程度等級表   ＊７級の障害は１つのみでは手帳交付の対象となりません。 

級 

別 
視 覚 障 害 

聴覚又は平衡機能の障害 音 声 機 能 、
言 語 機 能 
又はそしゃく
機能の障害 

肢 体 不    

聴 覚 障 害 
平衡機能

障害 
上 肢 下 肢 

１ 
 

級 

視力の良い方の眼の視力（万国式試
視力表によって測ったものをいい、屈折
異常のある者については、矯正視力に
ついて測ったものをいう。以下同じ。）が
0.01 以下のもの 

 

 

   １ 両上肢の機能を全廃したもの 

２ 両上肢を手関節以上で欠くもの 

１ 両下肢の機能を全廃したもの 

２ 両下肢を大腿の２分の１以上で
欠くもの 

２ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の視力が 0.02 以
上 0.03 以下のもの 

２ 視力の良い方の眼の視力が 0.04
かつ他方の眼の視力が手動弁以下
のもの 

３ 周辺視野角度（Ⅰ／４視標による。
以下同じ。）の総和が左右眼それぞ
れ 80 度以下かつ両眼中心視野角
度（Ⅰ／２ 視標による。以下同じ。）
が 28 度以下のもの 

４ 両眼開放視認点数が 70 点以下か
つ両眼中心視野視認点数が 20 点
以下のもの 

両耳の聴力レベル
がそれぞれ１００デシ
ベル以上のもの（両耳
全ろう） 

  １ 両上肢の機能の著しい障害 

２ 両上肢のすべての指を欠くもの 

１ 両下肢の機能の著しい障害 

２ 両下肢を下腿の２分の１以上で
欠くもの 

３ 一上肢を上腕の２分の１以上で欠く
もの 

４ 一上肢の機能を全廃したもの 

３ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の視力が 0.04 以
上 0.07 以下のもの（２級の２に該当
するものを除く。） 

２ 視力の良い方の眼の視力が 0.08
かつ他方の眼の視力が手動弁以下
のもの 

３ 周辺視野角度の総和が左右眼それ
ぞれ 80 度以下かつ両眼中心視野
角度が 56 度以下のもの 

４ 両眼開放視認点数が 70 点以下か
つ両眼中心視野視認点数が 40 点
以下のもの 

両耳の聴力レベル
が９０デシベル以上の
もの（耳介に接しなけ
れば大声語を理解し
得ないもの） 

平衡機
能の極め
て著しい
障害 

音声機能、
言語機能又
は そ し ゃ く
機能の喪失 

１ 両上肢のおや指及びひとさし指を欠
くもの 

２ 両上肢のおや指及びひとさし指の機
能を全廃したもの 

３ 一上肢の機能の著しい障害 

４ 一上肢のすべての指を欠くもの 

５ 一上肢のすべての指の機能を全廃
したもの 

１ 両下肢をショパー関節以上で
欠くもの 

２ 一下肢を大腿の２分の１以上で
欠くもの 

３ 一下肢の機能を全廃したもの 

 １ 視力の良い方の眼の視力が0.08以
上 0.1 以下のもの（３級の２に該当す
るものを除く。） 

１ 両耳の聴力レベル
が８０デシベル以上
のもの（耳介に接し
なければ話声語を
理解し得ないもの） 

２ 両耳による普通話
声の最良の語音明
瞭度が５０％以下
のもの 

 音声機能、
言語機能又
は そ し ゃ く
機能の著し
い障害 

１ 両上肢のおや指を欠くもの 

２ 両上肢のおや指の機能を全廃したも
の 

３ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関
節のうち、いずれかの一関節の機能
を全廃したもの 

４ 一上肢のおや指及びひとさし指を欠
くもの 

５ 一上肢のおや指及びひとさし指の機
能を全廃したもの 

６ おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指を欠くもの 

７ おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指の機能を全廃したもの 

８ おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の四指の機能の著しい障害 

１ 両下肢のすべての指を欠くもの 

２ 両下肢のすべての指の機能を
全廃したもの 

３ 一下肢を下腿の２分の１以上で
欠くもの 

４ 一下肢の機能の著しい障害 

５ 一下肢の股関節又は膝関節の
機能を全廃したもの 

６ 一下肢が健側に比して、１０セン
チメートル以上又は健側の長さ
の１０分の１以上短いもの 

４ 
 

級 

２ 周辺視野角度の総和が左右眼それ
ぞれ 80 度以下のもの 

３ 両眼開放視認点数が 70 点以下の
もの 

５ 
 

級 

１ 視力の良い方の眼の視力が 0.2 か
つ他方の眼の視力が 0.02 以下のも
の 

２ 両眼による視野の２分の１以上が欠
けているもの 

３ 両眼中心視野角度が 56 度以下の
もの 

４ 両眼開放視認点数が 70 点を超え
かつ 100 点以下のもの 

５ 両眼中心視野視認点数が 40 点以
下のもの 

 平衡機
能の著し
い障害 

 １ 両上肢のおや指の機能の著しい障
害 

２ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関
節のうち、いずれか一関節の機能の
著しい障害 

３ 一上肢のおや指を欠くもの 

４ 一上肢のおや指の機能を全廃したも
の 

５ 一上肢のおや指及びひとさし指の機
能の著しい障害 

６ おや指又はひとさし指を含めて一上
肢の三指の機能の著しい障害 

１ 一下肢の股関節又は膝関節の
機能の著しい障害 

２ 一下肢を足関節の機能を全廃
したもの 

３ 一下肢が健側に比して５センチ
メートル以上又は健側の長さの
１５分の１以上短いもの 

６ 
 

級 

視力の良い方の眼の視力が 0.3 以
上 0.6 以下かつ他方の眼の視力が
0.02 以下のもの 

１ 両耳の聴力レベル
が７０デシベル以上
のもの（４０センチメ
ートル以上の距離
で発声された会話
語を理解し得ない
もの） 

２ 一側耳の聴力レベ
ルが９０デシベル以
上、他側耳の聴力
レベルが５０デシベ
ル以上のもの 

  １ 一上肢のおや指の機能の著しい障
害 

２ ひとさし指を含めて一上肢の二指を
欠くもの 

３ ひとさし指を含めて一上肢の二指の
機能を全廃したもの 

１ 一下肢をリスフラン関節以上で
欠くもの 

２ 一下肢の足関節の機能の著し
い障害 

７ 
 

級 

    １ 一上肢の機能の軽度の障害 

２ 一上肢の肩関節、肘関節又は手関
節のうち、いずれか一関節の機能の
軽度の障害 

３ 一上肢の手指の機能の軽度の障害 

４ ひとさし指を含めて一上肢の二指の
機能の著しい障害 

５ 一上肢のなか指、くすり指及び小指
を欠くもの 

６ 一上肢のなか指、くすり指及び小指
の機能を全廃したもの 

１ 両下肢のすべての指の機能の
著しい障害 

２ 一下肢の機能の軽度の障害 

３ 一下肢の股関節、膝関節又は
足関節のうち、いずれか一関節
の機能の軽度の障害 

４ 一下肢のすべての指を欠くもの 

５ 一下肢のすべての指の機能を
全廃したもの 

６ 一下肢が健側に比して３センチ
メートル以上又は健側の長さの
２０分の１以上短いもの 

備 

考 

1． 同一の等級について二つの重複する障害がある場合は、１級うえの級とする。ただし、二つの重複する障害が特に本表中に指定されているものは、該当等級とする。  

2． 肢体不自由においては、７級に該当する障害が２以上重複する場合は、６級とする。 

3． 異なる等級について２以上の重複する障害がある場合については、障害の程度を勘案して当該等級より上位の等級とすることができる。 
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※ 太字実線より上は、ＪＲ運賃割引者のうち、第１種身体障害者（本人及び介護者１名が割引対象）の範囲を示す。（第２種身体障害者（本人のみ割引対象）はそ
れ以外の部分である。） なお、身体障害者総合等級 1級の場合は、第１種身体障害者として取り扱う。 

自 由 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう又は直腸、小腸、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫、肝臓の機能障害 

体 幹 
乳幼児期以前の非進行性の 
脳病変による運動機能障害 心臓機能障害 じん臓機能障害 呼吸器機能 

障害 
ぼうこう又は直
腸の機能障害 

小腸機能障害 
ヒト免疫不全ウ
イルスによる免
疫機能障害 

肝臓機能障害 
上 肢 機 能 移 動 機 能 

体幹の機能障
害により坐ってい
ることができない
もの 

不 随 意 運
動・失調等に
より上肢を使
用する日常生
活動作がほと
んど不可能な
もの 

不 随 意 運
動・失調等に
より歩行が不
可能なもの 

心 臓の機 能
の障害により自
己の身辺の日
常生活活動が
極度に制限され
るもの 

じん臓の機能
の障害により自
己の身辺の日
常生活活動が
極度に制限され
るもの 

呼吸器の機
能の障害によ
り自己の身辺
の日常生活活
動が極度に制
限されるもの 

ぼうこう又
は直腸の機能
の障害により
自己の身辺の
日常生活活動
が極度に制限
されるもの 

小腸の機能
の障 害により
自己の身辺の
日常生活活動
が極度に制限
されるもの 

ヒ ト 免 疫 不
全ウイルスによ
る免疫の機能
の障 害により
日常生活がほ
とんど不可能
なもの 

肝臓の機能
の障害により
日常生活活動
がほとんど不
可能なもの 

１ 体幹の機能障
害により坐位
又は起立位を
保つことが困
難なもの 

２  体幹の機能
障害により立
ち上がること
が困難なもの 

 

 

不 随 意 運
動・失調等に
より上肢を使
用する日常生
活 動 作 が 極
度に制限され
るもの 

不 随 意 運
動・失調等に
より歩行が極
度に制限され
るもの 

     ヒ ト 免 疫 不
全ウイルスによ
る免疫の機能
の障 害により
日常生活が極
度に制限され
るもの 

肝臓の機能
の障害により
日常生活活動
が極度に制限
されるもの 

体幹の機能障
害により歩行が
困難なもの 

不 随 意 運
動・失調等に
より上肢を使
用 す る 日 常
生 活 動 作 が
著しく制限さ
れるもの 

不 随 意 運
動・失調等に
より歩行が家
庭 内 で の 日
常 生 活 活 動
に制限される
もの 

心 臓の機 能
の障害により家
庭内での日常
生活活動が著
しく制限される
もの 

じん臓の機能
の障害により家
庭内 での日 常
生活活動が著し
く制限されるも
の 

呼吸器の機
能の障害によ
り家庭内での
日常生活活動
が著しく制限
されるもの 

ぼうこう又
は直腸の機能
の障害により
家庭内での日
常生活活動が
著しく制限さ
れるもの 

小腸の機能
の障 害により
家庭内での日
常生活活動が
著しく制限され
るもの 

ヒ ト 免 疫 不
全ウイルスによ
る免疫の機能
の障 害により
日常生活が著
しく制限される
もの（社会での
日常生活活動
が著しく制限さ
れるものを除
く。） 

 

 

肝臓の機能
の障害により
日常生活活動
が著しく制限さ
れるもの（社会
での日常生活
活動が著しく
制限されるも
のを除く。） 

 不 随 意 運
動・失調等に
よる上肢の機
能障害により
社会での日常
生 活 活 動 が
著しく制限さ
れるもの 

不 随 意 運
動・失調等に
より社会での
日 常 生 活 活
動が著しく制
限されるもの 

心臓の機能
の障害により社
会での日常生
活活動が著しく
制限されるもの 

じん臓の機能
の障害により社
会での日常 生
活活動が著しく
制限されるもの 

呼吸器の機
能の障害によ
り社会での日
常生活活動が
著しく制限さ
れるもの 

ぼうこう又
は直腸の機能
の障害により
社会での日常
生 活 活 動 が
著しく制限さ
れるもの 

小腸の機能
の障害により
社会での日常
生活活動が著
しく制限される
もの 

ヒ ト 免 疫 不
全ウイルスによ
る免疫の機能
の障 害により
社会での日常
生活活動が著
しく制限される
もの 

 

 

 

 

 

 

 

肝臓の機能
の障害により
社会での日常
生活活動が著
しく制限される
もの 

体幹の機能の
著しい障害 

不 随 意 運
動・失調等に
よる上肢の機
能障害により
社会での日常
生活活動に支
障のあるもの 

 

 

 

不 随 意 運
動・失調等に
より社会での
日 常 生 活 活
動に支障のあ
るもの 

       

 不 随 意 運
動・失調等に
より上肢の機
能の劣るもの 

不 随 意 運
動・失調等に
より移動機能
の劣るもの 

 

 

 

 

       

 上肢に不随
意運動・失調
等を有するも
の 

下肢に不随
意運動・失調
等を有するも
の 

 

 

 

 

 

 

       

4． 「指を欠くもの」とは、おや指については指骨間関節、その他の指については第一指骨間関節以上を欠くものをいう。 
5． 「指の機能障害」とは、中手指節関節以下の障害をいい、おや指については、対抗運動障害をも含むものとする。 
6． 上肢又は下肢欠損の断端の長さは、実用長（上腕においては腋窩より、大腿においては坐骨結節の高さより計測したもの）をもって計測したものをいう。  
7． 下肢の長さは、前腸骨棘より内くるぶし下端までを計測したものをいう。 

 

２つ以上の障害が重複する場合の取扱い 

1． 障害等級の認定方法 

合計指数 認定等級 

１８ 以 上  １ 級 

１１ ～ １７  ２ 級 

７ ～ １０  ３ 級 

４ ～ ６  ４ 級 

２ ～ ３  ５ 級 

  １  ６ 級 

 

2． 合計指数の算定方法 

障害等級 指 数 

 １ 級  １８ 

 ２ 級  １１ 

 ３ 級  ７ 

 ４ 級  ４ 

 ５ 級  ２ 

 ６ 級  １ 

 ７ 級  ０．５ 
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２ 相談の窓口  
 

高齢者・障害者相談コーナー  
障害者手帳の交付をはじめとする、各種障害福祉制度の利用相談の窓口です。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

門司区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０１-８５１０ 
門司区清滝一丁目１－１ 

（門司区役所内） 

０９３-３２１-４８００ 
＜０９３-３２１-４８０２＞ 

ＪＲ「門司港駅」 
バス「門司区役所前」 

小倉北区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０３-８５１０ 
小倉北区大手町１－１ 

（小倉北区役所内） 

０９３-５８２-３４３０ 
＜０９３-５６２-１３８２＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 
バス「小倉北区役所前」 

小倉南区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０２-８５１０ 
小倉南区若園五丁目１－２ 

（小倉南区役所内） 

０９３-９５１-４１２６ 
＜０９３-９２３-０５２０＞ 

モノレール「北方駅」 
バス「小倉南区役所前」 

若松区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０８-８５１０ 
若松区浜町一丁目１－１ 

（若松区役所内） 

０９３-７５１-４８００ 
＜０９３-７５１-００４４＞ 

ＪＲ「若松駅」 
バス「若松区役所前」 

八幡東区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０５-８５１０ 
八幡東区中央一丁目１－１ 

（八幡東区役所内） 

０９３-６７１-４８００ 
＜０９３-６６２-２７８１＞ 

バス「八幡東区役所下」 
「八幡東区役所」 

八幡西区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０６-８５１０ 
八幡西区黒崎三丁目１５－３ 

（八幡西区役所内） 

０９３-６４５-４８００ 
＜０９３-６４２-２９４１＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 
バス「西鉄黒崎バスセンター」 

戸畑区 高齢者・ 
障害者相談コーナー 

〒８０４-８５１０ 
戸畑区千防一丁目１－１ 

（戸畑区役所内） 

０９３-８８１-４８００ 
＜０９３-８８１-５３５３＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑区役所前」 

受付時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００（木曜日のみ１９：００まで） 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

 

障害者基幹相談支援センター   
障害のある人やその家族から様々な相談を受け付ける総合相談窓口であり、訪問支援（アウトリ

ーチ）を含む相談対応を行います。 

地域における相談支援の中核的な役割を担う機関として、障害のある人が自立した日常生活や社

会生活を営むことができるように支援します。 

開館時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：４５（電話相談は２４時間３６５日受付） 

閉 館 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市障害者基幹相談支援センター 
〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた６階） 

０９３-８６１-３０４５ 
＜０９３-８６１-３０９５＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 ホームページ http://www.shien-c.com 

 メールアドレス chiiki@shien-c.com 
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障害者虐待防止センター 者   
障害者虐待に関する相談・通報等を受け付け、障害者虐待の防止や早期発見、障害のある人及び

養護者に対する支援等を行います。 

【障害者虐待の通報について】  

障害者虐待防止法では、『障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見した者は、速やかに通報

しなければならない』とされています。障害のある人が虐待を受けたと思われる場合は、速やかに

通報してください。 

○電話受付 ☎０９３－８６１－３１１１（２４時間３６５日受付） 

開館時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：４５ （左記時間以外にも、電話による相談・通報に応じます） 

閉 館 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市障害者虐待防止センター 
〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた６階） 

０９３-８６１-３１１１ 
＜０９３-８６１-３１２２＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 メールアドレス k-gyakutai@shien-c.com 

 

障害者差別解消相談コーナー 
障害を理由とする差別に関する相談を受け付け、事案の解決に至るまでの支援を行います。 

相談時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

 （土曜日、日曜日、祝日、年末年始は休み） 

 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

障害者差別解消相談コーナー 
〒８０３-８５０１ 
小倉北区城内１-１ 
北九州市役所８階 

０９３-５８２-５５１５ 
＜０９３-５８２-５５１６＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 
バス「北九州市役所前」 

 メールアドレス s-kaishou@mail2.city.kitakyushu.jp 

 

ヤングケアラー相談支援窓口 
ヤングケアラー（※）の早期発見・支援のため、ヤングケアラーやその家族、関係機関からの相

談に対応し、公的サービス（介護保険サービス、障害福祉サービス等）の案内や、必要に応じて学

校と連携した支援等を行います。 

※家族の介護その他の日常生活上の世話を過度に行っていると認められる子ども・若者 

相談時間 火曜日～土曜日 １０：３０～１８：３０ 

  （日曜日、月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日も）、祝日、年末年始は休み） 

サービスを利用できる人：北九州市内在住のヤングケアラーやその家族、関係機関 
 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市 

ヤングケアラー相談支援窓口 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた２階） 

０９３-４８２-６５７７ 
＜０９３-４８２-６５７８＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 メールアドレス young_carer@kitafj.or.jp 
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子ども総合センター（児童相談所）児 
○子ども総合センター（児童相談所） 

１８歳になるまでの子どもにおける心身の発達の遅れ、非行、不登校等について、児童福祉司や児

童心理司などの専門スタッフが相談に応じます。 

また、虐待されている子どもや、家庭で育てることができない子どもについての相談にも応じま

す。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市 

子ども総合センター（児童相談所） 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 

（ウェルとばた５階） 

０９３-８８１-４５５６ 
＜０９３-８８１-８１３０＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

○２４時間子ども相談ホットライン 

学校や友だち等のことで悩む子どもからの相談のほか、子育てに悩む親からの相談、虐待に関す

る通報等を専門の電話相談員が２４時間電話で応じます。 

また、子ども総合センター閉庁時における児童虐待緊急相談に対応することで、早期発見及び早

期対応を図ります。 

ＴＥＬ ０９３－８８１－４１５２ 

○親子のための相談 LINE 

困りごとや悩みを抱える子どもや、子育てに対する不安を抱える親からの相談を専門の相談員が

「LINE]で応じます。 

相談時間 毎日 10:00～20:00（12 月 29 日から 1 月 3 日までを除く） 

 

 

 

在宅の障害のある子どもの外来相談（障害児等療育支援事業）児 
在宅の障害のある子ども及び家族等に対して、施設への外来の方法により、各種の相談・指導を行

います。 
 

事 務 局 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

児童発達支援センター 
北九州市立到津ひまわり学園 

〒８０３-０８４６ 
小倉北区下到津一丁目８-８ 

０９３-５９２-４７３９ 
＜０９３-５９２-４７４０＞ 

バス「小倉北特別支援学校」 

児童発達支援センター 
北九州市立若松ひまわり学園 

〒８０８-００１６ 
若松区原町１２-３４ 

０９３-７５１-２７１９ 
＜０９３-７５１-２７６１＞ 

バス「上原町」 

児童発達支援センター 
引野ひまわり学園 

〒８０６-００５７ 
八幡西区鉄王一丁目１１-３０ 

０９３-６２１-００１５ 
＜０９３-６２１-００３５＞ 

バス「引野市民センター」 

児童発達支援センター 
あゆみひまわり学園 

〒８００-０２４２ 
小倉南区津田一丁目 13-16 

０９３-475-6812 
＜０９３-475-6813＞ 

バス「津田第一」、「津田第二」 

北九州市立 
総合療育センター(地域支援室) 

〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-４ 

０９３-９２２-６８８６ 
＜０9３-３８３-８２０２＞ 

モノレール「北方駅」 
バス「北方小学校前」 

北九州市立 
総合療育センター西部分所 

〒８０６-００６６ 
八幡西区若葉一丁目８-１ 

０９３-６３２-３６００ 
＜０９３-６３２-３６３６＞ 

筑豊電鉄「今池」 
バス「竹末市民センター」 
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総合療育センター 
障害のある人の医療及び療育（リハビリ）のための病院であり、社会福祉施設です。乳幼児期の

早期療育から成人期の機能維持・健康管理に至るまで、医師をはじめ医療と福祉の専門家が治療や

療育の相談に応じます。サービスは、通所・通院や入所・入院によるもののほか、ご自宅や普段利

用されている施設（保育所・幼稚園等）へのスタッフの派遣も行っています。在宅で重度の障害が

ある人の通所施設も併設しています。利用を希望される場合は、電話でご予約ください。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

総合療育センター 

〒８０２-０８０３ 

小倉南区春ケ丘１０-４ 

（代）０９３-９２２-５５９６ ＜ ０９３-９５２-２７１３＞ 

モノレール「北方駅」 

バス「北方小学校前」 

小 児 科 ・ 整 形 外 科 
内科・リハビリテーション科 
泌尿器科・耳鼻咽喉科 
精神科・児童精神科 
眼科・歯科・婦人科 
小児歯科・矯正歯科 

初診専用 
０９３-９２２-５８３８ 

再診専用 
０９３-９２２-５８３９ 

 

総合療育センター西部分所  
総合療育センターの支所で提供しているサービスは通所及び通院です。利用を希望される場合は、

電話でご予約ください。なお、通院については、総合療育センターで新患診察等を受けた後の再診

や療育（リハビリ）のみとなります。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

総合療育センター 

西部分所 

〒８０６-００６６ 

八幡西区若葉一丁目８-１ 

小 児 科 
内  科 
リハビリテーション科 
整形外科 
歯  科 
小児歯科 

 

(代） 
０９３-６３２-３６００ 

＜ ０９３-６３２-３６３６＞ 

筑豊電鉄「今池」 

バス「竹末市民センター」 

 

総合療育センター地域支援室  
障害のある児童を対象に、安心して地域で暮らすための相談に応じます。相談員（社会福祉士）、

保育士、看護師、理学療法士、作業療法士、リハビリ工学技士がご自宅や活動場所に出向き皆さま

のご相談に応じます。 

相談時間 月曜日～金曜日 ８:３０～１７:００ 
(土曜日、日曜日、祝日、年末年始は休み)  

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

総合療育センター（地域支援室） 
〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-４ 

０９３-９２２-６８８６ 
＜０９３-３８３-８２０２＞ 

モノレール「北方駅」 
バス「北方小学校前」 

 メールアドレス shien@kitaq-src.jp 

 

医療的ケア児コーディネーター 児 
医療的ケアが必要な子どもの子育てや制度、支援等に関する相談に応じ、関係機関へつなぎます。  

相談時間 月曜日～金曜日 ８:３０～１７:００ 
(土曜日、日曜日、祝日、年末年始は休み)  

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

総合療育センター（地域支援室） 
〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-４ 

０９３-９２２-６８８６ 
＜０９３-３８３-８２０２＞ 

モノレール「北方駅」 
バス「北方小学校前」 
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おもちゃライブラリー等 
〔対象者〕  

児童及びその家族、障害児施設・保育所・幼稚園等の職員 

〔内容〕 

おもちゃ・絵本・遊具等の貸出や、おもちゃに関する各種相談、創作・研修活動等を行ってい

ます。 
 

 

分 

館 

名 称 所 在 地 電話番号（問合せ） 最寄りの交通機関 

門司分館 

（ぞうさんライブラリー） 

〒８０１-０８７２ 
門司区谷町一丁目８-８ 

（光の子学園内） 
０９３-３３２-０５１５ 

ＪＲ「門司港駅」 
バス「谷町」 

【開館時間】  第１・３水曜日 １５：００～１６：００  ※祝日・休日は休館 

 
名 称 所 在 地 電話番号（問合せ） 最寄りの交通機関 

おもちゃ図書館ピノキオ 

〒８０８-００２４ 

若松区浜町一丁目１０-２５ 

（洞海工芸舎１階） 

０９０-３０７３-２２９８ 

（岡原） 

ＪＲ「若松駅」 

バス「若松区役所前」 

【開館時間】  水曜日、第２・４土曜日 １０：００～１５：００ ※祝日・休日は休館 

 

特別支援教育相談センター 児 
特別な支援の必要な幼児児童生徒やその保護者、学校等への専門的な相談支援を行う機関です。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

特別支援教育相談センター 

〒８０２-０８０３ 

小倉南区春ケ丘１０-２ 

０９３-９２１-２２３０ 

＜０９３-９２３-３０１０＞ 

ＪＲ「城野駅」 

モノレール「北方駅」 

バス「北方小学校前」 
 

〔内容〕 

○巡回相談事業  ○就学相談事業  ○教育相談事業  ○通級相談事業 
○早期相談事業  の５つの相談事業を行っています。 

〔相談時間〕 

月曜日～金曜日 ９：００～１６：００ (電話による相談も受け付けます) 

〔申込方法〕 

幼児・児童・生徒が在籍する各園（所）・校を通じて、申込書を特別支援教育相談センターの

ホームページより、電子申請 

 

本 

館 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

東  館 
（くまちゃんライブラリー） 

〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-４ 

（総合療育センター内） 
090-6363-2142 

モノレール「北方駅」 
バス「北方小学校前」 

【開館時間】  火曜・木曜日  １０：００～１３：００ 
          土曜日  １３：００～１６：００   ※祝日・休日は休館 

西  館 
（うさぎちゃんライブラリー） 

〒８０６-００２１ 
八幡西区黒崎三丁目１５-３ 
コムシティ５階 

（西部障害者福祉会館内） 

０９３-６３１-２９０９ 
＜０９３-６３１-２９０９＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 
バス「西鉄黒崎バスセンター」 

【開館時間】  月曜・木曜日 １０：００～１３：００ 
       第 １・３土曜日 １３：００～１６：００  ※祝日・休日は休館 
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精神保健福祉相談員 ○精    
〔対象者〕 

精神障害のある人及びその家族等 

〔内容〕 

保健師や精神保健福祉士等が相談に応じます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

精神保健福祉相談・アルコール相談 ○精  
〔対象者〕 

こころの悩みや不安、不眠、アルコール問題、認知症などでお困りの人及びその家族等 

〔内容〕 

医師や酒害相談員が相談に応じます。（予約制） 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

精神保健福祉センター ○精  
精神保健福祉に関する研修・普及・啓発などの事業を行っています。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

精神保健福祉センター 

〒８０２-８５６０ 

小倉北区馬借一丁目７-１ 

（総合保健福祉センター５階） 

０９３-５２２-８７２９ 

＜０９３-５２２-８７７６＞ 

モノレール「旦過駅」 

バス「市立医療センター前」 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

 

夜間・休日精神医療電話相談窓口 ○精  
〔対象者〕 

精神障害のある人及びその家族等 

〔内容〕 

夜間・休日に精神医療についての相談ができる窓口（精神保健福祉士などが対応）。 

必要に応じて、適切な窓口の紹介等を行う。 

相談時間 平日夜間１７：００～翌日８：３０ 

休日（土曜日、日曜日、祝日、年末年始）８：３０～翌日８：３０ 

ＴＥＬ ０９３－６４７－３３５０  ＦＡＸ ０９３－６１３－２８８７ 
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障害福祉センター（地域リハビリテーション推進課）○身○知  
身体又は知的に障害のある人の各種の相談に応じ、必要な判定及び助言指導等を行います。 

〔内容〕 

センターの相談・判定日及び受付時間 
科 目 等 判 定 日 受付時間 科 目 等 相 談 日 等 受付時間 

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ科 第１～４水曜日 １３：００～１４：００ 

言語相談・支援 
月～金曜日 ９：００～１７：００ 

心理・職能判定 

障害年金診断 
（知的障害のみ） 

第１火曜日 午 後 

※判定は「予約制」になっていますので、住所地の区役所高齢者・障害者相談コーナーを通じて来所 

する日時を予約してください。（言語の相談・支援等については、直接、障害福祉センターへ） 

※詳細は障害福祉センターか区役所高齢者・障害者相談コーナーへお尋ねください。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立障害福祉センター 
（地域リハビリテーション推進課） 

〒８０２-８５６０ 

小倉北区馬借一丁目７-１ 
（総合保健福祉センター３階） 

０９３-５２２-８７２４ 

＜０９３-５２２-８７７２＞ 

モノレール「旦過駅」 

バス「市立医療センター前」 

 
 

介護実習・普及センター「テクノケア北九州」  
介護テクノロジー機器（福祉用具・介護ロボット・ICT 機器など）を展示し、試用体験や選定に

ついて専門職が助言を行います。また、介護講座や研修会を開催するとともに、住まいや施設等へ

訪問を行い、介護の仕方や排泄ケア、機器の活用方法についての相談支援を行います。 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

介護実習・普及センター 

「テクノケア北九州」 

〒８０２-８５６０ 

小倉北区馬借一丁目７-１ 
（総合保健福祉センター １階） 

０９３-５２２-８７２１ 

＜０９３-５２２-８７７１＞ 

モノレール「旦過駅」 

バス「市立医療センター前」 

開館時間 火曜日～日曜日 ９：００～１７：３０  ホームページ https://techcarekitakyushu.jp/ 

休 館 日 月曜日、祝・休日、年末年始 
 
 

発達障害者支援センター「つばさ」 
自閉スペクトラム症等の発達障害について、本人や家族、関係機関、施設等からの相談に応じ、

情報提供や助言、関係機関との連携・調整等を行う相談支援機関です。 
あわせて、自閉スペクトラム症等の発達障害について、普及・啓発や専門性を高めることを目的

とした研修を行います。 

開館時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

閉 館 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市発達障害者支援センター 

〈つばさ〉 

〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-２ 

（小倉総合特別支援学校内） 

０９３-９２２-５５２３ 
＜０９３-９２２-５５２３＞ 

モノレール「北方駅」 
バス「北方小学校前」 

北九州市発達障害者支援センター 

〈つばさ〉西部分所 

〒８０８-０１３２ 
若松区大字小敷５６６-８ 

（小池学園内） 

０９３-９２２-５５２３ 
＜０９３-９２２-５５２３＞ 

ＪＲ「本城駅」 
バス「小池学園前」 

 ホームページ https://www.tsubasa.kitaq-src.jp 

 メールアドレス kitakyu.tsubasa@kitaq-src.jp 
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ひきこもり地域支援センター すてっぷ 者 
〔対象者〕 

ひきこもりの方及びその家族等 

〔内容〕 

電話・来所・訪問による相談、フリースペースの開催、イベント・講座など啓発事業、 

関係機関との連携など。 

開所時間 月曜日～金曜日  ９：００～１７：００ 

相談受付     １０：００～１６：００ 

閉 所 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市ひきこもり地域支援センター すてっぷ 
〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 

（ウェルとばた２階） 

０９３-８７３-３１３０ 
＜０９３-８７３-３１３３＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑駅」 

 ホームページ https://www.step-kita.com 

 メールアドレス step@step-kita.com 

 

 

ピアカウンセリング事業  
〔対象者〕 

市内に居住している障害のある人及び難病患者 

障害のある人等の３親等内の親族であって、市内に居住している方 

〔内容〕 

障害のある人等が自らピアカウンセラーとなって、同じ障害や難病を抱える方や家族の相談に

応じることで、必要な情報を提供し、障害や難病を抱える方々が自立した日常生活を営めるよ

うに支援します。 

〔窓口〕 

ピアカウンセリングの種類 事 業 所 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

精神障害 ウエンディ 
〒８００-００２５ 
門司区柳町二丁目２-８ 

０９３-３８３-３１６９ 
＜０９３-３９１-２１６７＞ 

薬物依存 PLANET（プラネット） 
〒８０２-００５６ 
小倉北区黒住町２２－１ 

０９３-９２３-９２４０ 
＜０９３-９２３-９２４０＞ 

身体障害 
（聴覚障害・主に先天性） 

北九州市聴覚障害者協会 
〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 
（ウェルとばた７階） 

０９３-８８１-０１１４ 
＜０９３-８８１-０１１４＞ 

身体障害 
（聴覚障害・主に中途） 

北九州市 
難聴者・中途失聴者協会 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 

（ウェルとばた６階） 

０９３-８８３-３１１３ 
 電話は火曜日のみ 

＜０９３-８８３-３１１３＞ 

難  病 
福岡県難病団体連絡会 
北九州市支部 

      ― 
（       （県本部） 

０９２-７５１-２１０９ 
＜０９２-７５１-２１７０＞ 
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難病に関する相談機関 ○難  
 

名 称 内 容 問 合 せ 

北九州市 

難病相談支援センター 

難病のある人、そのご家族・支援者等の各種ご相談に対応して

います。 

●相談支援（療養・日常生活・公的手続き等の個別相談） 

●患者・家族会支援 

●難病医療講演会・相談会の開催 

●就労支援 

●ピア・サポーターの養成等 

〒802-8560 
北九州市小倉北区馬借 
１丁目７-１ 
総合保健福祉センター６階 

対応時間：8:30～17:15 
休み：土・日・祝日・年末年始 
ＴＥＬ 093-522-8761 

福
岡
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
福
岡
セ
ン
タ
ー
） 

難病相談支援 

難病患者さんとそのご家族、支援者の各種ご相談等に対応しま

す。 

●各種相談対応(療養・日常生活・公的手続き等の相談) 

●患者会の紹介、地域交流会の支援 

●就労相談・支援 

●講演会・研修会情報の提供 

●ピアサポーター養成講座の開催、ピア相談の支援 

〒812-8582 
福岡市東区馬出 3-1-1 
九州大学病院・北棟 2 階 
ブレインセンター前 
https://www.fnanbyou-c.org/ 
 
対応時間：9：００～16：００ 
休み:土・日・祝日・年末年始 
代   表 : 092-643-1390 
難病・小慢 : 092-643-8292 
療養相談等 : 092-643-1379 

難病 

ネットワーク 

難病患者さんやご家族等の療養相談等に対応します。 

●各種相談対応（長期入院、レスパイト入院、在宅ケア体制等） 

●レスパイト入院・長期入院先の確保や調整等 

●関係機関(病院・保健所・在宅支援機関等)との連絡調整 

小児慢性特定疾病 

児童等自立支援 

小児慢性特定疾病のお子さんやそのご家族の各種ご相談等に対

応します。 

●各種相談対応(療養・日常生活・公的手続き等の相談) 

●患児家族交流会の紹介 

●進学・就労相談 

●関係機関(病院・学校等)との連絡調整 

福
岡
県
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
北
九
州
セ
ン
タ
ー
） 

難病相談支援 

難病患者さんとそのご家族、支援者の各種ご相談等に対応しま

す。 

●各種相談対応(療養・日常生活・公的手続き等の相談) 

●患者会の紹介、地域交流会の支援 

●就労相談・支援 

●講演会・研修会情報の提供 

●ピアサポーター養成講座の開催、ピア相談の支援 

〒802-8560 
北九州市小倉北区馬借 
１丁目７-１ 
総合保健福祉センター６階 

対応時間：9：００～16：００ 
休み：土・日・祝日・年末年始 
ＴＥＬ 093-522-6641 

※詳しくは各窓口にお問い合わせください。 

 

北九州市小児慢性特定疾病支援室 
慢性的な病気を抱え、長期にわたり療養を必要とする子どもとそのご家族などからの相談に応じ、

情報の提供や助言、関係機関との連絡調整等必要な支援を行っています。 

開所時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：４５ 
閉 所 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

名  称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市小児慢性特定疾病支援室 
〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 

（ウェルとばた６階） 

０９３-８６１-３０４６ 

＜０９３-８６１-３０９５＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 ホームページ http://shouman.shien-c.com/ 

 メールアドレス shouman@shien-c.com 
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障害者福祉会館 

障害のある人の相互親睦と自主活動の促進、ボランティアや地域社会との交流の場として、東部

障害者福祉会館と西部障害者福祉会館があります。各種の趣味や教養講座も開催しています。 

利用時間 月曜日、水曜日～日曜日 ９：３０～２１：００（日曜日のみ１８：００まで） 

休 館 日 火曜日（その日が祝日に当たるときは、翌日も休み）、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

東部障害者福祉会館 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 
ウェルとばた６階 

０９３-８８３-５５５０ 
＜０９３-８８３-５５５１＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

北九州市立 

西部障害者福祉会館 

〒８０６-００２１ 
八幡西区黒崎三丁目１５-３ 
コムシティ５階 

０９３-６４５-１３００ 
＜０９３-６４５-１６００＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 

 

障害者芸術文化応援センター  
障害のある人の芸術文化活動の推進を図るため、芸術文化活動に関する各種情報の収集および提

供等を行っています。 

利用時間 ９：３０～１８：００ 

休 館 日 火曜日（その日が祝日に当たるときは、翌日も休み）、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

障害者芸術文化応援センター 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 
ウェルとばた６階 

（東部障害者福祉会館内） 

０９３-８８３-５５５８ 
＜０９３-８８３-５５５１＞           

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑駅」 

 

点字図書館 ○身  
視覚障害のある人が情報を収集したり、余暇活動に利用する場所として、点字図書館があります。

点字・録音図書及び雑誌の貸出が利用できます。 

利用時間 １０：００～１７：３０ 

休 館 日 火曜日（その日が祝日に当たるときは、翌日も休み）、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立点字図書館 
〒８０６-００２１ 
八幡西区黒崎三丁目１５-３ 
コムシティ５階 

０９３-６４５-１２１０ 
＜０９３-６４５-１６０１＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 
バス「西鉄黒崎バスセンター」 

 

視聴覚障害者情報センター ○身  
点字・録音図書及び雑誌の紹介、聴覚障害者用字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤの貸出が利用で

きます。点字図書館・聴覚障害者情報センターで借りた図書・ＤＶＤ等の返却も受け付けます。 
そのほか、要約筆記者の養成と派遣を行っています。 

利用時間 １０：００～１７：３０ 

休 館 日 火曜日（その日が祝日に当たるときは、翌日も休み）、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

視聴覚障害者情報センター 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 
ウェルとばた６階 

（東部障害者福祉会館内） 

０９３-８８３-５５５２ 
＜０９３-８８３-５５５３＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 
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聴覚障害者情報センター ○身  
聴覚障害のある人が情報の収集や余暇活動に利用する場所として、聴覚障害者情報センターがあり

ます。聴覚障害者用字幕（手話）入りビデオ・ＤＶＤの貸出が利用できます。 

そのほか、手話通訳者の派遣、盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの派遣を行っています。 

利用時間 １０：００～１７：３０ 

休 館 日 火曜日（その日が祝日に当たるときは、翌日も休み）、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市立 

聴覚障害者情報センター 

〒８０６-００２１ 
八幡西区黒崎三丁目１５-３ 
コムシティ５階 

０９３-６４５-１２１６ 
＜０９３-６４５-３３３５＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 

 

福岡県運営適正化委員会 
福祉サービスに関する苦情等は、利用者や家族の方と福祉サービスを提供する事業者（施設等）

との間でまず解決されることが望まれます。まずは各事業者（施設等）の苦情受付担当者や第三者

委員へご相談ください。話し合っても解決できない場合や、直接言いにくい場合は福岡県運営適正

化委員会へご相談ください。 

※ 内容に応じて他の機関をご案内することがあります。 

〔対象者〕 

福祉サービスの利用者や家族、代理人、当該福祉サービスの提供に関する状況を具体的かつ 

的確に把握している方等 

〔相談日時〕 

月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

（土曜日、日曜日、祝日、年末年始は休み） 

 

身体障害者相談員・知的障害者相談員 ○身○知  
障害のある人や障害のある子どもの福祉に熱意のある民間の協力者が「身体障害者相談員」「知

的障害者相談員」になり、障害のある人又はその家族からの様々な相談に応じ、各区役所高齢者・

障害者相談コーナーなどの関係機関との連絡調整を行います。 

〔問合せ〕 

名 称 所 在 地 
電話＜ファックス＞番号 

（メールアドレス） 
最寄りの交通機関 

北九州市 

障害者社会参加推進センター 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 
ウェルとばた６階 
（東部障害者福祉会館内） 

０９３-８８３-５５５４ 
＜０９３-８８３-５５５１＞ 

（suishin＠kita9-s.com） 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

 

 

 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

福岡県運営適正化委員会 
〒８１６-０８０４ 
春日市原町３-１-７ 
クローバープラザ西棟６階 

０９２-９１５-３５１１ 
＜０９２-５８４-３７９０＞ 
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民生委員・児童委員  
各地域の担当民生委員・児童委員が障害のある人をはじめ、高齢者、児童・母子世帯など要援護

者からの様々な相談に応じ、関係機関と連携するなど社会福祉の増進に努めています。 

〔問合せ〕 

各区役所 保健福祉課いのちをつなぐネットワーク係（１２８頁） 

 
 

社会福祉協議会  

地域住民が主体となり、保健・医療・福祉等の専門機関・団体と協力・連携しながら、各種地域 

福祉活動を推進しています。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

 
北 九 州 市 

社会福祉協議会 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１-６ 

（ウェルとばた８階） 

０９３-８８２-４４０１ 
＜０９３-８８２-３５７９＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 

門司区事務所 
（門司区社会福祉協議会） 

〒８０１－８５１０ 
門司区清滝一丁目１-１ 

（門司区役所内） 

０９３-３３１-３６８８ 
＜０９３-３３１-５９９４＞ 

ＪＲ「門司港駅」 

バス「門司区役所前」 

小倉北区事務所 
（小倉北区社会福祉協議会） 

〒８０３-８５１０ 
小倉北区大手町１-１ 

（小倉北区役所内） 

０９３-５７１-５４５２ 
＜０９３-５７１-９５５３＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「小倉北区役所前」 

小倉南区事務所 
（小倉南区社会福祉協議会） 

〒８０２-８５１０ 
小倉南区若園五丁目１-２ 

（小倉南区役所内） 

０９３-９５１-５３８８ 
＜０９３-９５１-５３９１＞ 

モノレール「北方駅」 

バス「小倉南区役所前」 

若松区事務所 
（若松区社会福祉協議会） 

〒８０８-８５１０ 
若松区浜町一丁目１-１ 

（若松区役所内） 

０９３-７６１-３４２２ 
＜０９３-７６１-３６６０＞ 

ＪＲ「若松駅」 

バス「若松区役所前」 

八幡東区事務所 
（八幡東区社会福祉協議会） 

〒８０５-８５１０ 
八幡東区中央一丁目１-１ 

（八幡東区役所内） 

０９３-６８１-６６０１ 
＜０９３-６８１-６０１３＞ 

バス「八幡東区役所下」 

「八幡東区役所」 

八幡西区事務所 
（八幡西区社会福祉協議会） 

〒８０６-８５１０ 
八幡西区黒崎三丁目１５-３ 
コムシティ６階 

０９３-６４２-５０３５ 
＜０９３-６４２-５０７７＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 

戸畑区事務所 
（戸畑区社会福祉協議会） 

〒８０４-８５１０ 
戸畑区千防一丁目１-１ 

（戸畑区役所内） 

０９３-８７１-３２５９ 
＜０９３-８８１-８５５７＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑区役所前」 

開館時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

休 会 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

北九州市障害者自立支援協議会 
この協議会では、支援困難な状態が解決されていない事例の支援検討を行っています。また、障害

のある人やその支援者等、地域生活に関係する人のつながりの強化や情報共有等を目的とした「地域

生活関係者交流会」（届出制）も開催しています。 

〔窓口〕 
事 務 局 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市 

障害者基幹相談支援センター 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 
（ウェルとばた６階） 

０９３-８６１-３０４５ 
＜０９３-８６１-３０９５＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

北九州市障害者自立支援協議会 ホームページ httpｓ://kitakyushu-net.shien-c.com 
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３ 手 帳  
 

身体障害者手帳 ○身  
〔対象者〕 

視覚、聴覚、平衡機能、音声・言語・そしゃく機能、肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳病変

による運動機能障害）、心臓機能、じん臓機能、呼吸器機能、ぼうこう又は直腸機能、小腸機

能、免疫機能、肝臓機能に永続する障害のある人 

〔内容〕 

障害の程度によって１級から６級までに区分されます。（等級表５～６頁） 

このガイドブックで紹介される制度などを利用するために必要な手帳です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

療育手帳 ○知  
〔対象者〕 

子ども総合センター又は障害福祉センター（地域リハビリテーション推進課）において知的障

害と判定された人 

〔内容〕 

障害の程度によってＡ又はＢに区分されます。 

このガイドブックで紹介される制度などを利用するために必要な手帳です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

精神障害者保健福祉手帳 ○精  
〔対象者〕 

精神障害のために、長期にわたり日常生活または社会生活への制約がある人 

〔内容〕 

障害の程度によって、１級から３級までに区分されます。 

このガイドブックで紹介される制度などを利用するために役立つ手帳です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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介護給付(23.24 頁) 
⚫ 居宅介護（ホームヘルプ） 

⚫ 重度訪問介護 

⚫ 同行援護 

⚫ 行動援護 

⚫ 重度障害者等包括支援 

⚫ 短期入所（ショートステイ） 

⚫ 療養介護 

⚫ 生活介護 

⚫ 施設入所支援 

地域相談支援(26 頁) 
⚫ 地域移行支援 

⚫ 地域定着支援 

訓練等給付(25 頁) 
⚫ 自立訓練 
⚫ 就労移行支援 

⚫ 就労継続支援 
⚫ 就労定着支援 
⚫ 自立生活援助 

⚫ 共同生活援助（グループホーム） 
⚫ 就労選択支援 

 
自立支援医療(35.36 頁) 
⚫ 更生医療 

⚫ 育成医療 

⚫ 精神通院医療 

補装具費(46 頁) 

計画相談支援(22 頁) 

●相談支援 ●コミュニケーション支援 ●日常生活用具の給付等 ●移動支援 

●地域活動支援センター ●福祉ホーム ●その他の日常生活又は社会生活支援 

地域生活支援事業(27 頁) 

●専門性の高い相談支援 ●広域的な対応が必要な事業 ●人材育成 等 

支援 

都道府県 

自立支援給付  

障
害
の
あ
る
人 

障
害
の
あ
る
子
ど
も 

療養介護※ 生活介護 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 就労移行支援 

就労継続支援（Ａ型＝雇用型、Ｂ型＝非雇用型） 

地域活動支援センター（地域生活支援事業） 

障害者支援施設の施設入所支援 

居住支援 
（グループホーム、福祉ホームの機能） 

プラス 

日中活動の場 以下から１ないし複数の事業を選択 住まいの場 

又は 

市
町
村 

４ 障害者総合支援法等のサービス概要  
 

福祉サービスの体系 ○身○知○精○難  
 

障害者総合支援法による、総合的な支援は、自立支援給付と地域生活支援事業で構成されていま

す。サービスは、個々の障害のある人々の支援の必要の度合や勘案すべき事項（社会活動や介護者、

居住等の状況、サービスの利用に関する意向等）をふまえ、個別に支給決定が行われる「障害福祉

サービス」と、市町村の創意工夫により、利用者の方々の状況に応じて柔軟に実施できる「地域生

活支援事業」に大別されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

■日中活動と住まいの場の組み合わせ例 
入所施設のサービスを、昼のサービス（日中活動事業）と夜のサービス（居住支援事業）に分けることに

より、サービスの組み合わせを選択できます。 
事業を利用する際には、利用者一人一人の個別支援計画が作成され、利用目的にかなったサービスが提供

されます。 
 

 

 

 

 

 

 
 

※療養介護については、医療機関への入院とあわせて実施 
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利用の手続き 

■障害福祉サービス利用開始までの流れ 

障害のある人の心身の状況（障害支援区分） サービスの利用意向 

社会活動や介護者、居住等の状況 訓練・就労に関する評価 

を把握し、サービス等利用

計画（案）を参考に支給決

定を行います。 

障害福祉サービスの利用相談［各区役所保健福祉課高齢者・障害者相談コーナー］ 

利 用 申 請 

介 護 給 付 訓練等給付・地域相談支援 

心身の状況に関するアセスメント 

暫定支給決定 

訓練・就労評価項目 
▼ 

個別支援計画 

サービス等利用計画案※の作成 
（利用者は、特定相談支援事業者に作成を依頼し、申請窓口に提出します。） 

障害支援区分※の 
認定 

一定期間、サービス

を利用し、①ご本人

の利用意思の確認 

②サービスが適切か

どうかを確認 

評価項目にそったお一人お

一人の個別支援計画を作

成し、その結果を踏まえ本

支給決定が行われます 

必
要
に
応
じ
、 

審
査
会
の
意
見
聴
取 

支 給 決 定 

審査会は、障害保健

福祉をよく知る委員

で構成されます 

介護給付では区分

１～６の認定が行

われます 

・障害支援区分とは 
 

障害支援区分とは、
障害のある人に対する
介護給付の必要度を表
す６段階の区分（区分１
～６：区分６の方が必要
度が高い）です。介護給
付の必要度に応じて適
切なサービス利用がで
きるよう、導入されまし
た。 

医師意見書 

・・ 

・・ 

障害支援区分の一次判定 

二 次 判 定（審査会） 

※難病の人は利用申請時に病名を証明するものが必要です。 

※サービス等利用計画案の詳細については、２２頁の計画相談支援をご覧ください。 

 

・・・ 

・・・ 

サービス等利用計画※の提出 

利用できる障害福祉サービスの種類や支給量、利用者負担上限が決定され、 
受給者証が発行されます 

 サービスの必要性を総合的に判定するため、支給決定の各段階において、 

サービス利用開始 
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計画相談支援 
障害のある人及び障害のある子どもの自立した生活を支え、障害のある人及び障害のある子ども

の抱える課題の解決や適切なサービス利用を、ケアマネジメントによりきめ細かく支援することを

目的に、サービスの支給要否決定を行うにあたって計画相談支援及び障害児相談支援を行い、サー

ビスを利用する計画を作成します。 

障害福祉サービス、地域相談支援、障害児通所支援の新規・更新の支給決定にあたっては、サー

ビス等利用計画案、障害児支援利用計画案の提出が必要となりますので、相談支援事業所に作成を

依頼し、各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁）に提出が必要です。 

＜サービス等利用計画案・障害児支援利用計画案とは＞ 

 市が指定する相談支援事業者が作成するもので、サービス利用者を支援するための中心的な 

トータルプランです。相談支援事業者との契約が必要となりますが、利用者負担はありません。 
 

種   類 内     容 

計画相談支援 

内   容  障害福祉サービス等の新規・更新の支給決定に際して、障害のあ

る人の心身の状況等を勘案した「サービス等利用計画」を作成し、

モニタリングを実施します。 

対 象 者  障害福祉サービス及び地域相談支援利用者 

利用者負担  ありません。 

障害児相談支援 

内   容  障害児通所支援の新規・更新の支給決定に際して、障害のある子

どもの心身の状況等を勘案した「障害児支援利用計画」を作成し、

モニタリングを実施します。 

対 象 者  障害児通所支援利用の児童 

利用者負担  ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※サービス等利用計画は、障害のある子どもの場合は障害児支援利用計画となります。 

＜セルフプラン＞ 

相談支援事業所が見つからない場合や本人が希望する場合には、例外的に、本人や家族等が作成す

る「セルフプラン」によってサービス等利用計画案、障害児支援利用計画案に代えることも可能です。 

 

サ
ー
ビ
ス
等 

利
用
計
画
案
の
作
成 

障害支援区分の

認定 
受
付
・
申
請 

介
護
給
付 

・
障
害
児
通
所
支
援 

・
地
域
相
談
支
援 

・
訓
練
等
給
付 

医師意見書 

心身の状況に関する 

アセスメント 

 

支
給
決
定 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議 

支
給
決
定
時
の 

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画 

サ
ー
ビ
ス
利
用 

サービス利用の流れ（障害福祉サービス、地域相談支援、障害児通所支援） 

支給決定時からケアマネジメントを実施 一定期間ごとのモニタリングを実施 
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「障害福祉サービス」には、介護の支援である「介護給付」と、訓練等の支援を受ける「訓練等

給付」があり、それぞれ利用の際の手続きが異なります。（２１頁参照） 

利用を希望される場合には、各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁）にご相談ください。 

※介護保険の対象者は、介護保険サービスが優先的に適用されます。 

※障害福祉サービスを利用する際には、「サービス等利用計画」が必要です。（２２頁参照） 

 

種 類 内 容 

介

護

給

付 

居宅介護 

（ホームヘルプ） 

内 容 居宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います。 

対 象 者 障害支援区分が区分１以上（障害のある子どもにあってはこれ

に相当する心身の状態）である者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

重度訪問介護 

内 容 居宅で、入浴、排せつ、食事の介護、外出時における移動支援

等を総合的に行います。 

対 象 者 障害支援区分が区分４以上であって、下記のいずれかに該当す

る者 

① 二肢以上に麻痺等があり、障害支援区分の認定調査項目の

うち「歩行」「移乗」「排尿」「排便」のいずれも「支援が不

要」以外と認定されている者 

② 障害支援区分の認定調査項目のうち行動関連項目等の合計

点数が１０点以上である者であって、適切な支援についてア

セスメントやサービス利用計画の作成等された者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

同行援護 

内 容 外出時、移動に必要な情報を提供するとともに、移動の援護や

外出先での必要な援助を行います。 

対 象 者 独自の評価指標である同行援護アセスメント票の基準を満た

す、視覚に障害があり、移動に著しい困難を有する者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

行動援護 

内 容 知的障害又は精神障害により行動上著しい困難を有する障害

のある人に対して危険を回避するため、居宅内や外出先での必

要な支援を行います。 

対 象 者 障害支援区分が区分３以上であって、障害支援区分の認定調査

項目のうち行動関連項目等の合計点数が１０点以上（障害のあ

る子どもにあっては、これに相当する心身の状態）である者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

 

障害福祉サービス ○身○知○精○難  
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種 類 内 容 

介

護

給

付 

重度障害者等 

包括支援 

内 容 ホームヘルプサービス、日中活動サービス及び短期入所等の複数の

サービスを包括的に行います。 

対 象 者 障害支援区分が区分６（障害のある子どもにあっては区分６に相当

する心身の状態）に該当する者のうち、意思疎通を図ることに著し

い支障がある者であって、下記のいずれかに該当する者 

① 四肢に麻痺等があり、人工呼吸器による呼吸管理を行っている

身体障害のある人 

② 四肢に麻痺等がある、最重度の知的障害のある人 

③ 障害支援区分の認定調査項目のうち行動関連項目等の合計点数

が１０点以上である者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

短期入所 
（ショートステイ） 

内 容 家族などの介護者の理由（疾病・出産・冠婚葬祭・学校等の公的行

事及び旅行等）により、施設に短期間、入所することができます。 

対 象 者 在宅の障害のある人で、障害支援区分１以上か、在宅の障害のある

子どもで、障害児短期入所区分１以上の者 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

療養介護 

内 容 医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の

管理、看護、介護及び日常生活の世話を行います。 

対 象 者 ① 障害支援区分が区分６に該当し、気管切開を伴う人工呼吸器によ

る呼吸管理を行っている者 

② 障害支援区分が区分５以上に該当し、以下のいずれかに該当する

者 

・重症心身障害者又は進行性筋萎縮症患者 

・医療的ケアスコアが１６点以上の者 

・障害支援区分の認定調査項目のうち行動関連項目等の合計点 

 数が１０点以上かつ医療的ケアスコアが８点以上の者 

・遷延性意識障害者であって、医療的ケアスコアが８点以上の 

者 等 

利用者負担 ① 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

② 医療保険の医療費、入院時食事療養費の負担があります。ただ

し、所得に応じて軽減措置があります。 

生活介護 

内 容 常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を

行うとともに、創作的活動または生産活動の機会を提供します。 

対 象 者 障害のある人（障害支援区分が一定以上である者） 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

施設入所支援 

内 容 施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を

行います。 

対 象 者 障害のある人（原則として、障害支援区分が一定以上である者） 

利用者負担 ① 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

② 食費、光熱水費等の利用者負担があります。 

ただし、所得に応じて軽減措置があります。 
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種 類 内 容 

訓

練

等

給

付 

自立訓練 

内 容 〈機能訓練・生活訓練〉 

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能

又は生活能力の向上のために必要な訓練を行います。 

〈宿泊型自立訓練〉 

居室その他の設備を利用し、家事等の日常生活能力を向上させるた

めの支援、生活等に関する相談及び助言等を行います。 

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

就労選択支援 

内 容 就労先や働き方について、より良い選択ができるよう、障害福祉サ 

―ビス事業を行う者などとの連絡調整やその他の必要な支援を行

います。  

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

就労移行支援 

内 容 一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識

及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

就労継続支援 

内 容 一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知

識及び能力の向上のために必要な訓練を行います。 

〈Ａ型（雇用型）〉 

通常の事業所に雇用されることが困難な人に対し、雇用契約に基づ

く就労機会の提供等を行います。 

〈Ｂ型（非雇用型）〉 

就労経験のある人等に対し、就労の機会や生産活動等の場の提供等

を行います。 

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

就労定着支援 

内 容 一般企業等への就労に向けた支援として、一定期間、当該事業所で

の就労の継続を図るために必要な当該事業所の事業主、障害福祉サ

ービス事業を行う者、医療機関その他の者との連絡調整などを行い

ます。 

対 象 者 生活介護、自立訓練、就労移行支援又は就労継続支援を受けて一般

企業等に新たに雇用された障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

自立生活援助 

内 容 障害者支援施設や精神科病院、グループホーム等から退所して単身

で生活する者又は同居家族の死亡等により単身で生活する者等が、

自立した日常生活を営む上での各般の問題につき、一定期間、定期

的な巡回訪問により、又は随時通報を受け、当該障害のある人から

の相談に応じ、必要な情報の提供及び助言、その他の援助を行いま

す。 

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

共同生活援助 
（グループホーム） 

内 容 主として、夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談、入浴、排せ

つ、食事の介護、その他日常生活上の援助を行います。 

対 象 者 障害のある人 

利用者負担 ① 所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

② 家賃、食費、光熱水費等の利用者負担があります。 

※ ただし、低所得者については、月額１万円を上限として、家賃の

助成制度があります。 
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地域相談支援 ○身○知○精○難  

障害のある人が住みなれた地域を拠点とし、本人の意向に即して充実した生活を送ることができ

るよう、関係機関が連携し、地域生活への移行（地域移行）や地域生活を継続（地域定着）するた

めの支援を行います。利用を希望される場合には、各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁）

にご相談ください。 

※地域相談支援を利用する際には、「サービス等利用計画」が必要です。（２２頁参照） 

 

種 類 内 容 

地域移行支援 

内 容 障害者支援施設等に入所している障害のある人又は精神科病院に

入院している精神障害のある人について、住居の確保その他地域に

おける生活に移行するための活動に関する相談支援を行います。 

対 象 者 ①障害者支援施設や療養介護施設に入所している人 

②精神科病院に入院している精神障害のある人 

③生活保護法で規定する救護施設・更生施設や刑務所・少年刑務
所・拘置所・少年院等に入所している障害のある人 

利用者負担 ありません。 

地域定着支援 

内 容 居宅において単身等で生活する障害のある人について、常時の連絡

体制を確保し、障害の特性に起因して生じた緊急の事態等に相談支

援を行います。 

対 象 者 ①居宅において単身であるために緊急時の支援が見込めない人 

②居宅において家族が同居している障害のある人であっても当該

家族が障害・疾病等のため緊急時の支援が見込めない人（障害者

支援施設や精神科病院等を退所・退院した人など、地域生活が不

安定な人を含む） 

利用者負担 ありません。 
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地域生活支援事業     
障害のある人が、その有する能力や適性に応じ自立した日常生活又は社会生活を営むことができる

よう、以下の事業を実施します。なお、対象者、利用者負担、事業内容の詳細については、表中の掲

載頁を参照し、各区役所保健福祉課高齢者・障害者相談コーナー（７頁）などにお尋ねください。            
 

北九州市における地域生活支援事業 

事 業 名 内 容 掲載頁 

相
談
支
援 

相談支援事業 
障害のある人やその家族等からの相談に応じ、必要な情報の提

供などの必要な支援を行います。 
７頁 

居住サポート等事業 
一般賃貸住宅への入居の支援や、入居後の地域生活を行うため

の支援の調整などを行います。 
９０頁 

成年後見制度 
利用支援事業 

成年後見制度の市長及び本人・親族申立てに関する支援及び費

用助成を行います。 
６７頁 

意思疎通支援事業 

意思疎通を図ることが困難な重度の障害のある人が入院した時

に、医療従事者とのコミュニケーションをとるための支援員を

派遣して、医療行為を円滑に受けることができるよう支援しま

す。 

聴覚、言語機能、音声機能、視覚等の障害により、意思疎通を

図ることに支障がある人に手話通訳者や要約筆記者等を派遣し

ます。 

５８頁 

５９頁 

日常生活用具給付等事業 
在宅で生活する障害のある人に対し、自立生活支援用具等の日

常生活用具の給付等を行うことにより、日常生活の便宜を図り

ます。 

４７頁 

※移動支援事業 
余暇活動等の社会参加のための外出の際に、ガイドヘルパーを

派遣し、移動の支援を行います。 
９２頁 

地域活動支援センター 
障害のある人が、社会との交流促進等を行うために利用する地

域活動支援センターの運営事業者に経費を助成します。 
１１７頁 

そ
の
他
事
業 

※重度障害者大学等 
進学支援事業 

重度訪問介護を利用している人、もしくは重度訪問介護の対象

になる人に対して、自宅から大学等への移動と、学校内での活

動（排せつや食事等を含む）をヘルパーが支援します。 

５７頁 

重度障害者等 
就労支援特別事業 

重度障害のある人などにヘルパーを派遣し、通勤や職場などに

おける支援を行います。 
８９頁 

※訪問入浴 
サービス事業 

移動入浴車が対象者を訪問し、看護師及び介護職員が入浴サー

ビスを行います。 
５６頁 

福祉ホーム 
現に住居を求めている障害のある人に対し、低額な料金で、居

宅その他の設備を利用させるとともに、日常生活に必要な便宜

の提供を行い、障害のある人の地域生活をサポートします。 

１１７頁 

※日中一時支援事業 
（日帰りショート事業） 

障害者支援施設等で障害のある人（障害のある子どもを含む）

の日中活動の場を確保し、家族の介護負担の軽減を図ります。 
５６頁 

スポーツ・レクリエーション 

教室開催等事業 

障害のある人の体力増強や交流、余暇等の充実と、障害者ス  

ポーツの普及を図るため、各種スポーツ・レクリエーション教室

や障害者スポーツ大会を開催します。 

１０６頁 

１０７頁 

中途視覚障害者 

緊急生活訓練事業 

① 視覚障害のある人の生活の質の向上や、社会参加を促進する

ために、歩行訓練、コミュニケーション訓練、身辺・家事管

理など日常生活上必要な訓練等を行います。 

② 視覚障害の特性や援助方法などについて研修を行います。 

５５頁 

※印が付いている事業と障害福祉サービス（２３頁～２５頁）を利用する場合、利用者負担額は障害福祉サー
ビスと合算され、一つの負担上限月額が適用されます。 
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障害のある子どもの施設やサービス 児 ○身○知○精○難  
 

種 類 内 容 

障

害

児

通

所

支

援 

児
童
発
達
支
援 

児童発達支援 

センター 

内 容 児童への日常生活における基本的な動作の習得、集団生活への

適応のための支援などを行います。 

対 象 者 就学していない障害のある子ども 

窓 口 子ども総合センター（９頁） 

各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

児童発達支援 

事業 

内 容 児童への日常生活における基本的な動作の習得、集団生活への

適応のための支援などを行います。 

※ 児童発達支援センターより小規模な事業所です。 

対 象 者 就学していない障害のある子ども 

窓 口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

放課後等 

デイサービス 

内 容 授業終了後又は夏休み等の休業日に、生活能力向上のために必

要な支援などを行います。 

対 象 者 就学している障害のある子ども 

窓 口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

居宅訪問型児童発達支援 

内 容 居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作及び知識技能の習

得、並びに生活能力の向上のために必要な支援などを行います。 

対 象 者 外出することが著しく困難であると認められた障害のある子

ども 

窓 口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

保育所等訪問支援 

内 容 保育所等を訪問し、障害のある子どもに対して、障害のある子

ども以外の児童との集団生活への適応のための専門的な支援

などを行います。 

対 象 者 集団生活を行う施設（保育所、幼稚園、小学校、特別支援学校

など）に通う障害のある子ども 

窓 口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

障
害
児
入
所
支
援 

障害児入所施設 

内 容 障害児入所施設又は指定発達支援医療機関に入所し、日常生活

における指導や支援、介護及び治療などを行います。 

対 象 者 在宅生活が困難である障害のある子ども 

窓 口 子ども総合センター（９頁） 

※児童発達支援センターの利用については、子ども総合センター（９頁）若しくは総合療育センター

（１０頁）での判定（にこにこ通園、きらきら通園を除く）と、各区役所高齢者・障害者相談コーナ

ー（７頁）での申請手続きが必要です。 

※障害児通所支援を利用する場合には、「障害児支援利用計画」が必要です。（２２頁参照） 

利用者負担： ① 保護者の所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

② 就学前の兄弟がいるご家庭では、負担上限額が軽減される場合があります。 

③ 障害児入所施設を利用する場合は、食費・光熱水費等の利用者負担があります。 

ただし、保護者の所得に応じて軽減措置があります。 

④ 満３歳になって初めての４月１日から３年間、利用者負担が無償化されます。 
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 障害者総合支援法の対象となる難病等の範囲  

「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）」による、

障害福祉サービス等の対象となっている対象疾病は以下の３７６疾病です。 

 

番号 疾病名 

1 アイカルディ症候群 

2 アイザックス症候群 

3 ＩｇＡ腎症  

4 ＩｇＧ４関連疾患 

5 亜急性硬化性全脳炎 

6 アジソン病 

7 アッシャー症候群 

8 アトピー性脊髄炎 

9 アペール症候群 

10 アミロイドーシス 

11 アラジール症候群 

12 アルポート症候群 

13 アレキサンダー病 

14 アンジェルマン症候群 

15 アントレー・ビクスラー症候群 

16 イソ吉草酸血症 

17 一次性ネフローゼ症候群 

18 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 

19 １ｐ36 欠失症候群 

20 遺伝性自己炎症疾患 

21 遺伝性ジストニア 

22 遺伝性周期性四肢麻痺 

23 遺伝性膵炎 

24 遺伝性鉄芽球性貧血 

25 ウィーバー症候群 

26 ウィリアムズ症候群 

27 ウィルソン病 

28 ウエスト症候群 

29 ウェルナー症候群 

30 ウォルフラム症候群 

31 ウルリッヒ病 

32 ＨＴＲＡ１関連脳小血管病 

番号 疾病名 

33 ＨＴＬＶ－１関連脊髄症 

34 ＡＴＲ－Ｘ症候群 

35 ＡＤＨ分泌異常症 

36 エーラス・ダンロス症候群 

37 エプスタイン症候群 

38 エプスタイン病 

39 エマヌエル症候群 

40 ＭＥＣＰ2 重複症候群 

41 ＬＭＮＢ１関連大脳白質脳 

42 遠位型ミオパチー 

43 円錐角膜 

44 黄色靭帯骨化症  

45 黄斑ジストロフィー 

46 大田原症候群 

47 オクシピタル・ホーン症候群 

48 オスラー病 

49 カーニー複合 

50 
海馬硬化を伴う内側側頭葉て

んかん 

51 潰瘍性大腸炎 

52 下垂体前葉機能低下症 

53 家族性地中海熱 

54 
家族性低βリポタンパク血症

１（ホモ接合体） 

55 家族性良性慢性天疱瘡 

56 カナバン病 

57 
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿

皮症・アクネ症候群 

58 歌舞伎症候群 

59 
ガラクトース‐1‐リン酸ウリジ

ルトランスフェラーゼ欠損症 

60 カルニチン回路異常症 

61 加齢黄斑変性 

62 肝型糖原病 

63 間質性膀胱炎（ハンナ型） 

番号 疾病名 

64 環状 20 番染色体症候群 

65 関節リウマチ 

66 完全大血管転位症 

67 眼皮膚白皮症 

68 偽性副甲状腺機能低下症  

69 ギャロウェイ・モワト症候群 

70 急性壊死性脳症 

71 急性網膜壊死 

72 球脊髄性筋萎縮症 

73 急速進行性糸球体腎炎  

74 強直性脊椎炎 

75 巨細胞性動脈炎 

76 
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭び

まん性病変） 

77 
巨大動静脈奇形（頚部顔面又は

四肢病変） 

78 
巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不

全症 

79 
巨大リンパ管奇形（頚部顔面病

変） 

80 筋萎縮性側索硬化症 

81 筋型糖原病 

82 筋ジストロフィー 

83 クッシング病 

84 
クリオピリン関連周期熱症候

群 

85 
クリッペル・トレノネー・ウェ

ーバー症候群 

86 クルーゾン症候群 

87 
グルコーストランスポーター

１欠損症 

88 グルタル酸血症 1 型 

89 グルタル酸血症 2 型 

90 クロウ・深瀬症候群 

91 クローン病 

92 クロンカイト・カナダ症候群 

93 痙攣重積型（二相性）急性脳症 



 

 - 30 -          □4  障害者総合支援法等のサービス概要 

番号 疾病名 

94 結節性硬化症 

95 結節性多発動脈炎 

96 血栓性血小板減少性紫斑病 

97 限局性皮質異形成 

98 原発性肝外門脈閉塞症 

99 原発性局所多汗症 

100 原発性硬化性胆管炎 

101 原発性高脂血症 

102 原発性側索硬化症 

103 原発性胆汁性胆管炎 

104 原発性免疫不全症候群 

105 顕微鏡的大腸炎 

106 顕微鏡的多発血管炎 

107 高ＩｇＤ症候群 

108 好酸球性消化管疾患 

109 
好酸球性多発血管炎性肉芽腫

症 

110 好酸球性副鼻腔炎 

111 抗糸球体基底膜腎炎 

112 後縦靭帯骨化症 

113 甲状腺ホルモン不応症 

114 拘束型心筋症 

115 高チロシン血症 1 型 

116 高チロシン血症 2 型 

117 高チロシン血症 3 型 

118 後天性赤芽球癆 

119 広範脊柱管狭窄症 

120 膠様滴状角膜ジストロフィー 

121 抗リン脂質抗体症候群 

122 
極長鎖アシル‐CoA 脱水素酵

素欠損症 

123 コケイン症候群 

124 コステロ症候群 

125 骨形成不全症 

126 骨髄異形成症候群 

127 骨髄線維症 

128 ゴナドトロピン分泌亢進症 

129 ５p 欠失症候群 

番号 疾病名 

130 コフィン・シリス症候群 

131 コフィン・ローリー症候群 

132 混合性結合組織病 

133 鰓耳腎症候群 

134 再生不良性貧血 

135 サイトメガロウィルス角膜内皮炎 

136 再発性多発軟骨炎 

137 左心低形成症候群 

138 サルコイドーシス 

139 三尖弁閉鎖症 

140 三頭酵素欠損症 

141 ＣＦＣ症候群 

142 シェーグレン症候群 

143 色素性乾皮症 

144 自己貪食空胞性ミオパチー 

145 自己免疫性肝炎 

146 
自己免疫性後天性凝固因子欠

乏症（※1） 

147 自己免疫性溶血性貧血 

148 四肢形成不全 

149 シトステロール血症 

150 シトリン欠損症 

151 紫斑病性腎炎 

152 脂肪萎縮症 

153 若年性特発性関節炎 

154 若年性肺気腫 

155 
シャルコー・マリー・トゥース

病 

156 重症筋無力症 

157 修正大血管転位症 

158 出血性線溶異常症 

159 ジュベール症候群関連疾患 

160 シュワルツ・ヤンペル症候群 

161 神経細胞移動異常症 

162 
神経軸索スフェロイド形成を

伴う遺伝性びまん性白質脳症 

163 神経線維腫症 

164 神経有棘赤血球症 

165 進行性核上性麻痺 

番号 疾病名 

166 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 

167 進行性骨化性線維異形成症 

168 進行性多巣性白質脳症  

169 進行性白質脳症 

170 
進行性ミオクローヌスてんか

ん 

171 
心室中隔欠損を伴う肺動脈閉

鎖症  

172 
心室中隔欠損を伴わない肺動

脈閉鎖症 

173 

睡眠時棘徐波活性化を示す発

達性てんかん性脳症及びてん

かん性脳症 

174 スタージ・ウェーバー症候群 

175 
スティーヴンス・ジョンソン症

候群 

176 スミス・マギニス症候群 

177 スモン 

178 脆弱Ｘ症候群 

179 脆弱Ｘ症候群関連疾患 

180 成人発症スチル病 

181 成長ホルモン分泌亢進症 

182 脊髄空洞症 

183 
脊髄小脳変性症(多系統萎縮症

を除く。) 

184 脊髄髄膜瘤 

185 脊髄性筋萎縮症 

186 
セピアプテリン還元酵素(SR)

欠損症 

187 前眼部形成異常 

188 全身性エリテマトーデス 

189 全身性強皮症 

190 先天異常症候群 

191 先天性横隔膜ヘルニア 

192 先天性核上性球麻痺 

193 
先天性気管狭窄症/先天性声門

下狭窄症 

194 先天性魚鱗癬 

195 先天性筋無力症候群 

196 
先天性グリコシルホスファチ

ジルイノシトール(GPI)欠損症 

197 先天性三尖弁狭窄症 

198 先天性腎性尿崩症 

199 先天性赤血球形成異常性貧血 
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番号 疾病名 

200 先天性僧帽弁狭窄症 

201 先天性大脳白質形成不全症 

202 先天性肺静脈狭窄症 

203 先天性風疹症候群 

204 先天性副腎低形成症 

205 先天性副腎皮質酵素欠損症 

206 先天性ミオパチー 

207 先天性無痛無汗症 

208 先天性葉酸吸収不全 

209 前頭側頭葉変性症 

210 

線毛機能不全症候群（カルタゲ

ナー（Kartagener）症候群を含

む。） 

211 早期ミオクロニー脳症 

212 総動脈幹遺残症 

213 総排泄腔遺残 

214 総排泄腔外反症 

215 ソトス症候群 

216 
ダイアモンド・ブラックファン

貧血 

217 
第 14 番染色体父親性ダイソミ

ー症候群 

218 大脳皮質基底核変性症 

219 大理石骨病 

220 ダウン症候群 

221 高安動脈炎 

222 多系統萎縮症 

223 タナトフォリック骨異形成症 

224 多発血管炎性肉芽腫症 

225 多発性硬化症／視神経脊髄炎 

226 多発性軟骨性外骨腫症 

227 多発性嚢胞腎  

228 多脾症候群 

229 タンジール病 

230 単心室症 

231 弾性線維性仮性黄色腫 

232 短腸症候群 

233 胆道閉鎖症 

234 遅発性内リンパ水腫 

番号 疾病名 

235 チャージ症候群 

236 
中隔視神経形成異常症/ドモル

シア症候群 

237 中毒性表皮壊死症 

238 腸管神経節細胞僅少症 

239 ＴＲＰＶ4 異常症 

240 ＴＳＨ分泌亢進症 

241 ＴＮＦ受容体関連周期性症候群 

242 低ホスファターゼ症 

243 天疱瘡 

244 特発性拡張型心筋症 

245 特発性間質性肺炎 

246 特発性基底核石灰化症 

247 
特発性血栓症(遺伝性血栓性素

因によるものに限る。) 

248 特発性後天性全身性無汗症 

249 特発性大腿骨頭壊死症 

250 
特発性多中心性キャッスルマ

ン病 

251 特発性門脈圧亢進症 

252 特発性両側性感音難聴 

253 突発性難聴 

254 ドラベ症候群 

255 中條・西村症候群 

256 那須・ハコラ病 

257 軟骨無形成症 

258 
難治頻回部分発作重積型急性

脳炎 

259 22q11.2 欠失症候群 

260 乳児発症 STING 関連血管炎 

261 乳幼児肝巨大血管腫 

262 尿素サイクル異常症 

263 ヌーナン症候群 

264 
ネイルパテラ症候群(爪膝蓋骨

症候群) ／LMX1B 関連腎症 

265 ネフロン癆 

266 脳クレアチン欠乏症候群 

267 脳腱黄色腫症 

268 脳内鉄沈着神経変性症（※2） 

269 脳表ヘモジデリン沈着症 

270 膿疱性乾癬 

番号 疾病名 

271 嚢胞性線維症 

272 パーキンソン病 

273 バージャー病 

274 
肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫

症 

275 肺動脈性肺高血圧症 

276 
肺胞蛋白症（自己免疫性又は先

天性） 

277 肺胞低換気症候群 

278 
ハッチンソン・ギルフォード症

候群 

279 バッド・キアリ症候群 

280 ハンチントン病 

281 汎発性特発性骨増殖症 

282 ＰＣＤＨ19 関連症候群 

283 ＰＵＲＡ関連神経発達異常症 

284 
非ケトーシス型高グリシン血

症 

285 肥厚性皮膚骨膜症 

286 
非ジストロフィー性ミオトニ

ー症候群 

287 
皮質下梗塞と白質脳症を伴う

常染色体優性脳動脈症 

288 肥大型心筋症 

289 左肺動脈右肺動脈起始症 

290 
ビタミンＤ依存性くる病/骨軟

化症 

291 
ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟

化症 

292 ビッカースタッフ脳幹脳炎 

293 非典型溶血性尿毒症症候群 

294 非特異性多発性小腸潰瘍症 

295 皮膚筋炎／多発性筋炎 

296 びまん性汎細気管支炎 

297 肥満低換気症候群 

298 表皮水疱症 

299 
ヒルシュスプルング病（全結腸

型又は小腸型） 

300 ＶＡＴＥＲ症候群 

301 ファイファー症候群 

302 ファロー四徴症 

303 ファンコニ貧血 

304 封入体筋炎 
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番号 疾病名 

305 フェニルケトン尿症 

306 フォンタン術後症候群 

307 複合カルボキシラーゼ欠損症 

308 副甲状腺機能低下症 

309 副腎白質ジストロフィー 

310 副腎皮質刺激ホルモン不応症 

311 ブラウ症候群 

312 プラダー・ウィリ症候群 

313 プリオン病 

314 プロピオン酸血症 

315 
ＰＲＬ分泌亢進症（高プロラク

チン血症） 

316 閉塞性細気管支炎 

317 β-ケトチオラーゼ欠損症 

318 ベーチェット病 

319 ベスレムミオパチー 

320 ヘパリン起因性血小板減少症 

321 ヘモクロマトーシス 

322 ペリー病 

323 ペルーシド角膜辺縁変性症 

324 
ペルオキシソーム病（副腎白質

ジストロフィーを除く。） 

325 片側巨脳症 

326 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 

327 
芳香族 L－アミノ酸脱炭酸酵

素欠損症 

328 発作性夜間ヘモグロビン尿症 

番号 疾病名 

329 ホモシスチン尿症 

330 ポルフィリン症 

331 マリネスコ・シェーグレン症候群 

332 
マルファン症候群／ロイス・デ

ィーツ症候群 

333 
慢性炎症性脱髄性多発神経炎

／多巣性運動ニューロパチー 

334 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 

335 慢性再発性多発性骨髄炎 

336 慢性膵炎 

337 慢性特発性偽性腸閉塞症 

338 ミオクロニー欠神てんかん 

339 
ミオクロニー脱力発作を伴う

てんかん 

340 ミトコンドリア病 

341 無虹彩症 

342 無脾症候群 

343 無βリポタンパク血症 

344 メープルシロップ尿症 

345 メチルグルタコン酸尿症 

346 メチルマロン酸血症 

347 メビウス症候群 

348 免疫性血小板減少症 

349 メンケス病 

350 網膜色素変性症 

351 もやもや病 

352 モワット・ウイルソン症候群 

353 薬剤性過敏症症候群 

番号 疾病名 

354 ヤング・シンプソン症候群 

355 優性遺伝形式をとる遺伝性難聴 

356 
遊走性焦点発作を伴う乳児て

んかん 

357 ４p 欠失症候群 

358 ライソゾーム病 

359 ラスムッセン脳炎 

360 ランゲルハンス細胞組織球症 

361 ランドウ・クレフナー症候群 

362 リジン尿性蛋白不耐症 

363 両側性小耳症・外耳道閉鎖症 

364 両大血管右室起始症 

365 リンパ管腫症／ゴーハム病 

366 リンパ脈管筋腫症 

367 
類天疱瘡（後天性表皮水疱症を

含む。） 

368 
ルビンシュタイン・テイビ症候

群 

369 レーベル遺伝性視神経症 

370 
レシチンコレステロールアシ

ルトランスフェラーゼ欠損症 

371 劣性遺伝形式をとる遺伝性難聴 

372 レット症候群 

373 レノックス・ガストー症候群 

374 ロウ症候群 

375 ロスムンド・トムソン症候群 

376 肋骨異常を伴う先天性側弯症 

○下線が引いてある疾病は、過去に疾病名の変更があったものです。 

※1 自己免疫性後天性凝固Ｘ因子欠乏症は、対象疾病番号 146（自己免疫性後天性凝固因子欠乏症）に統合。 

※2 旧対象疾病番号 159（神経フェチリン症）は対象疾病番号 268（脳内鉄沈着神経変性症）に統合。 

 

■対象外となった疾病について 

法改正等により、障害者総合支援法の対象外となった疾病についても、それ以前に障害福祉サー

ビス等（※）の支給決定等を受けたことがある方は、引き続き利用可能です。 
 
 ※障害福祉サービス・相談支援・補装具・及び地域生活支援事業 
 （障害のある子どもの場合は、障害児通所支援と障害児入所支援も含む）
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５ 介護保険  
障害のある人についても、４０歳以上であれば介護保険の被保険者となり、介護保険料を納めてい

ただきます。また、要介護認定や要支援認定を受けることで、介護保険サービスを利用することが

できます。その際、介護保険制度と障害福祉施策に共通する在宅介護サービスは、原則として介護

保険制度から提供されることになります。 

介護保険料に関する相談や介護保険サービスの利用に関する各種手続きについては、住所地の区

役所保健福祉課「介護保険担当」（１２８頁）へお問い合わせください。 
 

運 営 主 体 制度の運営主体（保険者）は、北九州市です。 

 

 【第１号被保険者】 【第２号被保険者】 

加入 する方 ６５歳以上の方 
４０歳から６４歳までの医療

保険に加入している方 

サー ビスを 

利用できる方

（要介護・要支援

認定が必要） 

① 寝たきりや認知症などで常に介護を必要とする状

態（要介護状態）の方 

② 常時の介護までは必要ないが、家事や身じたく等、

日常生活に支援が必要な状態（要支援状態）の方 

脳血管疾患など主に老化が

原因とされる１６種類の特定

疾病（※）により要介護状

態や要支援状態となった方 

※【別表】（下表）参照 

介護保険料の

納め方 

老齢（退職）年金、障害年金、遺族年金の対象年金の

うち少なくとも１つが年額１８万円以上の方は、年金か

らの天引きにより納め、それ以外の方は、納付書や口

座振替などにより納めていただきます。 

※６５歳になると介護保険料の納入方法が変わりま

す。介護保険料の納め忘れに気を付けてください。 

なお、保険料の支払が困難な方には、一定の要件に該

当する場合に保険料を減免・猶予する制度がありま

す。 

医療保険の保険料の中に含

まれます。 

 

要介護・要支援

認定の手続 

介護保険のサービスを利用するには、介護や支援が必要かどうかを判定する「要介

護・要支援認定」を受ける必要があります。 
 

利用料の負担 

介護保険のサービスを受けたときは、原則としてかかった費用の１割～３割が利用者

負担となります。（６４歳以下の方の利用者負担割合は１割です。）なお、施設入所の

際は、食費と居住費（滞在費）が別途、利用者負担となります。 
 

利用料の軽減 

① 市民税世帯非課税で介護保険施設等を利用される方は、食費と居住費（滞在費）

が軽減される場合があります。 

② １か月の利用者負担額が一定の上限額を超えた場合、超えた額が払い戻されま

す。 

※その他一定の要件を満たせば、利用者の負担を軽減する制度があります。 

【別表】 

主に老化が原因とされる１６種類の特定疾病 

①がん（医師が一般に認められている医学的知見に基づき回復の見込みがない状態に至ったと判断

したものに限る。） ②関節リウマチ ③筋萎縮性側索硬化症 ④後縦靱帯骨化症 ⑤骨折を伴う骨

粗鬆症 ⑥初老期における認知症 ⑦進行性核上性麻痺、大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン

病 ⑧脊髄小脳変性症 ⑨脊柱管狭窄症 ⑩早老症 ⑪多系統萎縮症 ⑫糖尿病性神経障害、糖尿

病性腎症及び糖尿病性網膜症 ⑬脳血管疾患 ⑭閉塞性動脈硬化症 ⑮慢性閉塞性肺疾患  

⑯両側の膝関節または股関節に著しい変形を伴う変形性関節症 
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在宅サービス 
〔内容〕 

●家庭を訪問するサービス 

・ホームヘルパーの訪問介護 
・看護師などの訪問看護 
・リハビリ専門職の訪問リハビリテーション 
・入浴チームの訪問入浴介護 
・医師、歯科医師、薬剤師などによる居宅療養管理指導 
・日中・夜間を通じて、介護・看護サービスを提供する定期巡回・随時対応型訪問介護看護 
（要支援の方は利用できません） 

●日帰りで通うサービス 

・デイサービスセンターなどへの通所介護 
・介護老人保健施設などへの通所リハビリテーション 

●施設への短期入所サービス 
・特別養護老人ホームなどへの短期入所生活介護や介護老人保健施設などへの短期入所療養 
介護 

●福祉用具の貸与・購入や住宅の改修 

・福祉用具（車いす、特殊寝台など）の貸与 
・福祉用具（腰かけ便座、入浴用いすなど）の購入費の一部を支給（※） 
・住宅改修費（手すりの取付や段差解消など）の一部を支給（※） 
※住所地の区役所保健福祉課「介護保険担当」で申請が必要 

●その他 

・「通い」を中心に「泊まり」、「訪問」のサービスを行う小規模多機能型居宅介護 
・小規模多機能型居宅介護に訪問看護を組み合わせた看護小規模多機能型居宅介護 
（要支援の方は利用できません） 
・認知症高齢者のグループホームでの介護（要支援１の方は利用できません） 
・有料老人ホームなどでの介護 

 
訪問介護（ホームヘルプサービス）や訪問入浴介護など、障害福祉施策と介護保険とで共通する在宅介護サービ
スについては、介護保険のサービスが優先されます。 
平成 30年 4月から、高齢者と障害のある人がサービスを共用できる共生型サービスが創設されました。 

 

施設サービス（要支援の方は利用できません） 
〔内容〕 

●特別養護老人ホームへの入所 

（原則要介護３以上の方が入所できます。要介護１、２の方は要件に該当すれば入所できます。） 

常に介護が必要で、自宅での介護が困難な方が入所し、日常生活の介助や機能訓練などを受け
ます。 

●介護老人保健施設への入所 
リハビリテーションなどを必要とする方が入所し、日常生活の世話を含めた介助や機能訓練な
どを受けて、家庭への復帰を目指します。 

●介護医療院への入所 
長期療養のための医療と日常生活上の世話（介護）が必要な方が入所し、医学的管理のもとで
の看護や介護、機能訓練、その他必要な医療や日常生活の世話などを受けます。 
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６ 医 療  
 

小児慢性特定疾病医療費の給付 児 
〔対象者〕 

１８歳未満の児童（既にこの事業の対象となっており、１８歳以後も引き続き治療が必要と認められ

る場合は２０歳未満まで延長） 

〔内容〕 

対象となる疾病の治療を指定医療機関で受けたとき、被保険者の負担した額を助成します。 

なお、利用者負担については原則２割負担となります。ただし、世帯の所得等に応じて月額の上

限額が設定されます。※小児慢性特定疾病医療費の給付には事前に申請が必要です。 

対象疾病 
（小児慢性特定疾患群） 

悪性新生物、慢性腎疾患、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、内分泌疾患、

膠原病、糖尿病、先天性代謝異常、血液疾患、免疫疾患、神経・筋疾患、

慢性消化器疾患、染色体又は遺伝子に変化を伴う症候群、皮膚疾患群、 

骨系統疾患、脈管系疾患 

〔窓口〕 

各区役所 保健福祉課 子ども・家庭相談係（１２８頁） 
 
 

自立支援医療費（育成医療）の給付 児 ○身  
〔対象者〕 

１８歳未満で、肢体不自由、視覚・聴覚・音声・言語・そしゃく機能障害、心臓・肝臓・腎臓・

小腸、免疫機能又はその他の内臓の機能障害がある児童。 

〔内容〕 

確実な治療効果が期待される場合に、指定自立支援医療機関において受けた必要な治療の費用

を助成します。 

なお、利用者負担については原則１割負担となります。ただし、世帯の所得等に応じて月額の

負担上限額が設定されます。 

※自立支援医療費（育成医療）の給付には事前に申請が必要です。 

〔窓口〕 

各区役所 保健福祉課 子ども・家庭相談係（１２８頁） 
 
 

自立支援医療費（精神通院医療）の給付 ○精  
〔対象者〕 

精神疾患のため通院による精神医療を受けており、自立支援医療受給者証（精神通院）の交付

を受けている人。 

〔内容〕 

精神疾患に係る指定医療機関において通院医療に要した費用を助成します。 

なお、利用者負担については原則１割負担となります。ただし、世帯の所得等に応じて月額の

上限額が設定されます。 

※自立支援医療費（精神通院医療）の給付には事前に申請が必要です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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自立支援医療費（更生医療）の給付 者 ○身  
〔対象者〕 

１８歳以上の身体障害者手帳所持者で、自立支援医療受給者証（更生医療）の交付を受けている

人。 

〔内容〕 

生活上便宜を増すために障害を軽くしたり、機能を回復するために指定医療機関において受け

た効果が期待できる必要な治療の費用を助成します。 

（対象となる主な障害と治療例） 

視覚障害…白内障→水晶体摘出手術、網膜剥離→網膜剥離手術、角膜混濁→角膜移植術 

聴覚障害…鼓膜穿孔→穿孔閉鎖術、外耳性難聴→形成術 

言語障害…外傷性又は手術後に生じる発音構語障害→形成術 

肢体不自由…関節拘縮、関節硬直→形成術、人工関節置換術 

内部障害…＜心臓＞弁口、心室心房中隔に対する手術、ペースメーカー埋込み手術 

＜腎臓＞人工透析療法、腎臓移植術(抗免疫療法を含む) 

＜肝臓＞肝臓移植術(抗免疫療法を含む) 

＜小腸＞中心静脈栄養法 

＜免疫＞抗ＨＩＶ療法、免疫調節療法、その他ＨＩＶ感染症に対する治療 

なお、利用者負担については原則１割負担となります。 

ただし、世帯の所得等に応じて月額の上限額が設定されます。 

※自立支援医療費（更生医療）の給付には事前に申請が必要です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
 

重度障害者医療費の助成 ○身○知○精  
〔対象者〕 

次のいずれかに該当し、前年の所得（１～９月に申請する場合は前前年の所得）から、一定の 
控除額を差し引いた額が、下記の［所得制限額］未満である方 
① 身体障害者手帳 １・２級 

② 療育手帳 「Ａ表示」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 １級 
※６５歳以上の方は後期高齢者医療制度に加入する必要があります。 

生活保護を受けている人は、対象外です。 

［所得制限額］（令和８年４月１日現在） 

扶養親族の数  ０人  １人  ２人  ３人 

所 得 制 限 額  ４５９．６万円  ４９７．６万円  ５３５．６万円  ５７３．６万円 

〔内容〕 
医療費のうち、保険診療による自己負担額の全額を助成します。ただし、下記のものは助成対

象になりません。 

・精神障害者保健福祉手帳 1 級の人の精神病床への入院医療費（１８歳に達する日以後の最初の

３月３１日までは無料） 

・入院時食事代（標準負担額）及び保険診療以外の医療費等（差額ベッド代、選定療養費、 

予防接種等） 

※重度障害者医療証の交付を受けるには申請が必要です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチン予防接種事業 者 ○身  
〔対象者〕 

市内に住む６０～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免

疫機能の障害（身体障害者手帳１級程度）のある人 

※市内に住む６５歳以上の方は、すべての方が対象になります。 

〔内容〕 

インフルエンザワクチン及び新型コロナワクチンの予防接種 

接種費用については、決定後に市政だより等でお知らせします。 

（生活保護受給者と市民税非課税世帯の方は、減免手続きにより接種費用が無料になります。） 

※補助は１０月１日（予定）～３月３１日までの年度期間中１回 

※身体障害者手帳を提示のうえ、市内の実施医療機関で接種を受けてください。 

〔窓口〕 

各区役所 健康相談コーナー（１２８頁） 

 

高齢者用肺炎球菌予防接種事業 者 ○身  
〔対象者〕 

市内に住む６０～６４歳の方で、心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免

疫機能の障害（身体障害者手帳１級程度）のある人 

※市内に住む、６５歳の方は、障害の有無に関わらず対象になります。 

※ただし、いずれにおいても、過去に接種歴がある方は対象外です。 

〔内容〕 

高齢者用肺炎球菌ワクチンの予防接種 

接種費用については、決定後に市政だより等でお知らせします。 

（生活保護受給者と市民税非課税世帯の方は、減免手続きにより接種費用が無料になります。） 

※公費接種は一人１回限り 

※身体障害者手帳を提示のうえ、市内の実施医療機関で接種を受けてください。 

〔窓口〕 

各区役所 健康相談コーナー（１２８頁） 
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帯状疱疹予防接種事業 者 ○身  
〔対象者〕 

市内に住む６０～６４歳の方でヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害（身体障害者手帳 1

級相当）のある人 

※令和８年度は、市内に住む６５，７０，７５，８０，85，90，95，１００歳になる方は、障害の有無に関

わらず対象になります。（これは令和７年度から１１年度までの５年間の経過措置で、令和１２年度

からは６５歳の方のみが対象となります。） 

※帯状疱疹にかかったことのある方も対象となります。 

〔内容〕 

以下のいずれかのワクチンを被接種者が選択し、予防接種する。 

（１）乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」：皮下注射 1 回接種 

（２）乾燥組換え帯状疱疹ワクチン「シングリックス」：筋肉内注射 2 回接種 

接種費用については、ワクチンごとに異なります。決定後に市政だより等でお知らせします。 

（生活保護受給者と市民税非課税世帯の方は、減免手続きにより接種費用が無料になります。） 

※すでに一部の接種を任意接種として行った場合は、残りの接種が補助の対象になります。 

※公費接種は一人１回限り 

※身体障害者手帳を提示のうえ、市内の実施医療機関で接種を受けてください。 

〔窓口〕 

各区役所 健康相談コーナー（１２８頁） 

 

北九州市在宅人工呼吸器使用患者支援事業  
〔対象者〕 

下記の要件（①～④）をすべて満たす方 

① 北九州市に住所を有する方 

② 特定医療費（指定難病）受給者証を所持している方 

③ 上記の受給者証記載の疾患を主たる要因として、在宅人工呼吸器を使用している方 

④ 医師が訪問看護を必要と認める方 

〔内容〕 

  在宅で人工呼吸器を使用されている指定難病患者が、診療報酬で定められた回数を超える訪問看

護を受ける場合、その回数を超えた訪問看護料を負担します。１日につき４回目以降の訪問看護

について、患者１人当たり年２６０回を限度とします。 

〔窓口〕 

  保健福祉局疾病対策課 

  （総合保健福祉センター６階） 
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後期高齢者医療制度 者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

◆７５歳以上の方（７５歳の誕生日から対象） 

◆６５歳以上７５歳未満で一定の障害について広域連合の認定を受けた方 

（認定を受けた日から対象） 

〔内容〕 

次のいずれかに該当する障害のある６５歳以上７５歳未満の方は、この制度を運営する福岡県後

期高齢者医療広域連合（以下「広域連合」という）において、障害の程度等を認定した日から、

被保険者となります。 

①国民年金法による障害の等級が１・２級の方 

②身体障害者手帳１～３級、音声・言語機能障害４級又は下肢障害４級の一部のいずれかに該当

する方 

③精神障害者保健福祉手帳１・２級の方 

④療育手帳「Ａ」に該当する方 

⑤上記以外で医師の診断により広域連合長が認定した方 

※この制度の被保険者になるためには、広域連合に申請する必要があります。 

〔保険料〕 

この制度の被保険者になると保険料をお支払いいただくことになります。保険料は全ての被保

険者一人ひとりに賦課されます。また、令和８年度から子ども・子育て支援金制度の創設によ

り、新たに保険料率の区分が追加されました。 

＜令和８年度の料率＞  

保険料額 ＝ 均等割額     ６６,340 円（医療分）         

1,33９円（子ども分）     ＋ 

所得割額（【被保険者の総所得金額等(※1)－基礎控除額(※2)】×  11.70％(医療分) 

【賦課限度額 ８５万円（医療分）２.１万円（子ども分）】       ０.２５％（こども分）          

                 

※１「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入－公的年金等控除額」、「給与収入－給与

所得控除額」、「事業収入－必要経費」等の合計額で、各種所得控除前の金額です。 

※２「基礎控除額」とは、合計所得金額が 2,400 万円以下の場合 43 万円ですが、2,400 万円

を超える場合は異なります。 

〇 保険料の料率は福岡県内均一で、原則２年ごとに広域連合が決定します。 

〇 子ども・子育て支援金制度（※３）については、令和８年度から令和１０年度にかけて構

築されることとなるため、令和９年度の「子ども分」保険料率は変更になる予定です。 

〇 低所得者には保険料の軽減措置があります。 

※３「子ども・子育て支援金制度」は、全世代や企業の皆様から支援金を拠出いただき、それに

よる子育て世帯に対する給付の拡充を通じて、子どもや子育て世帯を社会全体で応援する

仕組みです。 

 

〔窓口〕 

各区役所 国保年金課（１２８頁） 

〔問合せ〕 

各区役所 国保年金課のほか、広域連合（ＴＥＬ ０９２-６５１-３１１１）まで 
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特定医療費（指定難病）の助成 ○難  
〔対象者〕 

国が指定する難病（指定難病）にかかっている方で、①病状の程度が一定以上の方、もしくは②

高額な医療を継続することが必要な方 

〔内容〕  

指定難病及び当該指定難病に付随して発現する疾病の治療にかかる医療費（保険診療による自己

負担分）の一部を助成します。また、所得状況に応じて自己負担上限月額が設定されています。 

〔窓口〕 

  各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

医療費助成対象疾病〔指定難病〕一覧（３４8疾病） 

病    名 
※告示 
の番号 

あ 

アイカルディ症候群 １３５ 

アイザックス症候群 １１９ 

ｌｇＡ腎症 ６６ 

ＩｇＧ４関連疾患 ３００ 

亜急性硬化性全脳炎 ２４ 

悪性関節リウマチ ４６ 

アジソン病 ８３ 

アッシャー症候群 ３０３ 

アトピー性脊髄炎 １１６ 

アペール症候群 １８２ 

アラジール症候群 ２９７ 

α1－アンチトリプシン欠乏症 ２３１ 

アルポート症候群 ２１８ 

アレキサンダー病 １３１ 

アンジェルマン症候群 ２０１ 

アントレー・ビクスラー症候群 １８４ 

い 

イソ吉草酸血症 ２４７ 

一次性ネフローゼ症候群 ２２２ 

一次性膜性増殖性糸球体腎炎 ２２３ 

１ｐ３６欠失症候群 １９７ 

遺伝性自己炎症疾患 ３２５ 

遺伝性ジストニア １２０ 

遺伝性周期性四肢麻痺 １１５ 

遺伝性膵炎 ２９８ 

遺伝性鉄芽球性貧血 ２８６ 

  

病    名 
※告示 
の番号 

う 

ウィーバー症候群 １７５ 

ウィリアムズ症候群 １７９ 

ウィルソン病 １７１ 

ウエスト症候群 １４５ 

ウェルナー症候群 １９１ 

ウォルフラム症候群 ２３３ 

ウルリッヒ病 ２９ 

え 

ＨＴＬＶ－１関連脊髄症 ２６ 

ＡＴＲ－Ｘ症候群 １８０ 

エーラス・ダンロス症候群 １６８ 

エプスタイン症候群 ２８７ 

エプスタイン病 ２１７ 

エマヌエル症候群 ２０４ 

МＥＣＰ２重複症候群 ３３９ 

ＬＭＮＢ１関連大脳白質脳症 ３４２ 

遠位型ミオパチー ３０ 

お 

黄色靱帯骨化症 ６８ 

黄斑ジストロフィー ３０１ 

大田原症候群 １４６ 

オクシピタル・ホーン症候群 １７０ 

オスラー病 ２２７ 

か 

カーニー複合 ２３２ 

海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん １４１ 

潰瘍性大腸炎 ９７ 
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病    名 
※告示 
の番号 

下垂体性ＡＤＨ分泌異常症 ７２ 

下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 ７６ 

下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 ７７ 

下垂体性ＴＳＨ分泌亢進症 ７３ 

下垂体性ＰＲＬ分泌亢進症 ７４ 

下垂体前葉機能低下症 ７８ 

家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） ７９ 

家族性地中海熱 ２６６ 

家族性低βリポタンパク血症１（ホモ接合体） ３３６ 

家族性良性慢性天疱瘡 １６１ 

カナバン病  ３０７ 

化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アクネ症
候群 

２６９ 

歌舞伎症候群 １８７ 

ガラクトース-1-リン酸ウリジルトランスフェ
ラーゼ欠損症 

２５８ 

カルニチン回路異常症 ３１６ 

肝型糖原病 ２５７ 

間質性膀胱炎（ハンナ型） ２２６ 

環状２０番染色体症候群 １５０ 

完全大血管転位症 ２０９ 

眼皮膚白皮症 １６４ 

き 

偽性副甲状腺機能低下症 ２３６ 

ギャロウェイ・モワト症候群 ２１９ 

球脊髄性筋萎縮症 １ 

急速進行性糸球体腎炎 ２２０ 

強直性脊椎炎 ２７１ 

巨細胞性動脈炎 ４１ 

巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） ２７９ 

巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） ２８０ 

巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 １００ 

巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） ２７８ 

筋萎縮性側索硬化症 ２ 

筋型糖原病 ２５６ 

筋ジストロフィー １１３ 

く 

クッシング病 ７５ 

クリオピリン関連周期熱症候群 １０６ 

病    名 
※告示 
の番号 

クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 ２８１ 

クルーゾン症候群 １８１ 

グルコーストランスポーター1 欠損症 ２４８ 

グルタル酸血症１型 ２４９ 

グルタル酸血症２型 ２５０ 

クロウ・深瀬症候群 １６ 

クローン病 ９６ 

クロンカイト・カナダ症候群 ２８９ 

け 

痙攣重積型（二相性）急性脳症 １２９ 

結節性硬化症 １５８ 

結節性多発動脈炎 ４２ 

血栓性血小板減少性紫斑病 ６４ 

限局性皮質異形成 １３７ 

原発性肝外門脈閉塞症 ３４６ 

原発性高カイロミクロン血症 ２６２ 

原発性硬化性胆管炎 ９４ 

原発性抗リン脂質抗体症候群 ４８ 

原発性側索硬化症 ４ 

原発性胆汁性胆管炎 ９３ 

原発性免疫不全症候群 ６５ 

顕微鏡的多発血管炎 ４３ 

こ 

高ＩｇＤ症候群 ２６７ 

好酸球性消化管疾患 ９８ 

好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 ４５ 

好酸球性副鼻腔炎 ３０６ 

抗糸球体基底膜腎炎 ２２１ 

後縦靱帯骨化症 ６９ 

甲状腺ホルモン不応症 ８０ 

拘束型心筋症 ５９ 

高チロシン血症１型 ２４１ 

高チロシン血症２型 ２４２ 

高チロシン血症３型 ２４３ 

後天性赤芽球癆 ２８３ 

広範脊柱管狭窄症 ７０ 

膠様滴状角膜ジストロフィー ３３２ 

極長鎖アシル‐ＣｏＡ脱水素酵素欠損症 ３４４ 
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病    名 
※告示 
の番号 

コケイン症候群 １９２ 

コステロ症候群 １０４ 

骨形成不全症 ２７４ 

５ｐ欠失症候群 １９９ 

コフィン・シリス症候群 １８５ 

コフィン・ローリー症候群 １７６ 

混合性結合組織病 ５２ 

さ 

鰓耳腎症候群 １９０ 

再生不良性貧血 ６０ 

再発性多発軟骨炎 ５５ 

左心低形成症候群 ２１１ 

サルコイドーシス ８４ 

三尖弁閉鎖症 ２１２ 

三頭酵素欠損症 ３１７ 

し 

ＣＦＣ症候群 １０３ 

シェーグレン症候群 ５３ 

色素性乾皮症 １５９ 

自己貪食空胞性ミオパチー ３２ 

自己免疫性肝炎 ９５ 

自己免疫性後天性凝固因子欠乏症   ２８８ 

自己免疫性溶血性貧血 ６１ 

シトステロール血症 ２６０ 

シトリン欠損症 ３１８ 

紫斑病性腎炎 ２２４ 

脂肪萎縮症 ２６５ 

若年性特発性関節炎 １０７ 

若年発症型両側性感音難聴 ３０４ 

シャルコー・マリー・トゥース病 １０ 

重症筋無力症 １１ 

修正大血管転位症 ２０８ 

出血性線溶異常症 ３４７ 

ジュベール症候群関連疾患 １７７ 

シュワルツ・ヤンペル症候群 ３３ 

神経細胞移動異常症 １３８ 

神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びま
ん性白質脳症 

１２５ 

病    名 
※告示 
の番号 

神経線維腫症 ３４ 

神経有棘赤血球症 ９ 

進行性核上性麻痺 ５ 

進行性家族性肝内胆汁うっ滞症 ３３８ 

進行性骨化性線維異形成症 ２７２ 

進行性多巣性白質脳症 ２５ 

進行性白質脳症 ３０８ 

進行性ミオクローヌスてんかん ３０９ 

心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 ２１４ 

心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 ２１３ 

す 

睡眠時棘徐波活性化を示す発達性てんかん性

脳症及びてんかん性脳症 
１５４ 

スタージ・ウェーバー症候群 １５７ 

スティーヴンス・ジョンソン症候群 ３８ 

スミス・マギニス症候群 ２０２ 

せ 

脆弱Ｘ症候群 ２０６ 

脆弱Ｘ症候群関連疾患 ２０５ 

成人発症スチル病 ５４ 

脊髄空洞症 １１７ 

脊髄小脳変性症（多系統萎縮症を除く。） １８ 

脊髄髄膜瘤 １１８ 

脊髄性筋萎縮症 ３ 

セピアプテリン還元酵素（ＳＲ）欠損症 ３１９ 

前眼部形成異常 ３２８ 

全身性アミロイドーシス ２８ 

全身性エリテマトーデス ４９ 

全身性強皮症 ５１ 

先天異常症候群 ３１０ 

先天性横隔膜ヘルニア ２９４ 

先天性核上性球麻痺 １３２ 

先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 ３３０ 

先天性魚鱗癬 １６０ 

先天性筋無力症候群 １２ 

先天性グリコシルホスファチジルイノシトー
ル（ＧＰＩ）欠損症 

３２０ 

先天性三尖弁狭窄症 ３１１ 

先天性腎性尿崩症 ２２５ 
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病    名 
※告示 
の番号 

先天性赤血球形成異常性貧血 ２８２ 

先天性僧帽弁狭窄症 ３１２ 

先天性大脳白質形成不全症 １３９ 

先天性肺静脈狭窄症 ３１３ 

先天性副腎低形成症 ８２ 

先天性副腎皮質酵素欠損症 ８１ 

先天性ミオパチー １１１ 

先天性無痛無汗症 １３０ 

先天性葉酸吸収不全 ２５３ 

前頭側頭葉変性症 １２７ 

線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群を含

む。） 
340 

そ 

早期ミオクロニー脳症 １４７ 

総動脈幹遺残症 ２０７ 

総排泄腔遺残 ２９３ 

総排泄腔外反症 ２９２ 

ソトス症候群 １９４ 

た 

ダイアモンド・ブラックファン貧血 ２８４ 

第１４番染色体父親性ダイソミー症候群 ２００ 

大脳皮質基底核変性症 ７ 

大理石骨病 ３２６ 

高安動脈炎 ４０ 

多系統萎縮症 １７ 

タナトフォリック骨異形成症 ２７５ 

多発血管炎性肉芽腫症 ４４ 

多発性硬化症／視神経脊髄炎 １３ 

多発性嚢胞腎 ６７ 

多脾症候群 １８８ 

タンジール病 ２６１ 

単心室症 ２１０ 

弾性線維性仮性黄色腫 １６６ 

胆道閉鎖症 ２９６ 

ち 

遅発性内リンパ水腫 ３０５ 

チャージ症候群 １０５ 

中隔視神経形成異常症／ドモルシア症候群 １３４ 

病    名 
※告示 
の番号 

中毒性表皮壊死症 ３９ 

腸管神経節細胞僅少症 １０１ 

て 

ＴＮＦ受容体関連周期性症候群 １０８ 

ＴＲＰＶ４異常症 ３４１ 

低ホスファターゼ症 １７２ 

天疱瘡 ３５ 

と 

特発性拡張型心筋症 ５７ 

特発性間質性肺炎 ８５ 

特発性基底核石灰化症 ２７ 

特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに
限る。）  

３２７ 

特発性後天性全身性無汗症 １６３ 

特発性大腿骨頭壊死症 ７１ 

特発性多中心性キャッスルマン病 ３３１ 

特発性門脈圧亢進症 ９２ 

ドラベ症候群 １４０ 

な 

中條・西村症候群 ２６８ 

那須・ハコラ病 １７４ 

軟骨無形成症 ２７６ 

難治頻回部分発作重積型急性脳炎 １５３ 

に 

２２ｑ１１．２欠失症候群 ２０３ 

乳児発症ＳＴＩＮＧ関連血管炎 345 

乳幼児肝巨大血管腫 ２９５ 

尿素サイクル異常症 ２５１ 

ぬ 

ヌーナン症候群 １９５ 

ね 

ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／ＬＭ
Ｘ１Ｂ関連腎症 

３１５ 

ネフロン癆 ３３５ 

の 

脳クレアチン欠乏症候群 ３３４ 

脳腱黄色腫症 ２６３ 

脳内鉄沈着神経変性症 １２１ 
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病    名 
※告示 
の番号 

脳表ヘモジデリン沈着症 １２２ 

膿疱性乾癬（汎発型） ３７ 

嚢胞性線維症 ２９９ 

は 

パーキンソン病 ６ 

バージャー病 ４７ 

肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 ８７ 

肺動脈性肺高血圧症 ８６ 

肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） ２２９ 

肺胞低換気症候群 ２３０ 

ハッチンソン・ギルフォード症候群 ３３３ 

バッド・キアリ症候群 ９１ 

ＨＴＲＡ１関連脳小血管病 １２３ 

ハンチントン病 ８ 

ひ 

ＰＣＤＨ１９関連症候群 １５２ 

ＰＵＲＡ関連神経発達異常症 343 

非ケトーシス型高グリシン血症 ３２１ 

肥厚性皮膚骨膜症 １６５ 

非ジストロフィー性ミオトニー症候群 １１４ 

皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優性脳

動脈症 
１２４ 

肥大型心筋症 ５８ 

左肺動脈右肺動脈起始症 ３１４ 

ビタミンＤ依存性くる病／骨軟化症 ２３９ 

ビタミンＤ抵抗性くる病／骨軟化症 ２３８ 

ビッカースタッフ脳幹脳炎 １２８ 

非典型溶血性尿毒症症候群 １０９ 

非特異性多発性小腸潰瘍症 ２９０ 

皮膚筋炎／多発性筋炎 ５０ 

表皮水疱症 ３６ 

ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸型） ２９１ 

ふ 

ＶＡＴＥＲ症候群 １７３ 

ファイファー症候群 １８３ 

ファロー四徴症 ２１５ 

ファンコニ貧血 ２８５ 

封入体筋炎 １５ 

病    名 
※告示 
の番号 

フェニルケトン尿症 ２４０ 

複合カルボキシラーゼ欠損症 ２５５ 

副甲状腺機能低下症 ２３５ 

副腎白質ジストロフィー ２０ 

副腎皮質刺激ホルモン不応症 ２３７ 

ブラウ症候群 １１０ 

プラダー・ウィリ症候群 １９３ 

プリオン病 ２３ 

プロピオン酸血症 ２４５ 

へ 

閉塞性細気管支炎 ２２８ 

β－ケトチオラーゼ欠損症 ３２２ 

ベーチェット病 ５６ 

ベスレムミオパチー ３１ 

ペリー病 １２６ 

ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィー

を除く。） 
２３４ 

片側巨脳症 １３６ 

片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 １４９ 

ほ 

芳香族Ｌ－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症 ３２３ 

発作性夜間ヘモグロビン尿症 ６２ 

ホモシスチン尿症 ３３７ 

ポルフィリン症 ２５４ 

ま 

マリネスコ・シェーグレン症候群 １１２ 

マルファン症候群/ロイス・ディーツ症候群 １６７ 

慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動ニ
ューロパチー 

１４ 

慢性血栓塞栓性肺高血圧症 ８８ 

慢性再発性多発性骨髄炎 ２７０ 

慢性特発性偽性腸閉塞症 ９９ 

み 

ミオクロニー欠神てんかん １４２ 

ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん １４３ 

ミトコンドリア病 ２１ 

  

む 
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病    名 
※告示 
の番号 

無虹彩症 ３２９ 

無脾症候群 １８９ 

無βリポタンパク血症 ２６４ 

め 

メープルシロップ尿症 ２４４ 

メチルグルタコン酸尿症 ３２４ 

メチルマロン酸血症 ２４６ 

メビウス症候群 １３３ 

免疫性血小板減少症 63 

メンケス病 １６９ 

も 

網膜色素変性症 ９０ 

もやもや病 ２２ 

モワット・ウィルソン症候群 １７８ 

や 

ヤング・シンプソン症候群 １９６ 

ゆ 

遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん １４８ 

よ 

４p 欠失症候群 １９８ 

 

 
 

病    名 
※告示 
の番号 

ら 

ライソゾーム病 １９ 

ラスムッセン脳炎 １５１ 

ランドウ・クレフナー症候群 １５５ 

り 

リジン尿性蛋白不耐症 ２５２ 

両大血管右室起始症 ２１６ 

リンパ管腫症／ゴーハム病 ２７７ 

リンパ脈管筋腫症 ８９ 

る 

類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） １６２ 

ルビンシュタイン・テイビ症候群 １０２ 

れ 

レーベル遺伝性視神経症 ３０２ 

レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症 
２５９ 

レット症候群 １５６ 

レノックス・ガストー症候群 １４４ 

ろ 

ロウ症候群 ３４８ 

ロスムンド・トムソン症候群 １８６ 

肋骨異常を伴う先天性側弯症 ２７３ 

※指定難病は、厚生科学審議会の意見を聴いて厚生労働大臣が指定します。（令和８年４月現在） 

※指定難病（１～３４８）は、医療費助成対象疾病の告示番号です。 

 

特定疾患治療研究事業による助成  
〔対象者〕 

  特定疾患治療研究事業の対象疾患 

番号 疾 患 名 

１ スモン 

２ 難治性の肝炎のうち劇症肝炎 

３ 重症急性膵炎 

４ プリオン病（ヒト由来乾燥硬膜移植によるクロイツフェルト・ヤコブ病に限る。） 

  上記２、３の疾患・・・更新受付のみ 

〔内容〕 

  対象疾患及び当該疾患に付随して発現する疾病の治療にかかる医療費の助成 

所得状況に応じて自己負担があります。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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７ 補装具費の支給・日常生活用具の給付等  
 

補装具費（購入、借受け又は修理）の支給 ○身○難  
〔対象者〕 

身体障害者手帳をもっている人や子ども又は以下の①②の要件全てに該当する人や子ども 

①障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令第１条の対象疾患 

患者（３７６疾患）（２９頁～３２頁） 

②在宅で療養が可能な程度に病状が安定していると医師によって診断される人や子ども 

〔内容〕 

障害を補うために必要と認められた補装具の購入、借受け又は修理に係る費用を支給します。 

補装具の購入、借受け又は修理には事前に申請が必要です。利用者負担については、所得に応

じて負担上限月額が設定されます。なお、一定所得以上の場合は支給対象外となります。 

※「補装具」・・・・障害のある人等の身体機能を補完し、又は代替し、かつ長期間にわたり

継続して使用されるもの等。 

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。ただし、１８歳以上の障害のある人の世帯のうち、

一定所得（市民税所得割額４６万円）以上の場合は支給対象外となります。また、障害福祉サービ

ス等を利用した月は補装具の負担上限月額が適用されます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

補装具費の支給を受けられる人 種 目 

視覚障害のある人や視覚障害のある子ども 

視 覚 障 害 者 安 全 つ え 

義           眼 

眼              鏡 

聴覚障害のある人や聴覚障害のある子ども 
補   聴   器 

人 工 内 耳 （ 修 理 の み ） 

肢体不自由のある人や肢体不自由のある子ども 

義 肢 

装 具 

車    椅     子 

電  動  車  椅  子 

歩 行 器 

姿 勢 保 持 装 置 

車 載 用 姿 勢 保 持 装 置 

歩行補助つえ（１本つえを除く） 

肢体不自由のある子ども 
起  立   保  持   具 

排 便 補 助 具 

音声・言語機能障害と肢体不自由が重複している人や 

音声・言語機能障害と肢体不自由が重複している子ども 
重度障害者用意思伝達装置 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するた
めの法律施行令第１条の対象疾患患者（３７６疾患） 

上記の補装具について、申請書等に基づ
き、個別に支給の判断を行う。 

※介護保険が優先的に適用される種目 

①車椅子（電動車椅子を含む） ②歩行器  ③歩行補助つえ 

①②③とも、介護保険が適用される標準的な既製品の場合に限ります。 
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日常生活用具の給付等 ○身○知○精○難  
〔対象者〕 

在宅で生活する障害のある人及び障害のある子ども 

〔内容〕 

日常生活の便宜をはかるため、次の用具を給付しています。 

日常生活用具の給付には事前に申請が必要です。一部の用具は介護保険制度が優先的に適用さ

れます。  

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。ただし、一定所得（市民税所得割額４６万円）以上 

の場合は給付対象外となります。なお、点字図書については一般図書の購入価格相当額を負担 

していただきます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
 

障害者手帳所持者及び難病患者等の日常生活用具の給付品目 

 

種
目 

品目 対  象  者 公費負担上限額 
耐用 
年数 

介
護
・
訓
練
支
援
用
具 

特殊寝台 
①下肢又は体幹機能障害２級以上 
②寝たきりの状態にある難病患者等 
※①②原則６歳以上 

１６０，０００円 ８年 

床ずれ防止 
用具 

①下肢又は体幹機能障害２級以上 
（常時介護を要する人に限る。） 
②療育手帳Ａ 
③寝たきりの状態にある難病患者等 
※①②③原則６歳以上 

特殊マット         ２０，０００円 

５年 

①下肢又は体幹機能障害２級以上 
②寝たきりの状態にある難病患者等 
※①②原則６歳以上 

エアーパッド       １２０，０００円 

特殊尿器 

①下肢又は体幹機能障害１級 
（常時介護を要する人に限る。） 
②自力で排尿できない難病患者等 
※①②原則６歳以上 

６７，０００円 ５年 

入浴担架 
下肢又は体幹機能障害２級以上 
（原則３歳以上で入浴時に家族等他人の介助を
要する人に限る。） 

８２，４００円 ５年 

体位変換器 

①下肢又は体幹機能障害２級以上 
（下着交換等に当たって家族等他人の介助を要
する人に限る。） 
②寝たきりの状態にある難病患者等 
※①②原則６歳以上 

１５，０００円 ５年 

移動用リフト 
①下肢又は体幹機能障害２級以上 
②下肢又は体幹機能に障害のある難病患者等 
※①②原則３歳以上 

２３０，０００円 
＋（つり具３９，０００円まで） 

８年 
(４年) 

自
立
生
活
支
援
用
具 

入浴補助用具 

①下肢又は体幹機能障害があり、入浴に介助を必
要とする人 
②入浴に介助を必要とする難病患者等 
※①②原則３歳以上 

９０，０００円 ８年 

便器 

（腰掛便器） 
①下肢又は体幹機能障害２級以上 
②常時介護を要する難病患者等 
（洗浄機能付便座） 
③上肢障害２級以上 
④療育手帳Ａ 
⑤上肢機能に障害のある難病患者等 
※①②③④⑤原則６歳以上 

２５，０００円 ８年 

頭部保護帽 
（※オーダー
メイドのみ） 

①平衡機能又は下肢もしくは体幹機能障害があ
り、転倒等により頭部を強打する恐れがある人 
②療育手帳Ａで、てんかんの発作等により頻繁に
転倒する人 

レディメイド      １３，０００円 
オーダーメイド     ３０，０００円 

３年 
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種
目 

品目 対  象  者 公費負担上限額 
耐用
年数 

自
立
生
活
支
援
用
具 

つ え （ Ｔ 字

状・棒状） 

①平衡機能又は下肢もしくは体幹機能障害があり、歩
行機能の補完のために必要と認められる人 
②下肢又は体幹機能に障害のある難病患者等 

３，２００円 ３年 

移動・移乗 

支援用具 

①平衡機能又は下肢もしくは体幹機能障害があり、家
庭内の移動等において介助を必要とする人 
②下肢が不自由な難病患者等 
※①②原則３歳以上 

６０，０００円 ８年 

火災警報器 

①身体障害者障害程度等級２級以上（火災発生の感知
及び避難が著しく困難な障害のある人のみの世帯及
びこれに準ずる世帯） 
②療育手帳Ａ（火災発生の感知及び避難が著しく困難
な障害のある人のみの世帯及びこれに準ずる世帯） 

７，７００円 １０年 

自動消火器 

①身体障害者障害程度等級２級以上（火災発生の感知
及び避難が著しく困難な障害のある人のみの世帯及
びこれに準ずる世帯） 
②療育手帳Ａ（火災発生の感知及び避難が著しく困難
な障害のある人のみの世帯及びこれに準ずる世帯） 
③火災発生の感知及び避難が著しく困難な難病患者
等のみの世帯及びこれに準ずる世帯 

２１，８００円 ５年 

電磁調理器 
①視覚障害２級以上 
②療育手帳Ａ 
※①②１８歳以上 

１３，４００円 ６年 

歩行時間延長 
信号機用小型 
送信機 

視覚障害２級以上（原則６歳以上） １０，８００円 １０年 

聴覚障害者用 

目覚時計 
聴覚障害２級以上（１８歳以上） 7 ， ０ ０ ０ 円 １０年 

聴覚障害者用 

屋内信号灯 
聴覚障害２級以上（１８歳以上） １６，１００円 １０年 

聴覚障害者用 

屋内信号装置 
聴覚障害２級以上（１８歳以上） ８２，４００円 １０年 

在
宅
療
養
等
支
援
用
具 

透析液加温器 
腎臓機能障害３級以上で自己連続携行式腹膜潅流法
（ＣＡＰＤ）による透析療法を行う人（原則３歳以上） 

５１，５００円 ５年 

ネブライザー 

（ 吸 入 器 ）

(※) 

①呼吸器機能障害３級以上又は同程度の身体障害が
あり、必要と認められる人 
②呼吸器機能に障害のある難病患者等 
※①②原則６歳以上 

３0，8００円 ５年 

電気式 

たん吸引器 

(※) 

①呼吸器機能障害３級以上又は同程度の身体障害が
あり、必要と認められる人 
②呼吸器機能に障害のある難病患者等 
※①②原則６歳以上 

５６，４００円 ５年 

酸素ボンベ 

運搬車 

呼吸器機能障害４級以上で医療保険における在宅酸
素療法を行う人（１８歳以上） 

１７，０００円 １０年 

視覚障害者用

体温計 
視覚障害２級以上（原則６歳以上） ８，０００円 ５年 

視覚障害者用

体重計 
視覚障害２級以上（１８歳以上） １１，５００円 ５年 

視覚障害者用

音声式血圧計 
視覚障害２級以上で血圧管理が必要な人（４０歳以上） 3，000 円 5 年 



 

□7  補装具費・日常生活用具の支給                  - 49 - 

種
目 

品目 対  象  者 公費負担上限額 
耐用
年数 

在
宅
療
養
等 

 

支
援
用
具 

動脈血中酸素 

飽和度測定器 

(パルスオキシ 

メーター)(※) 

①呼吸器機能障害３級以上で，在宅酸素療法を必

要とする人又は人工呼吸器を装着している人 

②人工呼吸器を装着している難病患者等 

３６，０００円 ５年 

情
報
・
意
思
疎
通
支
援
用
具 

携帯用会話 

補助装置 

音声機能もしくは言語機能障害又は肢体不自由

があり、発声・発語に著しい障害を有する人 

（原則６歳以上） 

９８，８００円 ５年 

情報・通信 

支援用具 

視覚障害又は上肢障害２級以上（原則として現に

情報・通信機器を所有していること）（原則６歳

以上） 

１００，０００円 ５年 

点字 

ディスプレイ 

視覚障害２級以上で、本装置により文字等のコン

ピューターの画面情報を得ることが可能になる

人（学齢児以上） 

３００，０００円 ６年 

点字器 視覚障害２級以上（原則６歳以上） １１，０００円 ７年 

点字タイプ 

ライター 

視覚障害２級以上（本人が就労もしくは就学して

いるか又は就労が見込まれる人に限る） 
６９，０００円 ５年 

視覚障害者用 

ポータブル 

レコーダー 

視覚障害２級以上（原則６歳以上） 
録音再生機              ８０，０００円

再生専用機               ４５，０００円 
６年 

視覚障害者用 

読書器 

視覚障害があり、本装置により文字等を読むこと

が可能になる人（原則６歳以上） 

据置型              234，０００円 

携帯型等             １９３，０００円 
８年 

視覚障害者用 

時計 
視覚障害２級以上（18 歳以上）  9 ，0００円 ７年 

聴覚障害者用 

通信装置 

聴覚障害又は発声・発語に著しい障害があり、コ

ミュニケーション、緊急連絡等の手段のために必

要と認められる人 

FAX                  ２４，６００円 ５年 

聴覚障害者用 

情報受信装置 

聴覚障害があり、本装置によりテレビの視聴が可

能になる人 
８３，９００円 ６年 

人工喉頭 音声・言語機能障害がある喉頭摘出者 

笛式                    ５，２００円 

笛式（カニューレ付）          ８，４００円 
４年 

電気式                 ７２，３００円 ５年 

点字図書 
視覚障害があり、主に情報の入手を点字によって

いる人（原則６歳以上） 
  年間６タイトル又は２４巻  

難聴児用 

補聴器(※) 

①市内に居住し、新生児聴覚検査で聴覚障害が発

見された児童で、身体障害者手帳（聴覚障害）の

対象とならない児童 

②身体障害者福祉法第１５条に基づく指定医（聴

覚障害）からの意見書によって補聴器の装着が必

要と認められる児童 

③原則両耳の聴力レベルがそれぞれ３０デシベル

以上の児童 

高度難聴用耳掛け型補聴器 

（片耳) ４３，９００円 

(両耳) ８７，８００円 

骨導式補聴器            ８７，８００円 

 

＋イヤモールド      (片耳)  ９，０００円 

（両耳) １８，０００円 

５年 
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(※)のついている品目は医師意見書が必要な場合があります。 

※介護保険対象者には給付または助成できない用具 

①特殊寝台 ②床ずれ防止用具 ③特殊尿器 ④体位変換器 ⑤移動用リフト ⑥入浴補助用具  

⑦便器（洗浄機能付便座を住宅改造助成で設置する場合） ⑧移動・移乗支援用具  

⑨住宅改造助成（非該当（自立）と認定された人でも給付できる場合があります。）  

 

種
目 

品目 対  象  者 公費負担上限額 
耐用
年数 

排

泄

管

理

支

援

用

具  

ストーマ装具 
ぼうこう機能障害又は直腸機能障害のためスト

ーマを造設した人 

蓄便袋                   ８，９００円 

蓄尿袋                  １１，７００円 

蓄便・蓄尿袋             ２０，６００円 

１月 

紙おむつ(※) 

①高度の排尿・排便機能障害がある人で、ストー

マ装具で対応できない人 

②３歳未満に重度の身体障害（寝たきり・意思表

示不可・座位保持不可・介助による排泄ができな

い）となった人で、他の排尿・排便の方法がとれ

ない人（３歳以上） 

１１，０００円 1 月 

洗腸用具(※) 

直腸機能障害のためストーマを造設した人で、蓄

便袋及び紙おむつの使用が困難で当該用具を必

要とする人 

 １２，０００円 ６月 

収尿器 高度の排尿機能障害があり、必要と認められる人 ８，５００円 １年 

居
宅
生
活
動
作
補
助
用
具 

住宅改造助成 

② 身体障害２級以上 

②下肢、体幹機能障害又は乳幼児期以前の非進行

性の脳病変による運動機能障害（移動機能障害に

限る）を有する３級以上の人（ただし、洗浄機能

付便座を設置する場合は上肢障害２級以上の人） 

③下肢又は体幹機能に障害のある難病患者等 

④療育手帳Ａ 

⑤精神障害者手帳１級 

２００，０００円 
1 回 

限り 
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小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業 児 
小児慢性特定疾病医療費助成の医療受給者証をお持ちの在宅のお子さんに対し、車いすや特殊ベッ 

ド等の日常生活用具を給付することにより、日常生活の便宜を図ることを目的に実施するものです。 

小児慢性特定疾病医療費対象疾病（対象疾患群） 

悪性新生物、慢性腎疾患、慢性呼吸器疾患、慢性心疾患、内分泌疾患、膠原病、糖尿病、 

先天性代謝異常、血液疾患、免疫疾患、神経・筋疾患、慢性消化器疾患、染色体又は遺 

伝子に変化を伴う症候群、皮膚疾患群、骨系統疾患、脈管系疾患 

〔対象者〕以下のすべてに該当する方 

１ 北九州市内に住所を有する方 

２ 小児慢性特定疾病医療受給者証をお持ちの方 

３ 児童福祉法（小児慢性特定疾病医療費助成を除く）、障害者総合支援法の対象とならない方 

（身体障害者手帳、療育手帳をお持ちの方等は、障害福祉制度が優先します。） 

４ 日常生活を営むのに著しく支障がある在宅の方で、日常生活用具の給付を必要とする方 

〔申請手続き〕 

＊必ず事前にご相談ください。申請前の購入は公費補助の対象となりません。 

お子さんの住所地の区役所保健福祉課子ども・家庭相談係に下記の書類を提出してください。 

（１）日常生活用具給付申請書（区役所にあります） 

（２）小児慢性特定疾病医療受給者証の写し 

〔保護者の一部負担について〕 

世帯の収入状況により用具の給付に要する費用の一部を負担していただきます。また「給付の

対象となる品目等」の基準額を超える費用についても自己負担となります。 

〔その他〕 

用具の耐用年数を経過するまでの間は、原則として再給付を受けることはできません。 

〔窓口〕 

各区役所 保健福祉課 子ども・家庭相談係（１２８頁） 

 

小児慢性特定疾病児童等日常生活用具給付事業対象種目等 

 

種 目 対 象 者 性  能 
基準額 

（耐用年数） 

便器 常時介助を要する者 
小児慢性特定疾病児童等が容易に使用し得るもの。 

（手すりをつけることができる） 
  ４，９００円 

    （８年） 

特殊マット 寝たきりの状態にある者 
褥瘡の防止又は失禁等による汚染又は損耗を防止で
きる機能を有するもの。 

２１，５６０円 
   （５年） 

特殊便器 上肢機能に障害のある者 
足踏ペダルにて温水温風を出し得るもの。ただし、
取替えに当たり住宅改修を伴うものを除く。 

１６６，３２０円 
   （８年） 

特殊寝台 寝たきりの状態にある者 
腕、脚等の訓練のできる器具を付帯し、原則として
使用者の頭部及び脚部の傾斜角度を個別に調整でき
る機能を有するもの。 

 １６９，４００円 
   （８年） 
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種 目 対 象 者 性  能 
基準額 

（耐用年数） 

歩行支援用具 下肢が不自由な者 

おおむね次のような性能を有する手すり、スロープ、
歩行器等であること。 
①小児慢性特定疾病児童等の身体機能の状態を十分

踏まえたものであって、必要な強度と安定性を有
するもの。 

②転倒予防、立ち上がり動作の補助、移乗動作の補
助、段差解消等の用具となるもの。 

  ６６，０００円 
   （８年） 

入浴補助用具 入浴に介助を要する者 
入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水等を補助
でき、小児慢性特定疾病児童等または介助者が容易
に使用し得るもの。 

  ９９，０００円 
   （８年）       

特殊尿器 自力で排尿できない者 
尿が自動的に吸引されるもので小児慢性特定疾病児
童等又は介助者が容易に使用し得るもの。 

  ７３，７００円 
     (５年) 

体位変換器 寝たきりの状態にある者 
介助者が小児慢性特定疾病児童等の体位を変換させ
るのに容易に使用し得るもの。 

  １６，５００円 
   （５年） 

車いす 下肢が不自由な者 
小児慢性特定疾病児童等の身体機能を十分踏まえた
ものであって、必要な強度と安定性を有するもの。 

  ７７，４４０円 
   （５年） 

頭部保護帽 
発作等により頻繁に 
転倒する者 

転倒の衝撃から頭部を保護できるもの。 
  １３，３８０円 
   （３年） 

電気式 
たん吸引器 

呼吸器機能に障害の 
ある者 

小児慢性特定疾病児童等又は介助者が容易に使用し
得るもの。 

  ６２，０４０円 
   （５年） 

クールベスト 
体温調節が著しく 
難しい者 

疾病の症状に合わせて体温調節ができるもの。 
  ２２，０００円 
   （１年） 

紫外線カット 
クリーム 

紫外線に対する防御機能
が著しく欠けて、がんや神
経障害を起こすことがあ
る者 

紫外線をカットできるもの。 

  ４１，５８０円 
１年度に１回 
基準額までの 
給付とする。 

ネブライザー
（吸入器） 

呼吸器機能に障害の 
ある者 

小児慢性特定疾病児童等又は介助者が容易に使用し
得るもの。 

３９，６００円 
（５年） 

パルスオキシ 
メーター 

人工呼吸器の装着が 
必要な者 

呼吸状態を継続的にモニタリングすることが可能な
機能を有し、介助者等が容易に使用し得るもの。 

１７３，２５０円 
（５年） 

ストーマ装具
（蓄便袋） 

人工肛門を造設した者 
小児慢性特定疾病児童等又は介助者が容易に使用し
得るもの。 

１１３，５２０円 

１年度に１回 
基準額までの 
給付とする。 

ストーマ装具
（蓄尿袋） 

人工膀胱を造設した者 
小児慢性特定疾病児童等又は介助者が容易に使用し
得るもの。 

１４９，１６０円 

１年度に１回 
基準額までの 
給付とする。 

人工鼻 
人工呼吸器の装着又は 
気管切開が必要な者 

小児慢性特定疾病児童等又は介助者が容易に使用し
得るもの。 

１２８，７００円 

１年度に１回 
基準額までの 
給付とする。 
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８ 療育・リハビリテーション  
 

障害のある子どもの両親学級（ペアレントスクール）児 ○身  
〔対象者〕 

身体障害のある子どもの両親 

〔内容〕 

障害のある子どもに対する家族での指導方法などについて研修を行います。 

〔窓口〕 

身体障害のある子ども ·····  社会福祉法人北九州あゆみの会  

戸畑区汐井町１－６（ウェルとばた６階） 

ＴＥＬ ０９３-８８１-６８１８ ＦＡＸ ０９３-８８１-６８７０ 

 

療育キャンプ 児 ○身○難  
〔対象者〕 

在宅の肢体不自由児（小学３年生～中学３年生） 

〔内容〕 

福岡県肢体不自由児協会が主催する次のキャンプがあります。 

① 海のキャンプ 

② 山等のキャンプ 

③ 進行性筋委縮症児のキャンプ 

実施期間等は「市政だより」でお知らせします。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

身体障害のある人のための各種訓練等 ○身  
 

名  称 対 象 者 内  容 窓 口 

視 覚 障 害 者 生 活 教 室 視覚障害のある人 
社会生活に必要な知識の習得のため

の研修や講習会を行っています。 

点字図書館 

（１６頁） 

音声機能障害者発声訓練 
喉頭摘出による音声機能

障害のある人 

食道や人工喉頭による発声訓練等を

実施しています。 東部障害者 

福 祉 会 館 

（１６頁） 
オストメイト社会適応訓練 ストーマ用装具の装着者 

装具の使用等についての講習会を開

き、社会復帰の促進を図っています。 

聴 覚 障 害 者 生 活 教 室 聴覚障害のある人 

社会に対する適応性を身につけるた

め、日常生活上必要な知識の吸収や

情報交換をする研修の場を設けてい

ます。 

保健福祉局 

障害福祉企画課 

TEL 093-582-2453 

FAX 093-582-2425 
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ことばや聞こえに悩みのある方への相談・支援 
〔対象者〕 

市内に居住する言語発達障害、発音の発達、吃音、失語症、難聴などことばや聞こえに悩みの

ある方 

〔内容〕 

下記の日程において、ことばや聞こえの相談・支援等を行っています。 

①言語相談・評価・指導等 

内 容 日程・時間 

言語相談・評価・指導 予約制 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

 

   ②ことばの発達に関する相談・支援 

内 容 日 程 時 間 

 言語発達グループ訓練 隔週月曜日 １０：３０～１２：００ 

 言語発達グループ訓練 隔週火曜日 １０：３０～１２：００ 

 

     ③構音に関する相談・支援 

内 容 日程・時間 

 個別構音訓練 予約制 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 

   

     ④言語障害者(失語症、運動性構音障害等)に対する集団教室 

会 場 日 程 時 間 

障害福祉センター 第１・２・３木曜日 ９：３０～１２：００ 

西部障害者福祉会館 第１・２金曜日 １０：００～１２：００ 

若 松 区 役 所 第４木曜日 ９：３０～１１：３０ 

 

     ⑤吃音に関する相談・支援 

内 容 日 程 時 間 

吃音幼児グループ訓練 第１・３火曜日 １３：３０～１５：００ 

吃音学童グループ訓練 第３火曜日 １６：００～１７：００ 
 
     ⑥難聴に関する相談（難聴のある高齢者への対応方法、聴覚補助機器についての相談等） 

内 容 日程・時間 

日程・時間 難聴に関する相談 予約制 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 
 
〔窓口〕 

障害福祉センター（１３頁） 
（地域リハビリテーション推進課） 
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高次脳機能障害者の集い 
〔対象者〕 

市内に居住する高次脳機能障害のある人とその家族や支援者 

〔内容〕 
高次脳機能障害のある人やその家族等を対象にした集いを開催し、当事者同士の交流やレクリエ

ーションをとおした仲間づくりを行います。 

開 催 日 時 場  所 

第４金曜日 １０：００～１２：００ 障害福祉センター 

 
〔窓口〕 

障害福祉センター（１３頁） 

（地域リハビリテーション推進課） 

 

中途視覚障害者の緊急生活訓練 ○身○難  
〔対象者〕 

市内に居住する中途視覚障害者で、身体障害者手帳を所持している方や難病等の方 

〔内容〕 

歩行訓練士がご家庭を訪問して、またはウェルとばた等において、歩行訓練（白杖歩行など）

や、コミュニケーション訓練（点字の読み書きや視覚障害者用音声ソフトを利用したパソコン

操作など）、日常生活動作訓練（紙幣のよりわけ、お茶の入れ方、掃除、調理など）等を行い

ます。また、視覚障害のある人にかかわる支援者に対し、視覚障害の特性や援助方法などにつ

いて研修を行います。問い合わせ、申し込みについては、各区役所 高齢者・障害者相談コー

ナーにお尋ねください。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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９ 在宅生活の支援  
 

日中一時支援事業（日帰りショート）○身○知○精  
〔対象者〕 

在宅の障害のある人及び障害のある子ども 

地域生活支援事業の支給決定を受けておくことが必要です。 

〔内容〕 

家族などの介護者の理由（疾病・出産・冠婚葬祭・学校等の公的行事及び旅行等）により、 

障害者支援施設などにおいて一時的に預かり（宿泊を伴わない）、活動の場を提供します。 

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 
 

訪問入浴サービス 者  
〔対象者〕 

自宅や通所サービスなどで、入浴することが困難な重度身体障害のある人 

〔内容〕 

看護師及び介護職員が乗車した入浴車が対象者の世帯を訪問し、入浴サービスを行います。  

※介護保険が優先的に適用されます。 

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 
 

訪問給食サービス 者  
〔対象者〕 

栄養管理・改善が必要なひとり暮らしの重度障害のある人 

〔内容〕 

バランスのとれた食事を調理し、居宅へ訪問配達します。（週５日以内、１日１食） 

〔料金〕 

１食当たり５５０円以内 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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在宅重度身体障害者の訪問診査 ○身  
〔対象者〕 

身体的、地理的条件等により、障害福祉センターへの来所相談や身体障害者巡回相談に参加す

ることが困難な在宅の重度身体障害（肢体不自由）のある人等 

〔内容〕 

医師等が家庭を訪問し、肢体不自由に係る補装具の支給判定などを行います。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 
 

身体障害者巡回相談 ○身  
〔対象者〕 

肢体不自由の身体障害のある人等 

〔内容〕 

医師等が各区役所等（小倉北区を除く）に定期的に巡回し、補装具の支給判定などを行います。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 
 

重度障害者大学等進学支援事業 ○身  
〔対象者〕 

市内に居住しており、重度訪問介護を利用している人、もしくは重度訪問介護の対象になる人 

※障害支援区分の認定が必要となります。 

〔内容〕 

授業のある日に、自宅から大学等への移動と、学校内の活動（排泄や食事等を含む）をヘル  
パーが支援します。 

※ただし、大学等の支援が可能な部分については、そちらが優先となります。 
※修学に関わらない活動への支援は本事業の対象外です。 

〔対象となる学校〕 

  大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修学校及び各種学校 

  ※ただし、以下の要件を満たすことが条件となります。 

  ・障害のある学生の支援について協議する委員会や支援業務を行う部署があること 

  ・大学等において、常時介護を必要とするような重度の障害のある学生に対する支援体制の 

   構築に向けた計画が立てられ、着実に支援が進められていること 

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

〔窓口〕 
各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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医療的ケア児レスパイト事業 児 
〔対象者〕 

  以下の全てに該当する医療的ケア児が対象です。 

• 北九州市内に住所を有すること 

• ０歳～１８歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間であること 

• 在宅で同居の保護者等から介護を受けて生活していること 

• 医師の訪問看護指示書による医療的ケアを必要としていること 

• 訪問看護による医療的ケアを受けていること 

〔内容〕 

訪問看護ステーションが在宅の医療的ケア児を訪問して行う看護（健康保険法の適用対象とな

る訪問看護を除く）に係る費用の一部を助成します。 

助成対象者一人につき、単年度あたりの利用時間には上限があります。 

〔窓口〕 

保健福祉局障害者支援課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４２４ 

 
 

重度障害者入院時コミュニケーション支援事業 ○身○知○精  
〔対象者〕 

北九州市内に居住する障害のある人（障害のある子どもを含む）で、次の全ての要件に該当す

る人 

１）意思疎通を図ることが困難な人 
障害支援区分認定調査項目のうち「３－３ コミュニケーション」の項目について、「日常生
活に支障がない」以外に該当していること 

２）単身の世帯又はこれに準ずる世帯に属する人 
３）居宅介護、重度訪問介護（ただし「重度訪問介護」において病院等入院中のコミュニケー

ション支援等の提供を受けることができる場合は除く）、行動援護又は重度障害者等包括
支援等のサービスを現に利用している人 

４）入院した医療機関からコミュニケーション支援員の受け入れについて承諾を得た人 

〔内容〕 

入院先の医療機関にコミュニケーション支援員を派遣することにより障害のある人（障害のあ

る子どもを含む）が、医療従事者と意思疎通を図り円滑な医療行為を受けることができるよう

に支援します。 

〔利用者負担〕 

所得に応じて月額負担上限額が設定されます。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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要約筆記者の派遣 ○身  
〔対象者〕 

聴覚障害があり、外出等で要約筆記者がいないと意思の疎通が困難な人 

〔内容〕 

医療機関（ただし、継続的な通院は除く）や官公庁などへ外出する場合、要約筆記者を派遣し

ます。 

派遣時間：概ね１回２時間以内 

料  金：無料。ただし、要約筆記者の同行に伴う交通費等は利用者の負担となります。 

〔窓口〕  

視聴覚障害者情報センター（１６頁） 

 

 

手話通訳者の派遣 ○身  
〔対象者〕 

聴覚障害や音声・言語機能障害があり、外出等で手話通訳者がいないと意思の疎通が困難な人 

〔内容〕 

医療機関（ただし、継続的な通院は除く）や官公庁などへ外出する場合、手話通訳者を派遣し

ます。 

派遣時間：原則として１回４時間以内 

料  金：無料。ただし、手話通訳者の同行に伴う交通費等は利用者の負担となります。 

〔窓口〕 

聴覚障害者情報センター（１７頁） 

 

 

盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの派遣 ○身  
〔対象者〕 

視覚障害と聴覚・言語障害の重複があり（おおむね身体障害者手帳２級以上）、外出等で通訳・

ガイドヘルパーがいないと意思の疎通及び移動が困難な人 

〔内容〕 

医療機関（ただし、継続的な通院は除く）や官公庁などへ外出する場合、盲ろう者通訳・ガイ

ドヘルパーを派遣します。 

派遣時間：原則として１回４時間以内 

料  金：無料。ただし、盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの同行に伴う交通費等は利用者の負

担となります。 

〔窓口〕 

聴覚障害者情報センター（１７頁） 
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市議会本会議・委員会傍聴時の補聴器及びヒアリングループの利用 ○身  
〔対象者〕 

本会議・委員会を傍聴する聴覚障害のある人 

〔内容〕 

ヒアリングループは、傍聴席の一定の広さの一画をループアンテナで囲い、音声を電波に変換

してループアンテナから送信することにより、囲いの中にいる方の補聴器に、音声が明瞭に入

るようになる機械です。この機械を議場と委員会室に設置しており、補聴器の貸し出しを行い

ます。 

〔窓口〕 

北九州市議会事務局総務課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２６２１  ＦＡＸ ０９３－５８２－２６８５ 

 

ヒアリングループ（聴こえをよくする装置）の貸し出し ○身  
〔内容〕 

ヒアリングループは、会議室等で一定の広さの一画をループアンテナで囲い、マイクやテープ

などの音声を電波に変換してループアンテナから送信することにより、囲いの中にいる方の補

聴器に、音声が明瞭に入るようになる機械です。 

このヒアリングループの貸し出しを行います。 

〔貸出対象〕 

会議、催し物を開催する団体・グループ 

※個人の方には貸し出しできません。 

〔貸出場所〕 

各区役所総務企画課 

※戸畑区のみ東部障害者福祉会館 

〔問合せ〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

 

公文書の点字シール貼付 者 ○身  
〔対象者〕 

視覚障害のある人 

〔内容〕 

市役所が発送する｢市県民税納税通知書｣、「固定資産税納税通知書」、「国民健康保険料納入通

知書」、「介護保険料納入通知書」及び｢重度障害者医療証｣の封筒右下に、その文書の内容を表

す点字シールを貼って送付します。 

※新規希望者は、名簿の登録が必要となります。 

〔名簿登録窓口〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

〔各公文書発送窓口〕 

対象の公文書 担 当 課 電話番号 

市県民税納税通知書 財政・変革局課税第一課 ０９３-５８２-２０３３ 

固定資産税納税通知書 財政・変革局固定資産税課 ０９３-５８２-２０３６ 

国民健康保険料納入通知書 保健福祉局保険年金課 ０９３-５８２-２４１５ 

介護保険料納入通知書 保健福祉局介護保険課 ０９３-５８２-２７７１ 

重度障害者医療証 子ども家庭局子育て支援課 ０９３-５８２-２６０２ 
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補助犬の貸与 者 ○身  

〔対象者〕 

次のいずれかの身体障害者手帳をお持ちの満１８歳以上の方で、訓練センターにおいて、補助

犬とともに共同訓練を受けて、その課程を修了した人 

（盲導犬）視覚障害１級・２級 

（聴導犬）聴覚障害２級 

（介助犬）肢体不自由１級・２級 

〔内容〕 

補助犬を無償貸与します。 

〔問合せ〕 
 名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

盲導犬 

公 益 財 団 法 人 
九 州 盲 導 犬 協 会 〒８１９-１１２２ 

福岡県糸島市東７０２-１ 
０９２-３２４-３１６９ 

＜０９２-３２４-３３８６＞ 

総合訓練センター 

聴導犬 

介助犬 

特定非営利活動法人 
九 州 補 助 犬 協 会 

〒８１９-１３０１ 
福岡県糸島市志摩井田原７６-２０ 

０９２-３２７-０３６４ 
＜０９２-３２７-０３６４＞ 

 

 

障害者パソコンサポーターの派遣 ○身○知○精  
〔対象者〕 

障害者手帳（身体障害、知的障害、精神障害）を持つ市内居住者で、下記のいずれかに該当す

る人・団体 

① 障害のために、パソコンの設定や操作等に支援が必要な人 

② 障害によって、一般のパソコン教室で習うことが困難な人 

③ 障害のために、外出が困難な人 

④ ①～③に該当する人が参加する講座等で補助講師を必要とする団体（通年のパソコンサー

クルや営業・経済活動等を除く） 

詳細は、下記窓口にお問い合わせください。 

〔内容〕 

障害の特性に応じたパソコン操作を修得しているパソコンサポーターが、電話や訪問などによ

り、パソコンの設定や基本操作等について支援します。 

〔窓口〕 

公益社団法人北九州市障害福祉ボランティア協会 

ＴＥＬ ０９３－８８２－６７７０  ＦＡＸ ０９３－８８２－６７７１ 
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もらって安心災害情報配信サービス 
〔対象者〕 

スマートフォンやパソコンなどの、ｅメールを受信できる情報処理端末を所有する方 

〔内容〕 
消防車の出動や地震情報、避難に関する情報等を、ｅメールでスマートフォンやパソコンなど
に配信します。 

〔登録方法〕 
ご利用になるためには、事前に登録が必要です。 
e-kitakyushu.kitakyushu-fd@raiden2.ktaiwork.jp に空メールを送信し、登録手続きを行ってく
ださい。 

〔費用負担〕 
登録は無料ですが、受信費用（通信費用）は自己負担です。 

〔窓口〕 
消防局総務課 ＴＥＬ ０９３－５８２－３８０２ 

 

ファクス１１９ ○身  
〔対象者〕 

言葉や耳の不自由な方で、電話による１１９番通報が困難な方 

〔内容〕 
火事や急病等の緊急時に、ファクスで消防車又は救急車を要請することができます。 
通報用ファクス用紙（ファクス１１９番通報カード）は各消防署及び各区役所高齢者・障害者相
談コーナーにあります。また、消防局のホームページからもダウンロードできます。 

ファクス番号 局番なしの１１９ 

ファクス１１９様式掲載ホームページ 
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/shoubou/12901012.html 

〔費用負担〕 
ファクス番号局番なしの１１９は無料です。 

〔窓口〕 

消防局指令課 ＴＥＬ ０９３－５８２－３８２３ 

 

ＮＥＴ１１９緊急通報システム ○身  
〔対象者〕 

聴覚又は音声・言語機能の障害や疾病等があり、音声による１１９番通報が困難な方で北九州市 
内に在住の方、又は北九州市に通勤・通学される方 

〔内容〕 
火事や救急等の緊急時に、スマートフォン等からインターネット回線を利用して、全国どこか
らでも音声によらない１１９番通報をすることができます。 
簡単なボタン操作で通報でき、通報者の位置も特定することができます。 
また、外出先でも最寄りの消防本部へ直接通報（当該システムを整備している場合に限る。）
することができます。 
なお、利用するためには事前登録が必要です。 
ＮET１１９緊急通報システム案内掲載ホームページ 
http://www.city.kitakyushu.lg.jp/shoubou/12901023.html 

〔費用負担〕 

ＮET１１９緊急通報システムの登録料及び利用料は無料です。 
ただし、通信料は利用者の負担となります。 

〔窓口〕 

消防局指令課 ＴＥＬ ０９３－５８２－３８２３ 
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ファックス１１０番 ○身  
〔対象者〕 

言葉や耳の不自由な方 

〔内容〕 

福岡県内で事件や事故に遭遇した際の警察への緊急通報手段です。 

ファックスを利用して通報できます。 

ＦＡＸ ０９２-６３２-０１１０ 

〔費用負担〕 

ファックス使用料金は自己負担となります。 

〔その他留意事項〕 

「ファックス１１０番」は言葉や耳の不自由な方専用の緊急通報システムです。 

一般の方は、電話での１１０番通報をご利用ください。 

〔問合せ〕 

福岡県警察本部 通信指令課 ＴＥＬ ０９２－６４１－４１４１ 

 

 

１１０番アプリシステム ○身  
〔対象者〕 

言葉や耳の不自由な方 

音声による通報が困難な方 

〔内容〕 

スマートフォンなどを活用して文字や画像で警察へ緊急通報可能なシステムです。 

国内どこからでも、通報場所を管轄する警察本部に通報できます。 

〔掲載ホームページ〕 

https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/110/app/ 

〔費用負担〕 

本システムは、インターネット回線を利用しており、通信料は自己負担となります。 

〔その他留意事項〕 

本システムは、聴覚に障害のある方など、音声による１１０番通報が困難な方が警察に通報するた

めのものです。音声による１１０番通報が可能な方は、音声による１１０番通報をお願いします。 

本システムのご利用には、事前登録が必要です。また、ＧＰＳ機能をＯＮにし、ＧＰＳによる位

置情報の取得に同意していただく必要があります。 

その他の留意事項については警察庁のホームページをご確認ください。 

〔問合せ〕 

福岡県警察本部 通信指令課 ＴＥＬ ０９２－６４１－４１４１ 
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あんしん通報システム ○身  
〔対象者〕 

  緊急事態を自力で回避することができないと認められる人で、次のいずれかの人 

① 重度の身体障害がある人のみからなる世帯の人（ひとり暮らしを含む） 

② 重度の身体障害がある人で、かつ高齢者又は身体障害がある人のみからなる世帯の人 

※重度の身体障害がある人とは、障害程度１・２級の人 

〔内容〕 

重度の身体障害のある人などのお宅に通報用の機器を設置し、ペンダント型送信機のボタンを

押した場合や、火災センサーが煙、熱を感知した場合に、２４時間体制の民間コールセンターに

緊急通報が届きます。民間コールセンターは、警備員による駆けつけを行うとともに、状況に

応じ消防指令センターに救急車、消防車の出動を要請し、急な発作や災害などの緊急事態に迅

速かつ適切に対応します。緊急時に備え、事前に鍵をお預かりすることもできます。 

また、通報用の機器の相談ボタンを使い、２４時間３６５日いつでも医療・福祉の専門スタッフに

健康相談ができます。 

※一部地域（離島、山間部等）では、サービスの内容に制限があります。 

〔費用負担〕 

世帯の状況 月額利用料 

・生計中心者が市民税非課税の世帯 

・生活保護受給者等 
無料（全額市補助） 

上記以外 １，５５０円（別途消費税） 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

 

携帯電話の緊急速報メール 
〔対象者〕 

  受信対応機種を所有する方 

〔内容〕 

緊急地震速報や津波警報及び特別警報、国・地方公共団体の災害・避難情報を、エリア内の携帯

電話に強制配信するシステムで対応機種であれば受信可能です。 

利用するための事前登録は必要ありません。 

なお、受信可能かどうかは各携帯会社へお問い合わせください。 

 

 

北九州市・防災Ｘ（旧ツイッター） 
〔対象者〕 

  北九州市内に在住の方 

〔内容〕 

避難情報や気象情報などの防災・危機管理情報のほか、防災啓発に関する各種情報を発信して

います。 

アドレス https://x.com/kitakyushu_kiki 
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視覚障害・聴覚障害のある人に対する避難情報の提供 ○身   
〔対象者〕 

以下のすべてに該当する方 
① 視覚障害（障害等級１・２級）のある人、又は聴覚障害（障害等級２級）のある人（総合等級で

はなく個別等級） 
② ひとり暮らし、又は視覚障害や聴覚障害のある人のみからなる世帯の方 
③ 携帯電話を保有せず、固定電話、ＦＡＸ電話のみを保有している方 
④ 病院や社会福祉施設等に入院又は入所していない方 

〔内容〕 
携帯電話を保有していないため、緊急速報メールや登録制防災メールにより情報を入手すること
ができない視覚障害や聴覚障害のある人へ、自宅の固定電話やＦＡＸへ避難情報（緊急速報メー
ル同様）を提供しています。なお、利用するためには事前登録が必要です。 

〔費用負担〕 
通話料や通信料は不要ですが、ファックス用紙やインクは自己負担となります。 

〔窓口〕 
  危機管理室危機管理課、各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

防災アプリ「ハザードン」 
〔対象者〕 

  対応機種を所有する方 

〔内容〕 
防災アプリ「ハザードン」は、いち早く災害に関する情報を入手することができるスマホ用ア
プリであり、開設している避難所や土砂災害に関する情報などを知ることができる。 

１ 主な機能 
（１）気象情報のお知らせ 

土砂災害や河川氾濫などの情報が通知され、色分けした地図で各地点の危険度を確認できる。 
（２）避難所情報 

避難所に関する情報を確認でき、開設された避難所は色分けされて表示される。 
（３）各種ハザード情報 

土砂災害警戒区域や津波浸水想定などのハザードマップを確認することができる。 
（４）見守り機能としての活用 
  情報が欲しい地点を複数登録できるため、見守りツールとしても利用が可能である。 

２ ダウンロード 
（１）iOS 用                                                          
  AppStore：防災アプリ「ハザードン」ダウンロードページ（外部リンク） 

（２）Android 用                                                      
  Play ストア：防災アプリ「ハザードン」ダウンロードページ（外部リンク） 

 

 

 

 

すべての住宅に火災警報器の設置が義務づけられています 

 
 

 
 

 

北九州市では、障害のある人が安全な日常生活を送ることができるよう、日常生活用具給
付等事業（４８頁）において、火災警報器の給付を行っています。 
火災警報器を設置することにより、火災の発生をいち早く察知でき、被害の拡大を防ぐこ

とができます。 
本制度を利用し、火災警報器の設置に努めてください。 
お問い合わせは、各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁）へ 

   

 

 
 

Android 用 ios 用 
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粗大ごみ持ち出しサービス 者 
〔対象者〕 

身体障害、知的障害、精神障害等、障害の種類は問わず認定を受けている方 

（健常者と同居している場合は対象となりません） 

〔内容〕 
粗大ごみを収集場所まで持ち出すことが困難な場合に、収集作業員が粗大ごみを家の中から持
ち出します。 

※引越ごみの制度との併用はできません。 

〔手数料〕 

粗大ごみの手数料に加えて１個あたり５００円の手数料が必要です。 

持ち出し手数料の納付は、「粗大ごみ納付券５００円」を使用してください。 

粗大ごみ手数料 持ち出し手数料 支払合計 

３００円  ＋５００円 ⇒ ８００円 

５００円  ＋５００円 ⇒ １，０００円 

７００円  ＋５００円 ⇒ １，２００円 

１，０００円  ＋５００円 ⇒ １，５００円 

〔申込方法〕 

粗大ごみ受付センターに電話又はファックスで申し込んでください。 

ＴＥＬ ０９３－５１３－３００５  ＦＡＸ ０９３－５３１－５３９０ 

受付時間：月曜日～土曜日 ９：００～１７：００ 

（収集日の前日まで、祝日も受け付けます） 
 

ふれあい収集 者 ○身○知○精○難   
〔対象者〕 

（１）障害福祉サービスの受給認定を受けている単身世帯 

（２）介護保険の要介護２以上の単身世帯 

（３）その他、環境局長が認める者 

 同様の福祉サービスを受けることが困難な世帯かつ以下に該当する者 
１．申請者と同居している者が入院等により不在となり一時的に要件に該当する者 
２．要介護２相当以上の状態（歩行困難が目安）で介護保険の申請手続中の者、及び、障害

福祉サービスの受給認定の手続を申請中の者 
３．ごみステーションが急傾斜地等にあり、ごみ出しが困難な者 

※同居の方がいる場合は、同居者も（１）または（２）に該当する必要があります。 
※親族や地域の方、又はボランティア等により、ごみ出しの協力が得られる場合は対象となりま

せん。ごみ出しでお困りの方はご相談ください。 
※（３）に該当する場合は、申込前に環境局業務課にご相談ください。 
※市の職員が申込者のお宅へ訪問し、現状等についておうかがいしたうえで、決定します。 

〔内容〕 
ごみステーションに家庭ごみを出すことが困難な方を対象に、玄関先まで収集にうかがいます。
週１回、指定袋に入れられた全ごみ種（家庭ごみ、かん・びん、ペットボトル、プラスチック）
を収集します。手数料は必要ありません。 

〔申込方法〕 
各区役所の高齢者・障害者相談コーナー、環境局業務課のホームページに申込書がありますの
で、申込書と必要書類（障害福祉サービスの受給者証の写しなど）を各区役所の高齢者・障害
者相談コーナーに提出してください。申込書は代筆、郵送も可能です。 

郵送先 〒８０３-８５０１ 小倉北区城内１-１ 北九州市環境局業務課 
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高齢者・障害者あんしん法律相談   
〔対象者〕 

障害のある人及びその家族等 

〔内容〕 
障害のある人の基本的人権の擁護や財産管理などの諸問題について相談を受け、その解決に 
よって障害のある人の地域生活を支援します。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

地域福祉権利擁護事業 者 
〔対象者〕 

財産管理等を自分の判断で適切に行うことが困難な障害のある人 

〔内容〕 

金銭管理サービスや福祉サービスの手続き援助、財産保全などのサービスを提供することによ

り、個人の財産と権利を守るための支援を行います。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

権利擁護・市民後見センター 
「らいと」 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた３階） 

０９３-８８２-４９１４ 
＜０９３-８８２-２２６６＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑駅」 

 

成年後見制度利用支援事業 者 ○知○精  
〔対象者〕 

知的障害のある人、精神障害のある人で、成年後見制度の利用を必要とする方 

〔内容〕 

市長が後見開始の審判申立てを行ったり、資力の状況に応じて、その申立て費用や後見人等へ

の報酬を助成します。 

〔窓口〕 
（市長申立て） 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
（本人・親族申立て） 
  成年後見支援センター（６７頁） 

 

成年後見支援センター 者 ○知○精  
〔対象者〕 

知的障害や精神障害などにより判断能力が不十分な方やその家族等 

〔内容〕 

成年後見制度の利用に向けた相談や後見人等の活動のアドバイスを行います。原則として相談

は無料です。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市成年後見支援センター 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた３階） 

０９３-８８２-９１２３ 
＜０９３-８８４-０３２２＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑駅」 

 



 - 68 -                      □10  手当・年金等 

10 手当・年金等  
 

児童扶養手当 
〔対象者〕 

父（母）と生計を同じくしていない、又は父（母）が重度の障害のある子ども（１８歳に達する

日以後最初の３月３１日までの間にある児童、一定の障害を有する場合は２０歳未満）の母（父）、

又は父母に代わって児童を養育している方 

※支給要件については、必ず事前にご相談ください。 

〔内容〕 

所得に応じて月額４８，０５０円から１１，３４０円（所得に応じて対象児童２人目以降は１人につき 

１１，３５０円から５，６８０円加算となります。）を支給します。 

 

ただし、次のいずれかに該当するときに手当は支給されません。 

１ 手当を受けようとする方又は児童が日本国内に住所を有しないとき 

２ 児童が里親に委託されたり、児童福祉施設等に入所しているとき 

３ 父又は母が事実上の婚姻（内縁関係など）関係にあるとき 

４ 手当を受けようとする方等の前年の所得（１～９月に申請する場合は、前々年の所得）が 

一定額以上あるとき 

（令和８年４月現在） 

〔窓口〕 

各区役所 保健福祉課 子ども・家庭相談係（１２８頁） 

 

 

特別児童扶養手当 ○身○知○精  
〔対象者〕 

身体または精神に法令で定める程度以上の障害のある２０歳未満の児童を家庭で監護している

父母または父母に代わって児童を養育している方に児童の福祉の増進を図ることを目的とし

て支給します。 

ただし、次の場合は、手当が受けられません。 

① 請求者又は扶養している方の前年の所得が一定額以上の場合 

② 障害のある子どもが施設に入所している場合 

※施設の種類によっては、支給対象になる場合があります。 

③ 障害のある子どもが障害を事由とする公的年金を受給している場合 

〔内容〕 

次の手当額を４・８・１１月に前月までの４か月分（１１月は当月分まで）を支給します。 

重度の障害のある子ども １人につき 月額５8，45０円（令和８年４月時点） 

中度の障害のある子ども １人につき 月額３8，9３０円（令和８年４月時点） 

※手当の認定には、原則、医師の記載した診断書が必要ですが、手帳の等級によっては診断書を省略で

きる場合がありますので、事前に窓口でご確認ください。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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産科医療補償制度 児 ○身  

お産に関連して重度脳性まひとなり、所定の要件を満たした場合に、お子様とご家族の経済的負担

を速やかに補償するとともに、脳性まひ発症の原因分析を行い、同じような事例の再発防止に役立つ

情報を提供することなどにより、産科医療の質の向上を図ることを目的とした制度です。 

 

 
補償の対象 

（①～③の基準をすべて満たす場合、補償対象となります） 
補償内容 

① 

2015 年 1 月 1 日から 2021 年 12 月 31 日までに 
出生したお子様の場合 

2022年１月１日以降に出生した 
お子様の場合 

総額 
３,０００万円 

在胎週数が32週以上で出生体重が1,400g以上、 

または 

在胎週数が28週以上で所定の要件を満たすこと 
在胎週数が28週以上であること 

② 先天性や新生児期の要因によらない脳性まひであること 

③ 身体障害者障害程度等級１または２級相当の脳性まひであること 

※生後６か月未満で亡くなられた場合は、補償対象となりません。 

※補償申請ができる期間は、お子様の満１歳の誕生日から満５歳の誕生日までです。 

〔補償内容〕 

補償対象に認定された場合、一時金、分割金あわせて総額 3,000 万円の補償金が支払われます。 

〔問合せ〕 

詳細は、産科医療補償制度ホームページ（http://www.sanka-hp.jcqhc.or.jp/）をご参照

いただくか、産科医療補償制度専用コールセンター（0120-330-637 受付時間：午前９時～

午後５時（土日祝日・年末年始除く））にお問い合わせください。 

 

障害児福祉手当 ○身○知○精  
〔対象者〕 

身体または精神に重度の障害を有するため、日常生活において常時の介護を必要とする在宅の

２０歳未満の方 

① 重度の障害（概ね身体障害者手帳１・２級、知的障害のある人で知能指数２０以下程度又は精

神障害のある人で日常生活において常時の介護を必要とする程度）を１つ以上有する方 

② 障害（概ね身体障害者手帳２・３級、知的障害のある人で知能指数３５以下程度又は精神障

害のある人で日常生活において常時の介護を必要とする程度）を２つ以上有する方 

③ ①、②に準ずる程度の障害を有し、日常生活において常時の介護を必要とする方 

ただし、次の場合は手当が受けられません。 

ア 本人、配偶者、又は扶養義務者の前年の所得が一定額以上の場合 

イ 施設に入所している場合 ※施設の種類によっては、支給対象になる場合があります。 

ウ 障害を事由とする年金を受給している場合 

〔内容〕 

月額１６，５６０円（令和８年４月時点）の手当を２・５・８・１１月に前月までの３か月分をまとめて支給

します。 
※手当の認定には、原則、医師の記載した診断書が必要ですが、手帳の等級によっては診断書を省略で

きる場合がありますので、事前に窓口でご確認ください。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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特別障害者手当 ○身○知○精  
〔対象者〕 

身体または精神に著しい重度の障害を有するため、日常生活において常時特別の介護を必要と 

する状態にある在宅の２０歳以上の方 

① 重度の障害（概ね身体障害者手帳１・２級、知的障害のある人で知能指数２０以下程度又は精

神障害のある人で日常生活において常時特別の介護を必要とする程度）を２つ以上有する方 

② 重度の障害を１つ有し、さらに他の障害（概ね身体障害者手帳３級、知的障害のある人で知

能指数３５以下程度又は精神障害のある人で日常生活において常時特別の介護を必要とする

程度）を２つ以上有する方 

③①、②に準ずる程度の障害（１つの障害でも対象になる場合有）を有し、日常生活において

常時特別の介護を必要とする方  

※手帳の等級によっては医師の診断書を省略できる場合があります。 

    また、障害者手帳を所持していなくても、診断書により著しい重度の障害と認められる場合、

対象になることがあります。 

ただし、次の場合は手当が受けられません。 

ア 本人、配偶者、又は扶養義務者の前年の所得が一定額以上の場合 

イ 施設に入所している場合 ※施設の種類によっては、支給対象になる場合があります。 

ウ 継続して３か月を超えて入院している場合 

〔内容〕 

月額３０，４５０円（令和８年４月時点）の手当を２・５・８・１１月に前月までの３か月分をまとめて支

給します。 

※手当の認定には、原則、医師の記載した診断書が必要ですが、手帳の等級によっては診断書を省略で
きる場合がありますので、事前に窓口でご確認ください。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

外国人重度障害者給付金 ○身○知○精  
〔対象者〕 

重度の障害（身体障害者手帳１・２級又は療育手帳「Ａ」又は、精神障害者保健福祉手帳１級）を

有し、市内に住民登録のある方、又は北九州市から市内市外の社会福祉施設への入所の措置を

受けた方のうち、障害基礎年金等の受給資格のない方で次のいずれかに該当する方 

（１） 昭和５７年（１９８２年）１月１日前に満２０歳に達しており、同日において日本国内で旧外

国人登録を行っていた方で、同日前に重度の障害があった方又は同日以降に重度の障害があ

り、障害の発生原因の初診日が同日以前で満２０歳以降の方 

（２） 昭和３６年（１９６１年）４月２日以降昭和５７年（１９８２年）１月１日以前に日本国籍を取得

した方であって、日本国籍取得以前に満２０歳に達しており、同前日に重度の障害があった

方又は同日以降重度の障害があり、障害の発生原因の初診日が同前日の方 

ただし、次の場合は給付金が受けられません。 

ア 本人の前年（１～７月の間は前々年）の所得が一定額を超える場合 

イ 月額３６，０００円以上の公的年金又は他の自治体から同趣旨の給付金を受けている場合 

ウ 生活保護を受けている場合 

〔内容〕 

月額３６，０００円の給付金を２・５・８・１１月に前月までの３か月分をまとめて支給します。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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特別障害給付金制度 者 ○身○知○精  
国民年金に任意加入していなかったために、障害基礎年金を受けとれなかった障害のある人に対

して国が給付金の支給を行います。 

〔対象者〕 

次のいずれかに該当する方で、任意加入していなかった期間中に初めて受診した傷病が原因で、
現在、障害基礎年金の１、２級相当の障害の状態にある方。 
① 平成３年３月以前に国民年金任意加入対象であった学生 
② 昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象であった被用者（厚生年金、共済組合等の加入者）

等の配偶者 
※６０歳以降に初めて受診した傷病は対象となりません。 

〔内容〕 
１級 月額 ５８,６５０円  ２級 月額 ４６,９２０円 
（収入や年金受給の状況によって支給が制限されることがあります） 
※請求のあった翌月分からの支払いとなります。請求が遅れた場合でもさかのぼっての支給は

ありませんのでご注意ください。 
※障害認定事務は、過去の状況を確認する必要があるなど非常に時間がかかる場合があります。
（支給が決定すれば、請求書の受付月の翌月までさかのぼって支給されます） 

〔窓口〕 

各区役所 国保年金課（１２８頁） 

 

 

心身障害者扶養共済 ○身○知○精  
〔対象者〕 

次のすべての要件をみたしている保護者（配偶者、父母、兄弟姉妹、又はその親族等） 
① ６５歳未満（その年度の４月１日現在） 
② 次のいずれかに該当する方を扶養していること 

ア 知的障害のある人及び知的障害のある子ども 
イ 身体障害者手帳１～３級の方 
ウ ア又はイと同程度の精神又は身体に永続的な障害のある人 

③ 特別の疾病又は障害がないこと 

〔内容〕 

加入者（保護者）が死亡又は重度障害状態に該当したと認められた場合、その扶養する障害の
ある人及び障害のある子どもに年金を支給します。又、加入者の生存中に障害のある人及び障
害のある子どもが死亡した場合には弔慰金を支給します。 
掛 金 加入者の年齢に応じて１口月額９，３００～２３，３００円（所得状況による減額があります）

で、１人２口まで加入できます。 
なお、掛金は所得税、地方税、ともに全額所得控除されます。 

給付額 ① 年金（加入者が死亡又は重度障害になった時、障害のある人及び障害のある子ど 
もの生存中に支給） 
１口加入ごとに 月額２万円 

② 弔慰金（加入期間が１年以上の加入者の生存中に障害のある人及び障害のある子ど
もが死亡した時、一時金として支給） 
加入期間に応じて５万～２５万円（平成２０年３月以前の加入者は３万～１５万円） 

③ 脱退一時金（加入期間が５年以上の加入者が脱退した時） 
加入期間に応じて７．５万～２５万円（平成２０年３月以前の加入者は４．５万～１５万円） 

※２口加入者の場合は、それぞれの加入期間による金額の合計額です。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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重度心身障害者介護見舞金 ○身○知○精  
〔対象者〕 

市内に３か月以上住所を有し、次の①～③に該当する重度の障害のある人を常時介護している
同居者、介護者がいない場合は障害のある人本人 
① 重度の障害（概ね身体障害者手帳１・２級、知的障害のある人で知能指数２０以下程度又は精

神障害のある人で日常生活において常時特別の介護を必要とする程度）を２つ以上有する方 
② 重度の障害を１つ有し、さらに他の障害（概ね身体障害者手帳３級、知的障害のある人で知

能指数３５以下程度又は精神障害のある人で日常生活において常時特別の介護を必要とす
る程度）を２つ以上有する方 

③ ①、②に準ずる程度の障害（１つの障害でも対象になる場合有）を有し、日常生活において
常時特別の介護を必要とする方 

※手帳の等級によっては医師の診断書を省略できる場合があります。 
    また、障害者手帳を所持していなくても、診断書により著しい重度の障害と認められる場合、

対象になることがあります。 
ただし、次の場合は手当が受けられません。 
ア 障害のある人本人が施設や病院に継続して３か月以上入所・入院している場合 
イ 障害のある人本人が障害を事由とする年金を受給している場合 
ウ 障害のある人本人が父又は母に支給される障害を事由とする公的年金の額の加算対象

となっている場合 
エ 障害のある人本人が障害児福祉手当、特別障害者手当等を受給している場合 

〔内容〕 
月額１０，５５０円の手当を２・５・８・１１月に前月までの３か月分をまとめて支給します。 
※見舞金の支給には、原則、医師の記載した診断書が必要ですが、手帳の等級によっては診断書を省略

できる場合がありますので、事前に窓口でご確認ください。 

〔窓口〕 
各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

障害基礎年金（国民年金）者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

次の①または②に該当する方が対象になります。 
① 国民年金加入期間中に初めて診療を受けた病気やけがにより、精神・身体の障害または長期

にわたる安静を必要とする状態になった方（被保険者であった方で日本に住所があり、６０

歳以上６５歳未満の期間に初診日がある方も含む） 

＊ ６５歳以降に初めて診療を受けた方は、請求することができません。 

＊ 一定の保険料納付期間等が必要です。 

② ２０歳前に診療を受けた病気やけがにより、精神・身体の障害または長期にわたる安静を必

要とする状態になった方 

〔内容 

年金額 

区分 年 金 額 

１級 年額 １,０５９,１２５円 

２級 年額  ８47，3００円 

＊ 障害年金の等級は身体障害者手帳の等級とは異なります。 
＊ 対象者②については、本人の前年所得が一定額以上の場合、年金の支給が停止されます。 

生計を維持している子どもがいる場合は加算されることがあります。 
（原則、子どもが１８歳に到達した年度末まで支給されます） 

１人目・２人目の子 １人につき 年額 ２４３，８００円 

３人目以降 １人につき 年額  ８１,３００円 

〔窓口〕 

各区役所 国保年金課（１２８頁） 
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障害厚生年金（厚生年金）者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

厚生年金に加入中に初めて診療を受けた病気やけがにより、精神・身体の障害または長期にわ

たる安静を必要とする状態になった方（その傷病が業務上の原因によるか業務外の要因による

かは問いません）ただし、一定の保険料納付期間等が必要です。 

〔内容〕 

障害の程度によって１級～３級の障害厚生年金が受給できます。 

年金額は勤務月数と賃金の額により異なります。 

障害の程度が１級～２級の方で配偶者がいる場合は加算がある場合があります。 

年額  ２４３,８００円 

  なお、１級～２級の場合、障害基礎年金が併せて支給され、子の加算がある場合があります。 

〔窓口〕 

年金事務所 

 

 

障害手当金（厚生年金）者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

厚生年金に加入中に初めて診療を受けた病気やけがが、初診日から５年以内に治り、障害厚生

年金を受けるよりも軽い障害が残った方。ただし、一定の保険料納付期間等が必要です。 

〔内容〕 

一時金として支給されます。金額は勤務月数と賃金の額により異なります。 

〔窓口〕 

年金事務所 

 

年金事務所への年金相談・お手続きについては、ご予約をお申し込みください。 

  （予約受付専用電話） ０５７０-０５-４８９０ 

 （インターネット予約）  「日本年金機構 予約相談」で検索してください。 

※年金事務所にお問い合わせの際には、基礎年金番号またはマイナンバーをご用意ください。 

名 称 所 在 地 電話番号 最寄りの交通機関 

小倉北年金事務所 
〒８０３-８５８８ 

小倉北区大手町１３-３ 
０９３-５８３-８３４０ 

ＪＲ「西小倉駅・南小倉駅」 

バス「大手町・検察庁前」 

小倉南年金事務所 
〒８００-０２９４ 

小倉南区下曽根一丁目８-６ 
０９３-４７１-８８７３ 

ＪＲ「下曽根駅」 

バス「下曽根駅前」 

八幡年金事務所 
〒８０６-８５５５ 

八幡西区岸の浦一丁目５-５ 
０９３-６３１-７９６２ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「熊手四ツ角」 

開所時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

第 ２ 土 曜 日 ９：３０～１６：００（年金相談に関して） 

※年金相談に関しては、月曜日は８：３０～１９：００です。 

なお、月曜日が休日の場合は、翌開庁日が８：３０～１９：００となります。 

閉 所 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 
 



 - 74 -                      □10  手当・年金等 

生活福祉資金貸付制度 ○身○知○精  
低所得者、障害のある人、高齢者がいる世帯に対して、資金の貸付けと必要な援助指導を行うこ

とにより、その経済的自立と生活意欲の助長促進を図り、安定した生活を送れるよう支援すること

を目的とした貸付制度です。 

〔対象者〕 

低所得者世帯、障害のある人がいる世帯、高齢者世帯 

（ただし、原則市町村民税が非課税程度の世帯） 

〔相談受付時間〕 

９：００～１２：００、１３：００～１６：３０ 

（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く） 

 

福祉資金の種類及び貸付条件 

１ 福祉費 

日常生活を送る上で、又は自立生活に資するために一時的に必要であると見込まれる費用 

資 金 の 種 類 貸 付 限 度 額 利 率（年） 据 置 期 間 償 還 期 間 

生業を営むために必要な経費 ４６０万円以内 

保証人あり 

無利子 

 

 

 

保証人なし 

１．５％ 

貸付日から 

６か月以内 

２０年以内 

技能習得に必要な経費及びその期間中

の生計を維持するために必要な経費 

技能を修得する期間が 

 ６月程度 １３０万円以内 

 １年程度 ２２０万円以内 

 ２年程度 ４００万円以内 

 ３年以内 ５８０万円以内 

８年以内 

住宅の増改築、補修等の経費及び公営

住宅譲り受けに必要な経費 
２５０万円以内 ７年以内 

福祉用具等の購入に必要な経費 １７０万円以内 ８年以内 

障害者用自動車の購入に必要な経費 ２５０万円以内 ８年以内 

負傷又は疾病の療養に必要な経費及び

その療養期間中の生計を維持するため

に必要な経費 

 療養期間が１年未満 １７０万円以内 

 〃 １年を超え １年６月以内 

２３０万円以内 

５年以内 

介護サービス、障害者サービス等を受

けるのに必要な経費及びその期間中の

生計を維持するために必要な経費 

受ける期間が１年未満 １７０万円以内 

 〃 １年を超え１年６月以内 

２３０万円以内 

５年以内 

災害を受けたことにより臨時に必要と

なる経費 
１５０万円以内 ７年以内 

冠婚葬祭に必要な経費 ５０万円以内 ３年以内 

住居の移転費等、給排水設備等の設置

に必要な経費 
５０万円以内 ３年以内 

就職、技能習得等の支度に必要な経費 ５０万円以内 ３年以内 

その他日常生活上一時的に必要な経費 ５０万円以内 ３年以内 
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２ 緊急小口資金 

次の理由により、緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合に貸し付ける少額の費用 

資 金 の 種 類 貸 付 限 度 額 利 率（年） 据 置 期 間 償 還 期 間 

医療費又は介護費の支払等によって

臨時の生活費が必要なとき 

１０万円以内 無利子 
貸付日から 

２か月以内 
１２か月以内 

給与等の盗難によって生活費が必要

なとき 

火災等被災によって生活費が必要な

とき 

その他、これらと同等のやむを得な

い事由によるとき 

※ 上記の他にも貸付要件や必要書類があります。 

※ 貸付には審査があります。申請が受理されたことが、貸付決定したということではありませ

んのでご注意ください。また、審査等に一定の期間を要します。 

※ 返済を延滞した場合には、年３．０％の延滞利子が発生します。 

〔窓口〕 

北九州市社会福祉協議会 生活福祉資金相談コーナー 

ＴＥＬ ０９３－８８２－４４０５ 
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11 税 金  
 

税務署（所得税・相続税・贈与税・消費税） 
 

名 称 所 在 地 電 話 番 号 最寄りの交通機関 

門 司 税 務 署 
〒８０１-８６０１ 
門司区西海岸一丁目３－１０ 
門司港湾合同庁舎 

０９３-３２１-５８３１ 
ＪＲ「門司港駅」 

バス「門司港駅前」 

小 倉 税 務 署 
〒８０３-８６０２ 
小倉北区大手町１３－１７ 

０９３-５８３-１３３１ 
ＪＲ「南小倉駅」  

バス「検察庁前」又は「大手町」 

若 松 税 務 署 
〒８０８-８６０６ 
若松区本町一丁目１４－１２ 
若松港湾合同庁舎 

０９３-７６１-２５３６ 
ＪＲ「若松駅」 

バス「弁財天前」又は「若松南海岸通り」 

八 幡 税 務 署 
〒８０５-８６０６ 
八幡東区平野二丁目１３－１ 

０９３-６７１-６５３１ 
ＪＲ「八幡駅」 
バス「市立八幡病院」又は「祇園一丁目」 

現在の相談は、①個別の質問、②一般的な質問で対応が異なっています。 

①の場合は、面接相談でお受けしていますので、事前に相談日時等を税務署へ予約してください。 

②の場合は、電話相談センターで対応しています。電話相談センターへの問い合わせは、税務署の

代表番号へ架けていただき、音声ガイダンスに従い「１」を選択してください。 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

 

所得税の控除 ○身○知○精  
〔内容〕 

名 称 対 象 者 主 な 障 害 の 内 容 控 除 額 

障害者控除 

居住者本人 

①身体障害者手帳 ３～６級 

②療育手帳 「Ｂ」 

③精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

２７万円 

（特別障害者） 

①身体障害者手帳 １・２級 

②療育手帳 「Ａ」 

③精神障害者保健福祉手帳 １級 

４０万円 

扶養親族又は 

同一生計配偶者 

①身体障害者手帳 ３～６級 

②療育手帳 「Ｂ」 

③精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

２７万円 

（特別障害者） 

①身体障害者手帳 １・２級 

②療育手帳 「Ａ」 

③精神障害者保健福祉手帳 １級 

同居以外：４０万円 

同  居：７５万円 

※上記以外の方でも控除の対象となる場合があります。  

詳しくは税務署にお尋ねください。 

〔窓口〕 

税務署 
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相続税の控除 ○身○知○精  
〔内容〕 

法定相続人である障害者が相続により財産を取得した場合、税額の控除があります。 

名 称 主 な 障 害 の 内 容 税額控除の内容 

一般障害者 
 

控 除 

① 身体障害者手帳 ３～６級 

② 療育手帳 「Ｂ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

８５歳に達するまでの年数に１０万円を乗じた金額

を相続税額から控除します。 

特別障害者 
 

控 除 

① 身体障害者手帳 １・２級 

② 療育手帳 「Ａ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 １級 

８５歳に達するまでの年数に２０万円を乗じた金

額を相続税額から控除します。 

※上記以外にも各障害者控除の対象となる場合があります。 

詳しくは税務署へお問い合わせください。 

〔窓口〕 

税務署（７６頁） 
 
 

贈与税の非課税（特定障害者扶養信託）○身○知○精  
〔内容〕 

特定障害者(※)の方の生活費などに充てるために、一定の信託契約に基づいて特定障害者を受
益者とする財産の信託があったときは、その信託受益権の価額のうち、特別障害者である特定
障害者の方については６，０００万円まで、特別障害者以外の特定障害者の方については３，０００
万円までの贈与税がかかりません。 

※特定障害者とは、①特別障害者または②精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者などをいいま
す。 

〔窓口〕 
① 特定障害者扶養信託契約については各信託銀行等 
② 贈与税の非課税の申請は各信託銀行等を経由して特定障害者の納税地を所轄する税務署 

 
 

利子の非課税 ○身○知○精  
〔内容〕 

障害者等に該当する方の少額預金や少額公債については、一定の手続きを要件として、利子が
非課税になります。 

 制  度 預貯金等の種類  非課税限度額 

障害者等の少額預金の利子所得等の
非課税制度（通称マル優） 

銀行などの預貯金、合同運用信託、 
特定公募公社債等運用投資信託、有価証券 

元本３５０万円 

障害者等の少額公債の利子の非課税
制度（通称特別マル優） 国債、地方債 額面３５０万円 

 
〔障害者等に該当する方〕 

① 身体障害者手帳の交付を受けている方 
② 療育手帳の交付を受けている方 
③ 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方 
④ 障害基礎年金、障害厚生年金、障害共済年金、労災等の傷病による障害年金、独立行政法

人医薬品医療機器総合機構法の障害年金、予防接種法の障害年金、特別障害者手当、障害
児福祉手当、福祉手当（経過的福祉手当を含む）の受給者 

⑤ 児童扶養手当の受給者である児童の母親 
（母であることを証する事項の記載がある住民票の写し、又は住民票記載事項証明が申し込
みの際必要です） 

⑥ 遺族基礎年金の受給者である被保険者の妻 

〔窓口〕 

各金融機関 
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消費税の非課税   
〔内容〕 
（１）社会福祉法に規定する社会福祉事業等として行われるサービスの提供 

例えば、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」の障害者支援施設
を経営する事業（生産活動としての作業に基づき行われる資産の譲渡等を除く） 

（２）身体障害者の使用に供するための特殊な性状、構造又は機能を有する物品の譲渡、貸付け等 
① 非課税となる資産の譲渡等は、身体障害者用物品の譲渡、貸付け及び製作の請負並びに身体

障害者用物品の修理のうち厚生労働大臣が財務大臣と協議して指定したものとなります。 
② 対象となる身体障害者用物品は、義肢、視覚障害者安全つえ、義眼、点字器、人工喉頭、車

椅子等で身体障害者の使用に供するための特殊な性状、構造又は機能を有するものとして厚
生労働大臣が財務大臣と協議して指定したもの。 

（３）介護保険法の規定に基づく居宅介護サービス費の支給に係る居宅サービス及び施設介護サー
ビス費の支給に係る施設サービス等（利用者の選択による一部のサービスを除く） 

〔窓口〕 
税務署（７６頁） 

 
 
 

県税事務所（自動車税・個人事業税）者 
 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北 九 州 東 

県 税 事 務 所 

〒８０３-８５１２ 

小倉北区城内７－８ 

自動車税係 
０９３-５９２-３５０１ 

＜０９３-５９２-８９１３＞ 

事業税係 
０９３-５９２-３５１２ 

＜０９３-５９２-８９１３＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「勝山公園入口」 

北 九 州 西 

県 税 事 務 所 

〒８０５-００６２ 

八幡東区平野二丁目１３－２ 

自動車税係 
０９３-６６２-９３１２ 

＜０９３-６８１-４５３２＞ 

事業税係 
０９３-６６２-９３１１ 

＜０９３-６８１-４５３２＞ 

ＪＲ「八幡駅」 

バス「祇園一丁目」 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 
 

個人事業税の非課税 ○身  
〔対象者〕 

失明又は両眼の視力（矯正視力）が０．０６以下の方（身体障害者手帳１級、２級及び３級の一部）
で、「あんま」、「マッサージ又は指圧」、「はり」、「きゅう」、「柔道整復」その他の医業に類す
る事業を営む個人 

〔窓口〕 
県税事務所（７８頁） 

 

 

個人事業税の減免 ○身  
〔対象者〕 

１級から４級の身体障害者手帳を所有し、前年の合計所得金額が３００万円以下の方 

〔内容〕 
年税額 １５，０００円までは全額減免となり、それを超える部分は１／２の額を減免します。 

〔窓口〕 
県税事務所（７８頁） 
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市税事務所 
 

名  称 所 在 地 担 当 
電話番号 

＜ファックス番号＞ 
最寄りの交通機関 

東部市税事務所【管轄：門司区、小倉北区、小倉南区】 

 

市 民 税 課 〒８０３-８５１０ 

小倉北区大手町１－１ 

（小倉北区役所内） 

市県民税 
０９３-５８２-３３６０ 

＜０９３-５６２-１０４３＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「小倉北区役所前」 
軽自動車税 

０９３-５８２-３５１７ 

＜０９３-５６２-１０４３＞ 

固定資産税課 
固定資産税 

（土地・家屋） 

０９３-５８２-３３７０ 

＜０９３-５６２-１０４１＞ 

門 司 税 務 課

※¹ 

〒８０１-８５１０ 
門司区清滝一丁目１－１ 

（門司区役所内） 

市県民税 
０９３-３３１-０５１１ 

＜０９３-３２２-１４６０＞ 

ＪＲ「門司港駅」 

バス「門司区役所前」 
軽自動車税 

小倉南税務課 
※¹ 

〒８０２-８５１０ 
小倉南区若園五丁目１－２ 

（小倉南区役所内） 

市県民税 
０９３-９５１-１０２３ 

＜０９３-９３２-１２１２＞ モノレール「北方駅」 

バス「小倉南区役所前」 
軽自動車税 

０９３-９５１-００４３ 

＜０９３-９３２-１２１２＞ 

西部市税事務所【管轄：若松区、八幡東区、八幡西区、戸畑区】 

 

市 民 税 課 〒８０６-８５１０ 
八幡西区黒崎三丁目１５－３ 

（コムシティ内） 

市県民税 
０９３-６４２-１４５８ 

＜０９３-６４４-２２００＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 
軽自動車税 

０９３-６４２-１４５２ 

＜０９３-６４４-２２００＞ 

固定資産税課 
固定資産税 

（土地・家屋） 

０９３-６４２-１４５９ 

＜０９３-６４４-５６３３＞ 

若 松 税 務 課 

※² 

〒８０８-８５１０ 
若松区浜町一丁目１－１ 

（若松区役所内） 

市県民税 
０９３-７６１-４１８２ 

＜０９３-７５２-１０３９＞ 

ＪＲ「若松駅」 

バス「若松区役所前」 
軽自動車税 

八幡東税務課 

※² 

〒８０５-８５１０ 
八幡東区中央一丁目１－１ 

（八幡東区役所内） 

市県民税 
０９３-６８１-５８５１ 

＜０９３-６６３-１１７１＞ 

バス「八幡東区役所下」 

「八幡東区役所」 
軽自動車税 

戸 畑 税 務 課 

※² 

〒８０４-８５１０ 
戸畑区千防一丁目１－１ 

（戸畑区役所内） 

市県民税 
０９３-８８１-２６８７ 

＜０９３-８７３-１１５７＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑区役所前」 

軽自動車税 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５（木曜日のみ１９：００まで【固定資産税課を除く】） 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

※¹※² 令和 8 年度に、※¹は東部市税事務所市民税課、※²は西部市税事務所市民税課へ統合します。 

     詳細は、市政だよりや市のホームページなどでお知らせします。 
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自動車税・軽自動車税の減免 ○身○知○精   

〔内容〕 

専ら障害のある方のために使用する自動車の自動車税、軽自動車税が減免される場合がありま

す。 

〔対象〕 

（１）障害のある方自らが取得又は所有している場合 

 自動車税 軽自動車税 

障害のある方

本人が運転す

る場合 

身体障害者手帳で次の等級の方 

・ 肢体不自由 

（上肢）１級～２級 

（下肢）１級～６級 

（体幹）１級～５級 

・ 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ

う又は直腸、小腸、ヒト免疫不

全ウイルスによる免疫、肝臓の

各機能障害 １級～３級 

・ 視覚障害２級の３、２級の４、３級

の３及び３級の４ 

・ 聴覚、平衡機能、音声機能障害２

級～３級 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ１」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

身体障害者手帳で次の等級の方 

・ 肢体不自由（上肢・下肢・乳幼児期

以前の非進行性の脳病変による運動

機能障害）１級～６級 

・ 肢体不自由（体幹）１級～３級、５級 

・ 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、

直腸、小腸の機能障害 １級又は３級 

・ 肝臓機能障害 １級～３級 

・ 視覚障害 １級～４級の１ 

・ 聴覚障害 ２級又は３級 

・ 平衡機能障害 ３級 

・ 音声機能障害 ３級 

（音声機能障害は、喉頭摘出による場合

に限る。） 

・ ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

能障害 １級～３級 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

障害のある方

と生計を一に

する方などが

運転する場合 

対象となる障害名、障害の等級等に

ついては、上記と異なりますので、

県税事務所へお問い合わせくださ

い。 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ１」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

身体障害者手帳で一定の等級以上の方
※対象となる障害名、障害の等級等につい

ては、上記と異なりますので、財政・変革

局課税第二課へお問い合わせください。 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

（２）上記（１）以外の場合 

① 「自動車税」＝三親等以内の同居の親族が取得、所有又は運転する場合など 

※対象となる障害名、障害の等級等については、県税事務所へお問い合わせください。 

② 「軽自動車税」＝ 障害のある方と生計を一にする方が所有し、障害のある方本人

又は生計を一にする方が運転する場合 

※対象となる障害名、障害の等級等については、財政・変革局課税第二課へお問い合

わせください。 

※軽自動車税はオンライン申請ができますので、ご利用ください。 

〔窓口〕 

・自動車税・・県税事務所（７８頁） 

※減免額に上限が設定されています。詳しくは、県税事務所へお問い合わせください。 

・軽自動車税・・・・・・各区役所内の市税事務所市民税課又は税務課（７９頁） 

財政・変革局課税第二課（小倉北区室町一丁目１番１号） 

ＴＥＬ ０９３－９６７－６９５２ 

▶ 
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市・県民税の控除・非課税 ○身○知○精  
〔内容〕 

名 称 対 象 者 主 な 障 害 の 内 容 控除等の内容 

所

得

控

除 

障 害 者 控 除 本 人 

同一生計配偶者 

扶 養 親 族 

① 身体障害者手帳 ３～６級 

② 療育手帳 「Ｂ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

所得控除 ２６万円 

特 別 障 害 者 

控 除 
① 身体障害者手帳 １・２級 

② 療育手帳 「Ａ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 １級 

所得控除 ３０万円 

同居特別障害者 

がいる場合の加算 

同居の同一生計配

偶者又は扶養親族 

特別障害者控除の額に

加えて２３万円が所得

控除されます。 

非 課 税 本 人 
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳をもっている方 

分離課税とされる退職

所得等を除外した前年

中の所得が１３５万円以下

の方については市・県民

税に係る所得割及び均

等割が課されません。 

（令和８年４月現在） 

※上記以外の方でも、障害者控除対象者認定書の交付を受けている方など、控除の対象となる

場合があります。障害者控除対象者認定書については、８２頁をご覧ください。  

詳しくは区役所内の市税事務所市民税課又は税務課にお尋ねください。 

〔窓口〕 

各区役所内の市税事務所市民税課又は税務課（７９頁） 
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障害者控除対象者認定書の交付 
障害者控除対象者認定書は、認知症や寝たきり等の症状をふまえて、障害者手帳は取得していな

いけれども、本認定書を交付することにより、知的または身体障害のある人に準ずる取扱いとし、
本人又は扶養親族が所得税及び住民税の控除を受けることができる制度です。 

１．申請窓口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

２．申請から交付まで 数日を要します。 

【北九州市の介護保険の要介護認定を受けている方】 
申請書を提出すると、介護保険の要介護認定調査項目により審査され、知的障害のある人
等に準ずるものと認められた場合は、障害の程度に応じて障害者控除対象者として認定さ
れます。 

認定  認定基準 

障害者 知的障害者（軽度・中度）
に準ずる 

認知症度 
Ⅱ；日常生活に支障を来すような症状・行動や意志疎通

の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自
立できる。 

Ⅲ；日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎
通の困難さがときどき見られ、介護を必要とする。 

特別障害者 知的障害者（重度）に準

ずる 

認知症度 
Ⅳ；日常生活に支障を来たすような症状・行動や意志疎
通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。 

Ｍ；著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患
が見られ、専門医療を必要とする。 

 

 

寝たきり年長者 寝たきり度 
Ｂ；屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド

上での生活が主体であるが、座位を保つ。 
Ｃ；１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替におい

て介助を要する。 

【北九州市の介護保険の要介護認定を受けていない方】 

申請の際に、指定医が発行する「身体障害者診断書・意見書（有料）」が必要です。ただし、
「身体障害者診断書・意見書」を取っても診断結果によっては対象とならない場合もあり
ますので、申請をお考えの方は必ず事前に区役所高齢者・障害者相談コーナーにてご相談
ください。「身体障害者診断書・意見書」により身体障害のある人に準ずると認められた場
合は、障害の程度に応じて障害者控除対象者として認定されます。 

認定 

 

 認定基準 

障害者 身体障害者手帳 

３～６級に準ずる 

身体障害者福祉法施行規則別表に掲げる 

３級～６級の障害に該当 

特別障害者 身体障害者手帳 

１～２級に準ずる 

身体障害者福祉法施行規則別表に掲げる 

１級～２級の障害に該当 

３．費用（自己負担額） 無料 

４．参考 

【所得控除額】≪詳しくは税の窓口でお尋ねください≫ 

 市 ・ 県 民 税 所 得 税 

障 害 者 ２６０，０００円 ２７０，０００円 

特別障害者 ３００，０００円 ４００，０００円 

同居の特別障害者 ５３０，０００円 ７５０，０００円 

【申告窓口】 

源泉徴収されている方は勤務先、その他の方は税務署（７６頁）もしくは区役所内の市税事
務所市民税課又は税務課（７９頁）です。詳しくは、それぞれ担当の窓口にお尋ねください。 
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12 公共料金の割引・郵便関連のサービス  
 

ＮＨＫ受信料（地上・衛星契約）の免除 ○身○知○精  
〔対象者及び内容〕 

 対 象 適 用 条 件 

全

額

免

除 

市町村民税非課税の 
身体障害者 

身体障害者手帳をお持ちの方がいる世帯で、かつ、 

世帯構成員全員が市町村民税（特別区民税含む）非課税の場合 

市町村民税非課税の 
知的障害者 

所得税法または地方税法に規定する障害者のうち、児童相談所、知的障害
者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医により知的障
害者と判定された方がいる世帯で、かつ、世帯構成員全員が市町村民税（特
別区民税を含む）非課税の場合 

市町村民税非課税の 
精神障害者 

精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方がいる世帯で、かつ、 
世帯構成員全員が市町村民税（特別区民税含む）非課税の場合 

半

額

免

除 

視覚・聴覚障害者 
視覚障害または聴覚障害により、身体障害者手帳をお持ちの方が、 

世帯主で受信契約者の場合 

重度の身体障害者 
身体障害者手帳をお持ちで、障害等級が重度（１級または２級）の方が、 

世帯主で受信契約者の場合 

重度の知的障害者 
所得税法または地方税法に規定する特別障害者のうち、児童相談所、知的
障害者更生相談所、精神保健福祉センターまたは精神保健指定医により重
度の知的障害者と判定された方が、世帯主で受信契約者の場合 

重度の精神障害者 
精神障害者保健福祉手帳をお持ちで、障害等級が重度（１級）の方が、 

世帯主で受信契約者の場合 

＜手続き方法＞ お住まいの区役所（高齢者・障害者相談コーナー（７頁））にて受信料免除申請
の手続き後、ＮＨＫに郵送または持参してください。 

〔郵送先〕 

名 称 所 在 地 最寄りの交通機関 

ＮＨＫ北九州放送局 

〒８０３-８５５５ 

小倉北区室町 1 丁目１－１－２０ 

（リバーウォーク北九州４階） 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「室町・リバーウォーク」 

＜受信料に関するお問い合わせ＞ ＮＨＫふれあいセンター 

ナビダイヤル ０５７０－０７７-０７７ 

受付時間 午前９時～午後６時（土・日・祝日も受付） 
 
ＩＰ電話等のお客様で上記の電話番号をご利用になれない場合は、 

０５０－３７８６－５００３をご利用ください。 

受付時間 午前９時～午後６時（土・日・祝日も受付） 
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郵便関連の減免・各種サービス ○身○知  
 

区 分 重量／サイズ：料金／運賃 備 考 

通
常
郵
便
物 

第４種 
点字郵便物 

特定録音物等郵便物 
３ｋｇまで：無料 

郵便料金を減免とする場合

は、各種要件（許可申請や内

容品サイズ・表示・差出方法

の制限など）があります。 

要件を満たしていない場合、

料金は減免されません。 

料金減免の要件等について

は、郵便局ホームページ、ま

たは郵便局窓口へおたずね

ください。 

低料金 

第３種 

心 身 障 害 者

団 体 が 発 行

するもの 

新聞 

（月３回以上発行） 

５０ｇまで：８円 

さらに５０ｇごとに３円増(上限１ｋｇ) 

その他の定期刊行

物 

（年４回以上発行） 

５０ｇまで：１５円 

さらに５０ｇごとに５円増(上限１ｋｇ) 

荷 物 

「点字ゆうパック」 

「聴覚障がい者用ゆうパック」 

＊サイズは、長さ(Ａ)、厚さ(Ｂ)、

幅(Ｃ)の合計(㎝)とする区分 

           ３０㎏まで 

 

６０サイズ １００円 

８０サイズ ２１０円 

１００サイズ ３２０円 

１２０サイズ ４２０円 

１４０サイズ ５２０円 

１６０サイズ ６３０円 

１７０サイズ ７３０円 

「心身障がい者用ゆうメール」 

 

図書館法に規定する図書館から

指定の郵便局に差し出されるも

のに限る 

１５０ｇまで ９２円 

２５０ｇまで １ １０円 

５００ｇまで １５０円 

１ｋｇまで １８０円 

２ｋｇまで ２３０円 

３ｋｇまで ３１０円 

 

青い鳥郵便葉書 
の無償配付 

対象 ① 身体障害者手帳「１級」または「２級」の方 

② 療育手帳「Ａ」または(１度・２度)の表記がある方 

内容 受付期間内に郵便局へお申し出いただいた方に「郵便葉書２０枚」を無償で配付します。 

（受付期間は例年４月～５月ですが、変更される場合もありますので日本郵便ホームページ 

または郵便局でご確認ください。) 

手続 最寄りの郵便局へ身体障害者手帳または療育手帳をご持参いただき、「青い鳥郵便葉書配付

申込書」に必要事項をご記入のうえ、下記の葉書（３種類）の中から１種類２０枚をお選び

いただき、お申し込みください。後日、配達郵便局よりお届けします。 

＊代人のお申し込みも可能です。 

種類 ①郵便葉書（無地） ②郵便葉書インクジェット ③郵便葉書（くぼみ入り） 

   ＊種類の組み合わせはできません。 

 

郵便貯金に 

関する各種 

点字サービス 

下記について点字サービスを取り扱っています。詳細は郵便局にお問い合わせください。 

・貯金の取扱内容の通知 

・点字キャッシュカードの発行 

・各種商品、サービスの点字案内 

※減免・各種サービスについては、事前に申請書等が必要な場合があるため、料金減免の要件等

については、郵便局ホームページ、または郵便局窓口へおたずねください。 

 



 

□12  公共料金の割引・郵便関連のサービス - 85 -  

ＮＴＴ無料電話番号案内（ふれあい案内）○身○知○精  
〔対象者〕 

次のいずれかの障害のある人 

① 視覚障害１～６級 

② 肢体不自由のうち、上肢、体幹、乳幼児期以前の非進行性の脳病変による 

運動機能障害１・２級 

③ 聴覚障害２級、３級、４級、６級（１級、５級はなし） 

④ 音声機能、言語機能又はそしゃく機能の障害３級、４級（１級、２級はなし） 

⑤ 戦傷病者手帳をお持ちで、次の障害を有する方 

（１）視力の障害特別項症～第６項症 

（２）上肢の障害特別項症～第２項症 

（３）聴覚障害第２項症、第４項症 

（４）音声機能、言語機能又はそしゃく機能の障害第１項症、第２項症、第４項症 

※上肢に対する障害にのみ適用 

⑥ 療育手帳をお持ちの方 

⑦ 精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方 

〔内容〕 

電話帳利用が困難な、視覚・聴覚・音声機能、言語機能又はそしゃく機能の障害や上肢等の不自由な

方、知的障害や精神障害のある方のための電話番号案内（無料）サービスです。ご利用には、事前登

録が必要です。 

ふれあい案内は NTT 西日本・NTT 東日本のお客さまに提供するサービスです。 

〔問合せ〕 

ＮＴＴふれあい案内担当   ＴＥＬ ０１２０－１０４１７４（フリーダイヤル） 

       ＦＡＸ ０１２０－１０４１３４（フリーダイヤル） 

      ※ ＦＡＸによるお問い合わせに関する注意事項 

     ・お客様のお名前と連絡先ＦＡＸ番号を用紙に記載して 

      送信して下さい 

 

携帯電話の障害者割引サービス ○身○知○精○難  
 

会 社 名 ＮＴＴドコモ ソフトバンク ａｕ 

サービス名称 ハーティ割引 ハートフレンド割引 スマイルハート割引 

内 容 携帯電話の基本使用料金等が割引になります。 

対 象 
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、特定医療費（指定難病） 

受給者証、特定疾患医療受給者証、特定疾患登録者証等をお持ちの方 

問 合 せ 

ドコモ携帯電話 

１５１ 

一般電話等 

０１２０－８００－０００ 

ソフトバンク携帯電話 

１５７ 

一般電話等 

０８００－９１９－０１５７ 

ａｕ携帯電話 

１５７ 

一般電話等 

０120－97７－033 

 

※サービス内容等は各社で取り扱いが異なるため、詳細については上記の問合せ先におたずねください。 
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13 仕 事  
 

 働く意欲があり、民間企業などでの就労を希望する場合、その希望する内容によって、利用する 

サービスや相談する窓口が異なります。 

  ○一般就職したい 

   ⇒次の相談窓口へ相談 

    ・公共職業安定所（ハローワーク）（８７頁参照） 

    ・北九州障害者しごとサポートセンター（８７頁参照） 

    ・障害者職業センター（８８頁参照） 

 ○一般就職は難しいが、働きたい 

   ⇒障害福祉サービス（就労移行支援、就労継続支援など）の利用 

   ※利用を希望される場合には、各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁参照） 

にご相談ください。 

  ○職業に必要な知識や技術を習得したい 

   ⇒職業能力開発校の利用（８８頁参照） 

    ※利用を希望される場合、募集人員や試験日程などの詳しい内容については、 

職業能力開発校（８８頁参照）にお問い合わせください。 

 
 

 

働 く 意 欲 の あ る 障 害 の あ る 人 

 

一般就職は難しいが、 

働きたい 

 

障害福祉サービス 

の利用 

 

職業能力開発校 

の利用 

・公共職業安定所（ハローワーク）へ相談 

・北九州障害者しごとサポートセンターへ相談 

・障害者職業センターへ相談 

 

 
 

 

一般就職したい 

 

 

職業に必要な知識や 

技術を習得したい 
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公共職業安定所（ハローワーク） 
職業相談や職業紹介等をしています。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

ハローワーク八幡 

黒崎駅前庁舎 

〒８０６-００２１ 
八幡西区黒崎三丁目１５－３ 
コムシティ６階 

０９３-６２２-５５６６ 

＜０９３-６２１-３９４１＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 

ハローワーク八幡 

若松出張所 

〒８０８-００３４ 
若松区本町一丁目１４－１２ 
若松港湾合同庁舎１階 

０９３-７７１-５０５５ 

＜０９３-７５１-５４６７＞ 

ＪＲ「若松駅」 

バス「若松南海岸通り」 

ハローワーク八幡 

戸畑分庁舎 

〒８０４-００６７ 
戸畑区汐井町１－６ 
ウェルとばた８階 

０９３-８７１-１３３１ 

＜０９３-８８１-４０２６＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

ハローワーク小倉 
〒８０２-８５０７ 

小倉北区萩崎町１－１１ 
０９３-９４１-８６０９ 

＜０９３-９４１-８６３１＞ 

モノレール「香春口三萩野駅」 

バス「三萩野」 

ハローワーク小倉 

門司出張所 

〒８００-０００４ 

門司区北川町１－１８ 
０９３-３８１-８６０９ 

＜０９３-３８１-５８７５＞ 

ＪＲ「小森江駅」 

バス「ハローワーク門司」 

業務取扱時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く） 

 

 

北九州障害者しごとサポートセンター 

北九州障害者しごとサポートセンターは、国・県が設置した「北九州障害者就業・生活支援セン

ター」と市が設置した「北九州市障害者就労支援センター」が一体的に活動する就労支援の拠点で

す。 

障害のある人から“働くこと”の色々な悩みについて相談をお受けし、関係機関と連携しながら、

解決できるようサポートをしています。 

〔対象者〕 

・就職に向けた準備をしたい 

・企業で就職したい 

・働いているけど悩みがある 

・転職したい 

と考えている障害のある人（事前に電話・ファックスかＥメールでご相談ください。） 

〔内容〕 

就職に向けた準備や求職活動、職場定着などに関する支援、就業に伴う生活上の相談・助言な

どを行います。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州障害者しごと 

サポートセンター 

〒８０４-００６７ 

戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた２階） 

０９３-８７１-００３０ 

＜０９３-８７１-００８３＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

 ホームページ http://syugyo.sakura.ne.jp 

 メールアドレス syugyo@kitaiku.com 

開所時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１８：３０ 

（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く） 
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障害者職業センター 
＜障害のある人に対して＞ 

公共職業安定所等の関係機関と連携して、就職に向けた職業相談・職業評価、ジョブコーチに

よる職場適応のための援助など、個々の状況に応じた支援を行います。 

＜事業主の方に対して＞ 

障害のある人の新規雇入れから、採用後の定着、在職者の職場適応やキャリアアップ等各企業

の要望や課題に応じた支援を行います。 

＜関係機関の方に対して＞ 

就業支援のスキルアップを図るための助言・援助、研修を行います。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

福岡障害者職業センター 

北九州支所 

〒８０２-００６６ 

小倉北区萩崎町１－２７ 

０９３-９４１-８５２１ 

＜０９３-９４１-８５１３＞ 

モノレール「香春口三萩野」 

バス「三萩野」 

受付時間 月曜日～金曜日 ８：４５～１７：００ 

（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く） 

 

職業能力開発校 ○身○知○精○難  
〔対象者〕 

１ 身体障害、精神障害、発達障害、高次脳機能障害、難病などのある人（手帳の有無を問いま

せん） 

２ 療育手帳を取得されている人、又は取得可能な人、もしくは児童相談所・障害者更生相談所・

障害者職業センター等で発行される知的障害のある人と認める判定書を提出できる人 

以上の条件のいずれかを満たし、就職の意思を有し、訓練面で集団生活に支障のない人 

〔内容〕 
職業に必要な知識や技能を習得し、職業の安定と自立を図るとともに、経済及び社会の発展に
寄与する人材を養成するための職業能力開発を実施しています。授業料は無料です。 
施設見学も受付けております。予約制のため事前にお問い合わせください。 

 
募集人員１４５名 
課程 科 名 募集定員 訓練期間 課程 科 名 募集定員 訓練期間 

普通 

プログラム設計科 ２０ ２年 

短期 

流 通 ビ ジ ネ ス 科 ２５ 

１年 ３ Ｄ － Ｃ Ａ Ｄ 科 ２０ 

１年 

流 通 ビ ジ ネ ス 科 
〔視覚障がい者対象音声パソコンコース〕 

 ５ 

商 業 デ ザ イ ン 科 ２０ 総 合 実 務 科  １５ 

Ｏ Ａ 事 務 科 ２０ 職 域 開 発 科  １0 
６ヶ月 

(年２回) 

※普通課程の科は１８歳以上（令和９年４月１日現在）の人。                     

短期課程の科は１５歳以上（令和９年４月１日現在）の人。 

※流通ビジネス科音声パソコンコースは視覚障害のある人、総合実務科は知的障害のある人、職域開発

科は精神、発達、高次脳機能障害のある人を対象とした訓練です。 

※通校が困難な人には校内に寮設備があります。一定の要件を満たす人は寮を利用できます。 

入寮希望者には障がい診断書（本校様式）を提出していただき入寮可否を判断します。 

職域開発科は通校も訓練と位置付けているため入寮できません。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

国立県営 

福岡障害者職業能力開発校 

〒８０８-０１２２ 

若松区大字蜑
あま

住
すみ

１７２８－１ 

０９３-７４１-５４３１ 

＜０９３-７４１-１３４０＞ 

市営バス 
６５・７０番「原牟田」 
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労働者支援事務所  
職場でのいじめや解雇、賃金未払等の労働に関するトラブルの相談を受けて、法令に基づく助言

や情報提供、あっせんを行います。なお、事務所での対面相談は予約優先ですので、事前予約をお

願いします。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

福岡県北九州 

労働者支援事務所 

〒８０２-０００１ 

小倉北区浅野三丁目８－１ 

（ＡＩＭビル４階） 

０９３-９６７-３９４５ 

＜０９３-９６７-３９４６＞ 

ＪＲ「小倉駅」 

バス「浅野２丁目」 

開庁時間  月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ （祝日、年末年始を除く） 

毎週水曜日 夜間電話相談  １７：１５～２０：００ メール相談は事務所ホームページにて受付中。 

 

障害のある人の雇用促進（事業主制度）○身○知○精  
障害者の雇用の促進等に関する法律により、次のようなことが定められています。 

＜法定雇用率＞ 

事業主は、法定雇用率以上の身体障害のある人、知的障害のある人及び精神障害のある人を雇用

することが義務付けられています。法定雇用率に関する詳細は、福岡労働局または最寄りのハロー

ワークへお尋ねください。 

［民間企業］一般 … ２.７％（令和８年７月～） 

[国・地方公共団体・独立行政法人等] ３.0％(都道府県等の教育委員会は２.９％) 

＜障害者雇用納付金制度＞ 

障害のある人を雇用することは事業主が共同して果たしていくべき責任であるとの社会連帯責

任の理念に立って、障害のある人の雇用に伴う事業主間の経済的負担の調整を図るとともに、障害

のある人を雇用する事業主に対して助成、援助を行うことにより、障害のある人の雇用の促進と職

業の安定を図るために設けられた制度です。事業主が納めた障害者雇用納付金を財源として、障害

者雇用調整金等及び各種助成金の支給を行います。 

＜助成金＞ 

障害のある人を雇用するために必要な施設・設備の整備を行う場合、または雇用管理や通勤対策

等を容易にするための措置を行う場合にその費用の一部を事業主に対し助成します。 

〔窓口〕 
名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

独立行政法人 

高齢・障害・求職者雇用支援機構 

福岡支部 高齢・障害者業務課 

〒８１０-００４２ 

福岡市中央区赤坂１－１０－１７ 

しんくみ赤坂ビル６階 

０９２ -７１８ - １３ １０ 

＜０９２ -７１８ - １３ １４＞ 
地下鉄「赤坂」 

 

重度障害者等就労支援特別事業 ○身○知○精  
〔対象者〕 

北九州市の重度訪問介護、同行援護又は行動援護の決定を受けている人で、民間企業に雇用さ
れる人や自営業の人等 

① 民間企業に雇用される方で、１週間の所定労働時間が原則１０時間以上の人。 
ただし、就労継続支援 A 型事業所の利用者は対象となりません。 

② 自営業者等で所得の向上が見込まれる人で、自営等に従事する時間が基本的に１週間のうち 
１０時間以上の人。 

〔内容〕 
重度障害のある人などにヘルパーを派遣し、通勤や職場における支援を行います。 

〔利用者負担〕 
所得に応じて負担上限月額が設定されます。 

〔窓口〕 
各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 



                          - 90 -                           □14  住宅の確保・改造 

14 住宅の確保・改造  
 

障害者居住サポート等事業 者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

賃貸契約による一般住宅への入居を希望していて、連帯保証人がいない等の理由により、入居
が困難な人。 

〔内容〕 
①入居支援 

不動産業者に対する物件探しの依頼や内覧同行等の入居契約手続き支援など 

②関係機関によるサポート体制の調整 
入居する人の生活上の課題に応じて、関係機関から必要な支援を受けるための調整 

※障害者基幹相談支援センターへの相談を通じて受け付けます。 

開館時間 月曜日～金曜日 ９：００～１７：４５ 
閉 館 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市障害者基幹相談支援センター 

〒８０４-００６７ 

戸畑区汐井町１－６ 

（ウェルとばた６階） 

０９３-８６１-３０４５ 

＜０９３-８６１-３０９５＞ 

ＪＲ「戸畑駅」 

バス「戸畑駅」 

ホームページ http://www.shien-c.com 

メールアドレス chiiki@shien-c.com 

 

公営住宅への優遇措置 ○身○知○精  
〔対象者〕 

４級以上の身体障害者手帳をもっている方、Ｂ１以上の療育手帳をもっている方、２級以上の精
神障害者保健福祉手帳をもっている方。 
単身入居する場合は、常時の介護を必要とする方で、居宅において家族の介護、在宅介護サー
ビスなどが受けられない方は入居できません。 

〔内容〕 
市営住宅の入居者募集では、障害のある人を対象とした募集枠を確保しています。 
県営住宅の入居者募集では、抽選の際に、倍率優遇措置として２つの抽選番号を割り当てます。 

〔問合せ〕 

市営住宅の入居者募集は、「市政だより」や、 
北九州市住宅供給公社ホームページ（http://www.jkk-kitakyushu.jp/shiei/）でお知らせ

します。 

募集時期等は、下記の窓口へお問い合わせください。 

〔窓口〕 

■市営住宅に関する窓口   

  門 司 区 役 所      

  小 倉 北 区 役 所 

  小 倉 南 区 役 所 

  若 松 区 役 所 

  八 幡 東 区 役 所 

  八 幡 西 区 役 所 

  戸 畑 区 役 所 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

／市営住宅・市公社住宅相談コーナー 

ＴＥＬ ０９３-３３１-１８８１ 

ＴＥＬ ０９３-５８２-３４８８ 

ＴＥＬ ０９３-９５１-４１１１ 

ＴＥＬ ０９３-７６１-５３２１ 

ＴＥＬ ０９３-６７１-０８０１ 

ＴＥＬ ０９３-６４２-１４４１ 

ＴＥＬ ０９３-８７１-１５０１ 

内線６７１・６７２ 

 

内線６７１・６７２ 

内線６７１・６７２ 

内線６７１・６７２ 

内線６７１・６７２ 

内線６７１・６７２ 

■県営住宅に関する窓口 
福岡県住宅供給公社北九州管理事務所／県営住宅 

 

ＴＥＬ ０９３-６２１-３３００ 
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すこやか住宅改造助成 ○身○知○精○難  
〔対象者〕 

下記①～③のすべてに該当する世帯 

① 日常生活用具給付等事業における住宅改造助成（５０頁）の対象者がいる世帯 

② 移動・排泄・入浴時の状態から住宅改造が必要と認められる対象者がいる世帯 

③ 世帯の生計中心者の前年所得税額が７万円以下の世帯 

〔内容〕 

日常生活を営むのに支障がある在宅の障害のある人及び障害のある子どもの心身の機能に配

慮した仕様に住宅を改造する場合に、その費用の全部または一部を助成します。 

※原則として、一住宅につき１回限りです。 

※改造費の助成は、改造前に相談・申請等を行い、認定を受けた人にしか支給できませんので

ご注意ください。 

〔助成額〕 

助成限度額３０万円と助成対象となる住宅改造費用の額を比較し、低い額に下記の助成率を乗じ

て得た額 

世帯区分 助成率 

生活保護及び市民税が非課税の世帯 １００％ 

前年の所得税額が０円～７０，０００円の世帯 ７５％ 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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移動支援事業 ○身○知○精  
〔対象者〕 

屋外での移動に著しい制限がある重度障害のある人及び重度障害のある子ども 

・重度の下肢・体幹機能障害 

・重度の知的障害 

・重度の精神障害 

地域生活支援事業の支給決定を受けておくことが必要です。 

※障害福祉サービスのうち、「重度訪問介護」「同行援護」「行動援護」「重度障害者等包括支援」

の支給決定を受けている人は利用できません。 

〔内容〕 

社会生活上必要不可欠な外出や余暇活動等の社会参加のための外出の際にガイドヘルパーが

移動を支援します。 

〔利用者負担〕 

所得に応じて負担上限月額が設定されます。ガイドヘルパーの交通費は利用者の負担となりま

す。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

リフトバスの運行 ○身○知○精  （R8.11末までの運用） 
〔対象者〕 

市内に居住する障害のある人や障害のある子どもの参加人員がおおむね１０人以上のグループ

〔内容〕 

原則として市内での研修、レクリエーション等を行う場合に利用できます。 

利用時間 原則として８時間以内 

申請期間 利用する日の属する月の３か月前の１日から１０日までの間に受け付けます。 

※リフトバスの運行に要する有料道路の通行料及び駐車場の使用料等は利用者負担です。 

※申請が重複する場合、抽選を行います。抽選後、空いている日については先着順で予約を 

 受け付けます。 

※令和８年度１２月以降の運用については、市ホームページでお知らせします。 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

車いす対応路線バスの運行 ○身  
〔内容〕 

○ 交通局の路線バスは、全車（小型車両を除く）車いすのままで乗車できるスロープ付車両で、
市営バスの市内路線を網羅する形で運行しております。 

○ スロープ付ではない小型車両については、事前に営業所へ連絡をお願いしており、スロープ
付車両への変更などの代替対応を行っています。 

○ バス車両によって異なりますが、車いすは１台～２台乗車できます。 
○ 車いすでの乗り・降りは、スロープのある扉からとなります。 
○ 車内の車いすスペース（通常は跳上式座席）に車いすを固定します。 
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重度障害者に対するタクシー運賃の一部助成 ○身○知○精  
〔対象者〕 

市民税非課税世帯（4～6 月に申請する場合は前年度市民税非課税世帯）で、市内に住所を有し、

下記①～③のいずれかに該当する在宅の人 

① 視覚障害、肢体不自由の下肢・体幹・移動機能障害及び内部障害者で身体障害者手帳 

１・２級の人（但し、複数の障害の合併により、１・２級となっている人を除く） 

② 療育手帳「Ａ」の人 

③ 精神障害者保健福祉手帳１級の人 

※施設に入所、又は病院に入院している方で退院見込みのない方は助成の対象から除かれます。 

〔内容〕 

在宅の重度の障害のある人が外出等の手段としてタクシーを利用する場合、乗車運賃の一部を

助成します。 

助成回数 

年間最大 48 回まで 

利用方法 

タクシー乗車時に（身体障害者／療育／精神障害者保健福祉）手帳を提示のうえ、 

「重度障害者タクシー利用券」を乗務員に渡してください。 

利用できるタクシー 

北九州タクシー協会加入のタクシー会社及び市と契約したタクシー 

〔窓口〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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福祉有償運送 ○身○知○精○難  
〔対象者〕 

以下のいずれかの要件を満たし、事前に各送迎団体に会員登録する必要があります。（団体に

より利用できる方の条件が異なります） 

① 単独では公共交通機関を利用することが困難な身体障害のある人、要介護者、要支援者 

② その他、精神障害、知的障害、難病等により単独では公共交通機関の利用が難しい方 

〔内容〕 

非営利活動法人（ＮＰＯ）や社会福祉法人等が、（公共交通機関の利用が難しい方を対象に）自

家用車を利用して行っている非営利の送迎サービスです。送迎団体は、運送の条件を整え、北

九州市福祉有償運送運営協議会での協議の後、国土交通大臣により登録された団体です。 
 

団 体 名 運送地域 受付日時・電話番号 備 考  

ＮＰＯ法人 陽気 北九州市内 
０９０-１９２６-１８５９ 

月曜日～土曜日 ８：００～１７：００ 
通院等 

※利用は事前予

約が必要です。 

なお、申込の状況

により、ご利用で

きない場合があ

ります。 

 

 

 

※費用・運送日時

は各団体により

異なります。 

会費等が必要な

団体もあります

ので、必ず事前に

利用条件等をご

確認ください。 

ＮＰＯ法人 好楽会 
北九州市内 

（主に小倉南区、 
小倉北区） 

０９０-５７３８-２４８２ 

月曜日～土曜日 ８：００～１７：００ 

通院・通所(買物

等) 

社会福祉法人 まどか 
北九州市内 

（若松区起点） 

０９３-７７１-１９４５ 

月曜日～金曜日 ９：００～１５：００ 
 

ＮＰＯ法人 

通院介護センター 

さわやか 

北九州市内 

①八幡事業所 

０９３-６１６-８５５８ 

②小倉事業所 

０９３-６４７-３２１０ 

月曜日～金曜日 ９：００～１５：００ 

通院のみ利用で

きます。 

 

ＮＰＯ法人 

北九州あいの会 

北九州市内 
（主に八幡西区、 

八幡東区、戸畑区） 

０９３-６４２-３９２１ 

月曜日～土曜日 ９：００～１７：００ 
 

ＮＰＯ法人 

北九州ひだまりの会 

北九州市内 

（主に八幡西区） 

０９３-６４１-０１３９ 

月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 
 

ＮＰＯ法人 

にこり 
北九州市内 

０８０-３４９７-２０６４ 

月曜日～金曜日 ９：００～１6：００ 

主に医療的ケア

児の利用となり

ます。 

ＮＰＯ法人 

ハッピービー 
北九州市内 

０９３-３８３-０５９５ 

月曜日～土曜日 ８：００～１７：００ 
通院・通所 

ＮＰＯ法人 そよ風 
北九州市内 

（主に小倉北区、 
小倉南区） 

093-776-7675 

月曜日～土曜日 ８：００～１７：００ 
通院・通所 

ＮＰＯ法人 さんぽ 北九州市内 
０７０-５５３７-５９７９ 

月曜日～土曜日 ８：３０～１７：３０ 
通院等 

医療法人 

桜が丘クリニック 

さくらんぼ 

北九州市内 
０９３-６４５-５３８０ 

月曜日～金曜日 ９：００～１７：００ 
通学・通院 

ＮＰＯ法人 光太郎 
北九州市内 
（八幡西区起点） 

093-613-3230 

月曜日～日曜日（水曜日除く） 

９：００～１8：００ 

 

（令和８年４月現在） 
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自動車運転免許取得の助成 者 ○身○知○精  
〔対象者〕 

市内に居住し、身体障害者手帳１～４級、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けてい
る人 ※運転免許の適性については都道府県公安委員会が判断します。 

〔内容〕 

就労などのため第一種普通自動車運転免許を取得する場合に、教習に要する費用の一部として、
５万円を助成します。教習を開始する前に申請が必要です。 

〔窓口〕 
各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

身体障害者用自動車改造費の助成 者 ○身  
〔対象者〕 

市内に居住し、身体障害者手帳１級又は２級の上肢・下肢・体幹機能障害があり（複数の障害の
合併により、１・２級となっている方を除く）、就労のために自分で自動車を所有し、運転する満
１８歳以上の人 
ただし、所得制限があります。 

〔内容〕 
自動車のハンドル、アクセル、ブレーキなどを改造するための費用を、１０万円を限度に助成し
ます。事前の申請が必要です。 

〔窓口〕 
各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

 

駐車禁止除外指定車の標章の交付 ○身○知○精  
〔対象者〕 

身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方のうち、対象とな

る障害区分・級別等に該当する方 

〔内容〕 

標章の交付を受け、標章を車両前面の見やすい箇所に掲げる車両は、道路標識で駐車が禁止さ

れている場所に一時駐車できます。 

※注意事項 

・歩道、交差点内等、法定の駐車や停車が禁止された場所には駐車できません。 

・時間制限駐車区間(パーキング･メーターが設置された場所)では、駐車枠内に駐車しなけれ

ばなりません。 

・標章を他の都道府県で使用する際は、駐車場所によっては駐車違反になる場合がありますの

で、使用する都道府県警察にお問い合わせください。 

・手続きには、添付資料が必要です。要件が具備しているか審査をします。 

必要な添付資料を含む詳細については、住所地を管轄する警察署にお問い合わせください。 

〔窓口〕 
住所地を管轄する警察署 

門 司 〒８０１-０８４１ 北九州市門司区西海岸二丁目３-１３ ＴＥＬ ０９３-３２１-０１１０ 

小 倉 北 〒803-８５６７ 北九州市小倉北区大門一丁目６-１９ ＴＥＬ ０９３-５８３-０１１０ 

小 倉 南 〒８０２-０８１６ 北九州市小倉南区若園五丁目１-６ ＴＥＬ ０９３-９２３-０１１０ 

若 松 〒８０８-００６６ 北九州市若松区くきのうみ中央１-１ ＴＥＬ ０９３-７７１-０１１０ 

八 幡 東 〒８０５-００５３ 北九州市八幡東区大谷一丁目１-１ ＴＥＬ ０９３-６６２-０１１０ 

八 幡 西 〒８０６-００３７ 北九州市八幡西区東王子町２-１ ＴＥＬ ０９３-６４５-０１１０ 

折 尾 〒８０７-０８２４ 北九州市八幡西区光明一丁目６-６ ＴＥＬ ０９３-６９１-０１１０ 

戸 畑 〒８０４-００６７ 北九州市戸畑区汐井町２-１ ＴＥＬ ０９３-８６１-０１１０ 

担当係 交通課（小倉北警察署及び折尾警察署は交通第一課） 
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有料道路の通行料金割引 ○身○知  
〔対象者〕 

① 障害のある人が運転する場合は、身体障害者手帳の交付を受けているすべての人 

② 介護者が運転し、障害のある人が乗車している場合は、第１種の身体障害者手帳又は療育手

帳Ａの交付を受けている人 

 

〔内容〕 

料金を支払う際に、有料道路割引証明を受けた身体障害者手帳又は療育手帳を料金所係員に

呈示し、車両が割引対象車両の要件を満たす場合、通行料金が通常料金の約半額になります。         

割引には事前に申請が必要です。また、手帳に有料道路割引登録シールを貼り付けておく必

要があります。 

ＥＴＣを利用する場合は、上記手続きの他に別途手続きが必要です。 

詳細はＮＥＸＣＯ西日本ホームページ（https://www.w-nexco.co.jp/disabled/）をご確

認ください。 

※障害者割引の適用には有効期限があります。 

※利用時には、事前に手続きを行った身体障害者手帳又は療育手帳を必ず携行してください。 

※違反行為には本割引の停止や割増金の支払いなどの措置がとられることがあります。 

※上記②に該当する場合、「道路介護」と記載されたシールがないと割引が適用になりません。 
 

〔窓口申請〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

必要書類（原則） 

① 障害のある人の身体障害者手帳又は療育手帳 

② 車検証又は軽自動車届出済証 

③ 本人運転の場合は、運転免許証 

④ ＥＴＣ利用の場合は、ＥＴＣカード（障害のある人の名義）・ＥＴＣ車載器セットアップ 

申込書及び証明書 
※各種書類等については原本を呈示してください。 
※手続きの内容によって必要書類が異なります。詳しくはご案内冊子をご確認ください。 
 

〔オンライン申請〕 

自家用車を事前登録のうえＥＴＣ利用申請される方限定です。 

詳しくは、ＮＥＸＣＯ西日本ホームページ（https://www.w-nexco.co.jp/disabled/）をご確 

認ください。 

 

＜問合せ先＞ 

西日本高速道路株式会社 九州支社 
ＴＥＬ ０９２－２６０－６１１１（営業時間：平日９時～１２時、１３時～１７時２５分） 

福岡北九州高速道路公社 北九州事務所 
ＴＥＬ ０９３－９２２－６８１１ 

＜ＥＴＣ利用の登録状況等に関する問合せ先＞ 

有料道路ＥＴＣ割引登録係 
ＴＥＬ ０４５－４７７－１２３３（受付時間：平日９時～１７時） 
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ふくおか・まごころ駐車場制度 ○身○知○精○難  
〔対象者〕 

① 障害のある人 

○身体障害 身体障害者手帳を持ち、次の等級以上の人 

▼視覚障害４級以上 ▼聴覚障害３級以上     ▼平衡機能障害５級以上 

▼上肢機能障害２級以上 ▼下肢機能障害６級以上     ▼移動機能障害６級以上 

▼体幹機能障害５級以上 ▼内部機能障害４級以上 

○知的障害 療育手帳「Ａ」の人 

○精神障害 精神障害者保健福祉手帳１級の人 

② 高齢者等 介護保険要介護１以上の人 

③ 難病患者 特定医療費(指定難病)受給者（小児慢性特定疾病医療受給者も含む） 

④ 妊産婦 妊娠７か月から産後３か月の人 

（ただし、多胎児妊娠の場合は、妊娠７か月から産後１８か月） 

⑤ けが人 けがで車いすなどを使用している人 

〔内容〕 

商業施設や公共施設などの障害者等用駐車場のうち登録された駐車場を、障害のある人や介護

が必要な高齢者、妊産婦などの人々が安心して利用できるための制度です。同制度に登録され

た駐車場の利用には、利用証が必要です（車内の見えやすい場所に掲示します）。 

利用証申請と交付 

利用証は、対象となる人が運転又は同乗されている場合に利用できます。利用証の取得には

本人か代理人による申請が必要です。 

※福岡県障がい福祉課（〒８１２-８５７７ 福岡市博多区東公園７-７ ＴＥＬ ０９２-６４３-３２６４）

への郵送もしくは電子申請も可 

申請に必要なもの 

▼ 障害のある人＝各種手帳（車いすを使用し、自ら運転する人は運転免許証） 

▼ 高齢者等＝介護保険被保険者証 

▼ 難病患者＝特定医療費(指定難病)受給者証又は小児慢性特定疾病医療受診券 

▼ 妊産婦＝母子健康手帳 

▼ けが人＝診断書（車いすなどの補装具等の使用期間と歩行困難な期間の明記が必要） 

及び身分証明書（自ら運転する人は運転免許証） 

※代理人申請の場合は、あわせて代理人の身分証明書が必要 

利用できる施設 

県と協定を締結した商業施設や公共施設等 

※申請書の様式やふくおか・まごころ駐車場登録施設の一覧は県のホームページに掲載。 

httpｓ://www.pref.fukuoka.lg.jp/contents/fukuokamagokorochusyazyou.html 

※利用証は利用を保障するものではありません。台数が限られている場合は駐車できないこと

もありますのでご了承ください。 

※利用証は全国で同様の制度を実施している他府県の対象駐車場でも相互利用することがで

きます。相互利用可能な自治体の詳細は、上記県のホームページ又は福岡県障がい福祉課 

（TＥＬ ０９２-６４３-３２６４）にお問い合わせください。 

〔窓口〕 

住所地の各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 
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市営駐車場等の駐車料金の割引 ○身○知○精  
〔対象者〕 

次のいずれかに該当する方  

① 身体障害者手帳の所持者で車を運転、又は同乗される方 

② 療育手帳の所持者で車を運転、又は同乗される方 

③ 精神障害者保健福祉手帳の所持者で車を運転、又は同乗される方 

④ 特定医療費（指定難病）受給者証及び特定疾患医療受給者証の所持者で車を運転、又は同

乗される方（総合保健福祉センター（アシスト２１））に限る。） 

〔内容〕 

上記の普通自動車（軽自動車も含む）について、次の市営駐車場等の普通駐車料金が５割引に

なります。（１０円未満の端数は切り上げ） 

名 称 所 在 地 電話番号 

※ 市営 九州鉄道記念館西駐車場 門司区清滝二丁目３番 ０９３-３３１-１８８４ 

市営 天神島駐車場 小倉北区古船場町１-２７ ０９３-５３１-０７１３ 

市営 勝山公園地下駐車場 小倉北区城内１ ０９３-５８２-３８６６ 

市営 黒崎駅西駐車場 八幡西区黒崎三丁目１５-３（コムシティ横） ０９３-６４５-９５３０ 

※北九州市立男女共同参画センター・ムーブ駐車場 小倉北区大手町１１-４ ０９３-５８３-３９３９ 

ＡＩＭ（アジア太平洋インポートマート）地下駐車場 小倉北区浅野三丁目８-１ ０９３-５４１-５９３１ 

※総合保健福祉センター（アシスト２１）駐車場 小倉北区馬借一丁目７-１ ０９３-５２２-5721 

国際村交流センター駐車場 八幡東区平野一丁目１-１ ０９３-６６１-２３７０ 

※レインボープラザ駐車場 八幡東区中央二丁目１-１ ０９３-６６１-７３３４ 

※ウェルとばた駐車場 戸畑区汐井町１-６ ０９３-８７１-７２００ 

※黒崎ひびしんホール駐車場 八幡西区岸の浦二丁目１-１ ０９３-６２１-４５６６ 

※小倉南図書館駐車場 小倉南区若園四丁目１-６０ ０９３-９５２-４５１１ 

※八幡図書館駐車場 八幡東区尾倉二丁目６-１ ０９３-６７１-１１２３ 

※八幡西図書館駐車場 八幡西区岸の浦二丁目２-１ ０９３-６４２-１１８６ 

いのちのたび博物館駐車場 八幡東区東田二丁目４-１ ０９３-６８１-１０１１ 

〔手続き〕 
割引対象者は、上記の市営駐車場等をご利用の際、各種障害者手帳もしくは障害者手帳アプリ
「ミライロＩＤ」の手帳画面を提示してください。 
料金精算時に割引をいたします。 
駐車場入口に駐車場係員がいる場合、各種障害者手帳を提示し、係員の指示する場所に駐車し
てください。（入庫前手続きは不要） 
※市営九州鉄道記念館西駐車場をご利用の場合は、駐車料金の精算前に九州鉄道記念館西ゲートに手帳と駐車券を

提示してください。なお、無人駐車場のため、九州鉄道記念館開館時間（休館日を除く日の午前９時～午後５時）

以外は対応できません。上記表中の電話番号は、管理者である門司区役所まちづくり整備課のもの。 

※北九州市立男女共同参画センター・ムーブ駐車場をご利用の場合は、３階受付窓口、１階図書・情報室又は１階防

災センターに手帳と駐車券を提示し、駐車場出口で割引料金をお支払いください。 

※総合保健福祉センター（アシスト２１）駐車場をご利用の場合（ただし、当施設の利用者に限る。）は、お帰りの

際に１階中央監視室に手帳又は受給者証と駐車券を提示してください。 

※レインボープラザ駐車場をご利用の場合は、お帰りの際に２階管理事務室に手帳と駐車券を提示してください。 

※ウェルとばた駐車場をご利用の場合は、お帰りの際に１階エレベーターホール横の防災センター（警備員控室）

又は２階総合案内窓口に手帳と駐車券を提示してください。 

※黒崎ひびしんホール駐車場をご利用の場合は、お帰りの際に１階受付に手帳と駐車券を提示してください。 

※小倉南図書館駐車場、八幡図書館駐車場、八幡西図書館駐車場、いのちのたび博物館駐車場をご利用の場合は、

お帰りの際にカウンターに手帳と駐車券を提示してください。 
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市営自転車駐車場の料金割引 ○身○知○精  
〔対象者〕 

① 身体障害者手帳の所持者 

② 療育手帳の所持者 

③ 精神障害者保健福祉手帳の所持者 

〔内容〕 

自転車とバイクについて駐輪料金が５割引になります。 

名 称 所 在 地  電話番号 

門司駅前自転車駐車場  門司区中町２ ０９３-３７１-７５４４ 

門司港駅前自転車駐車場  門司区西海岸一丁目６ ０９３-３３１-００４４ 

小倉駅北口自転車駐車場  小倉北区浅野一丁目２ ０９３-５３１-２３１０ 

小倉駅南口自転車駐車場  小倉北区浅野一丁目１ ０９３-５３１-２３１１ 

西小倉駅前自転車駐車場  小倉北区室町三丁目２ ０９３-５８２-６２３４ 

南小倉駅前自転車駐車場 
南 小倉北区弁天町５ ０９３-５９１-６０２６ 

北 小倉北区木町三丁目１１ ０９３-５９１-６０２４ 

徳力嵐山口自転車駐車場  小倉南区徳力六丁目９ ０９３-９６３-４２１１ 

下曽根駅北口自転車駐車場  小倉南区下曽根三丁目１ ０９３-４７２-７２４１ 

下曽根駅南口自転車駐車場  小倉南区下曽根新町１３ ０９３-４７５-２９９７ 

朽網駅前自転車駐車場 
西 小倉南区朽網東一丁目１ ０９３-４７２-６８８３ 

東 小倉南区朽網西一丁目２１  

八幡駅前自転車駐車場  八幡東区西本町三丁目５ ０９３-６６２-４７７５ 

折尾駅北自転車駐車場  八幡西区折尾二丁目１ ０９３-６９３-７８６０ 

折尾駅東自転車駐車場  八幡西区中須二丁目１１ ０９３-６９２-０５８１ 

黒崎駅前自転車駐車場  八幡西区黒崎三丁目７ ０９３-６４１-２０２８ 

九州工大前駅前自転車駐車場  戸畑区中原西一丁目１２ ０９３-８８１-８８４４ 

戸畑駅前自転車駐車場  戸畑区汐井町１-６ ０９３-８６１-１１２１ 

〔手続き〕 

令和８年度中に、順次、各自転車駐車場に自動入出庫機器を導入し、９月下旬に工事が完了す

る予定です。 

（１）自動入出庫機器導入前の自転車駐車場 

料金支払前に、自転車駐車場係員に手帳を提示し、割引を受けてください。 

（２）自動入出庫機器導入後の自転車駐車場 

料金支払後に、領収書と一緒に自転車駐車場係員に手帳を掲示し、割引を受けてください。 

※スマートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」など、公的認証された障害者情報

を活用したスマートフォンのアプリケーションは、手帳に代わるものとして使用できます。 

スマートフォンの電池切れや故障により画面が表示できない場合は、障害者手帳（身体障

害者手帳又は療育手帳若しくは精神障害者保健福祉手帳）をご提示いただく必要がありま

す。 
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エレベーター自動運転システムの導入 

ＪＲ駅やモノレール停留場に接続する立体横断施設での上下移動のバリアを解消するため、特に

利用者の多い主要駅やモノレール停留場等にエレベーター自動運転システムを導入しています。 

 
エレベーター自動運転システム導入箇所一覧表 

Ｎｏ． 導 入 箇 所 箇所数 Ｎｏ． 導 入 箇 所 箇所数 

１ 門司駅南北公共連絡通路 ２ １６ モノレール競馬場前停留場 ２ 

２ 吉志複合公共施設連絡通路 ２ １７ モノレール守恒停留場 ２ 

３ 
小倉駅小倉城口ペデストリアンデッキ 

(西側エレベーター) 
１ １８ モノレール徳力公団前停留場 ２ 

４ あさの汐風公園歩道橋 １ １９ モノレール徳力嵐山口停留場 ２ 

５ スタジアム前歩道橋 １ ２０ モノレール志井停留場 ２ 

６ 西小倉駅前南北公共連絡通路 １ ２１ モノレール企救丘停留場 ２ 

７ 
医療センター前歩道橋 
(市立総合福祉センター前、市立医療センター前) 

２ ２２ 東田大通り歩道橋 ２ 

８ モノレール三萩野停留場 ２ ２３ スペースワールド通り歩道橋及び地下通路 ３ 

９ モノレール片野停留場 ２ ２４ 八幡駅東田方面連絡通路 １ 

１０ 城野駅南北公共連絡通路 3 ２５ 
黒崎駅前ペデストリアンデッキ 
(駐車場含) 

３ 

１１ 安部山公園駅北側歩道部 １ ２６ 黒崎東(藤田)歩道橋 ２ 

１２ 下曽根駅南北公共連絡通路 ２ ２７ 本城駅公共連絡通路 ２ 

１３ 朽網駅公共連絡通路 ２ ２８ 陣原駅歩道橋 ２ 

１４ モノレール城野停留場 １ ２９ 
戸畑駅周辺歩道橋 
(ウェルとばた前歩道橋、中央通り歩道橋) 

６ 

１５ モノレール北方停留場 ２ ３０ 九工大前駅歩道橋 ２ 

 
白杖を持った視覚障害のある人が
エレベーター入口前に接近 

白杖のマグネット磁気を入口に埋
め込んだセンサーが感知 

音声案内とともにドアが自動的に
開く 

カゴの中に入るとドアが自動的に
閉じる 

音声案内が流れ、ボタンを押さな
くても自動的に移動 

到着後、音声案内が流れドアが自
動的に開く 
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ハート・プラスマークの配布 ○身○難  

〔内容〕 

「ハート・プラスマーク」とは心臓や呼吸器、腎臓、膀胱、腸、免疫、肝臓機能など、身体内

部に障害があることを示すマークです。 

身体内部に障害のある人に、名刺サイズの「ハート・プラスマーク」カードや、直径３ｃｍの 

「ハート・プラスマーク」バッジを配布しています。 

〔配布場所〕 

各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

各出張所 

〔問合せ〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

 

ヘルプマーク・ヘルプカードの配布 

〔対象者〕 

  聴覚障害、視覚障害、内部障害などを含む身体障害や知的障害、精神障害、発達障害、難病又は 

  妊娠初期の人など、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている人 

〔内容〕 

「ヘルプマーク」とは、外見から分からなくても援助や配慮を必要としている人が、周囲の人に

配慮を必要としていることを知らせることで、援助を得やすくなるよう作成されたマークです。

北九州市では、障害の特性や具体的な支援内容をあらかじめ記入できるストラップ型の 

「ヘルプマーク」や、より詳しい内容を記入できる「ヘルプカード」を配布しています。 

 

 

<ホームページ> 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/17600437.html 

〔配布場所〕 

ヘルプマーク  下記の問合せ先へお問い合わせください 

ヘルプカード 各区役所 高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

各出張所 

〔問合せ〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

 

（ホームページ QR コード） 
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運賃割引 ○身○知○精  

以下の運賃割引の表中、割引の対象となる障害の区分のことばの意味は次のとおりです。 

なお、「第一種身体障害者」と「第一種知的障害者」、「第一種精神障害者」を合わせて「第一種

障害者」、「第二種身体障害者」と「第二種知的障害者」、「第一種精神障害者」を合わせて「第二種

障害者」と呼んでいます。 

第一種身体障害者 

視覚１～３級、４級の１、聴覚２～３級、上肢不自由１級、２級の１・２ 

下肢不自由１～２級、３級の１、体幹不自由１～３級 

乳幼児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害〔上肢機能障害１～２級（１上肢

のみは除く）、移動機能障害１～３級（１下肢のみは除く）〕 

ぼうこう又は直腸機能障害４級を除く内部障害 ※ 

なお、上記以外の等級であっても身体障害者総合等級１級の場合は、第一種身体障害者

として取り扱います。 

第二種身体障害者 第一種以外の身体障害者 ※ 

  

第一種知的障害者 療育手帳「Ａ」※ 

第二種知的障害者 療育手帳「Ｂ」※ 

  

第１種精神障害者 精神障害者保健福祉手帳１級 

第２種精神障害者 精神障害者保健福祉手帳２級・３級 

※旅客鉄道株式会社（等）旅客運賃減額欄に「第一種」又は「第二種」の証明がなされていなけれ

ば割引の対象とすることができません。 

以下の割引等は各会社で取扱いが定められているため、運賃割引の詳細は各社にお尋ねください。 
 

■ＪＲ  問合せ先：ＪＲ九州案内センター ＴＥＬ ０５７０-０４-１７１７（9：00～17：30）  

種別 割引対象 乗車券類種別 割引率 距離制限等 注意事項 

身

体

障

害

者

・

知

的

障

害

者

・

精

神

障

害

者 
第

１
種 

本人単独 普通乗車券 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５割引 

１０１ｋｍ以上 
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳のいずれかを呈示 

本人と介護者 

普通乗車券 

回数乗車券 

普通急行券 

定期乗車券 

なし 

本人と介護者が同時に同区間、同種類の乗

車券類を購入及び利用する場合に限る。 

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳のいずれかを呈示 

・介護者は１人のみ 

・小児定期の割引なし 

・介護者が通学定期の資格者であっても通

勤定期を発売 

第

２
種 

本人単独 普通乗車券 １０１ｋｍ以上 
・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳のいずれかを呈示 

本人と介護者 

（本人が１２歳未満の場

合のみ） 

定期乗車券  なし 

本人と介護者が同時に同区間、同種類の乗

車券類を利用する場合に限る。 

・身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳のいずれかを呈示 

・介護者は１人のみ 

・小児定期の割引なし 

・介護者が通学定期の資格者であっても通

勤定期を発売 

JR ジパング倶楽部特別会員制度（対象:身体障害者手帳の交付を受けている男性 満６０歳以上・女性 満５５歳以上）もあります。 

JR ジパング倶楽部特別会員の問合せ及び手続きは、公益財団法人北九州市身体障害者福祉協会(０９３-８８３-５５５５）へ 
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■西鉄バス北九州  問合せ先：西鉄お客さまセンター ＴＥＬ ０５0-3616-2150  

 

種 別 
身体・知的障害者の第一種及び 

精神障害者の１級 
身体・知的障害者の第二種及び 

精神障害者の２級又は３級 

割引率 割引条件 手 帳 保 有 者 小児（１２歳未満） 大人（１２歳以上） 小児（１２歳未満） 大人（１２歳以上） 

対 象 本人 介護者 本人 介護者 本人 介護者 本人 介護者 

割
引
の
有
無 

乗 車 券 

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 
当該運賃の 

５割引 

購入時に手帳呈示 

現 金 降車時に手帳呈示 

ｎ ｉ ｍ ｏ ｃ ａ 購入時に手帳呈示 

定 期 券 × 
○ 

大人通勤 
に限る 

○ 
○ 

大人通勤 
に限る 

× 
○ 

大人通勤 
に限る 

○ × 
当該定期旅客 
運賃の５割引 

購入時に手帳呈示 

主
な
注
意
事
項 

① 小児定期券については、障害者割引はありません。 
② 身体障害者の方が６才未満の場合、身体障害者の乗車券（現金乗車を含む）を購入（使用）する時に限り、 

介護者の方についても割引が適用できます。 
③ 障害のある人１名に対し、介護者は１名まで割り引きます。 
④ 介護者が通学定期券の使用資格者（例：介護者が高校生）であっても介護者に対して通学定期券は発売しませ

ん。 
⑤ グランドパス６５、グランドパス 7５、北九州都市圏一日フリー乗車券北九州オープントップバスについては、

障害者割引はありません。 
⑥ 北九州エリアが乗り放題となる定期券「得パス」、「学生得パス」は発売価格の半額となります。 
⑦ ｎｉｍｏｃａは各営業所及び定期券発売所にて、ｎｉｍｏｃａ（障害者用）として発行します。 
⑧ ＩＣカード普通乗車券、現金の場合、計算上生じた端数は、１０円単位に切り上げます。 
⑨ 定期券の場合、計算上生じた端数は四捨五入して１０円単位にいたします。 
⑩ マイナポータルと連携したミライロＩＤアプリのご提示でも割引可。（但し、マイナポータルと連携していない、

スマートフォンの不具合等で画面の提示ができない等の場合は手帳をご提示下さい。） 

■筑豊電鉄  問合せ先：筑豊電気鉄道株式会社 ＴＥＬ ０９３-６１９-３０７７  

 

種 別 
身体・知的障害者の第一種及び 

精神障害者の１級 
身体・知的障害者の第二種及び 

精神障害者の２級又は３級 

割引率 割引条件 手 帳 保 有 者 小児（１２歳未満） 大人（１２歳以上） 小児（１２歳未満） 大人（１２歳以上） 

対 象 本人 介護者 本人 介護者 本人 介護者 本人 介護者 

割
引
の
有
無 

現 金 

○ ○ ○ ○ ○ × ○ × 
当該普通旅客 

運賃の５割引 

降車時に手帳呈示 

普 通 乗 車 券 購入時に手帳呈示 

n i m o c a 購入時に手帳呈示 

定 期 乗 車 券 × 
○ 

大人通勤 
のみ発売 

○ 
○ 

大人通勤 
のみ発売 

× 
○ 

大人通勤 
のみ発売 

× × 
当該定期旅客 
運賃の５割引 

購入時に手帳呈示 

主
な
注
意
事
項 

① 各種割引乗車券を購入及び降車の際には、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳のいずれかを
ご呈示ください。 

② 障害のある人１名に対し、介護者は１名まで割り引きます。 
③ 小児定期乗車券については、障害者割引はありません。 
④ 介護者が通学定期券の使用資格者であっても、介護者に対して通学定期券は発売いたしません。通勤定期券を

発売します。 
⑤ 介護者が割引定期乗車券をお求めの場合、障害のある人と同一期間・区間の定期乗車券を同時に購入いただき

ます。 
⑥ 自動的に割引運賃にて精算されるｎｉｍｏｃａ（障害者用）を定期券うりばで発行しています。 
   ※ｎｉｍｏｃａ（障害者用）の有効期限は次回の誕生日までです。（初回購入時に限り次々回の誕生日までです。） 
⑦ ちくタクきっぷについては障害者割引はありません。 

スマートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」など、公的認証された障害者情報を活用したスマート 
フォンアプリケーションは、手帳に代わるものとして使用できます。 

⑧ その他、ご不明な点がございましたら、筑豊電気鉄道株式会社（093-619-3077）へお問い合わせください。 
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■市営バス  問合せ先：交通局総務経営課 ＴＥＬ ０９３-７７１-８４０１  

割 引 の 対 象 種 類 割 引 率 手 続 き 等 

身体障害者手帳１～４級、療
育手帳、精神障害者保健福
祉手帳をもっている方が
単独で利用する場合 

     
本人のみ無料 

（「福祉優待乗車証」 

の場合のみ） 

〇令和４年６月 1 日から交通系 IC カード
「nimoca」で交付しています。 

○各種障害者手帳及びデポジット代金５００円を
持参し、交通局のＮＣ若松商連案内所、折尾駅
前案内所、二島案内所、若松営業所及び向田
営業所で「福祉優待乗車証」又は「介護人付
福祉優待乗車証」の交付を受けてください。 

○バス乗車時及び降車時に「福祉優待乗車証」
又は「介護人付福祉優待乗車証」を読み取り
機にタッチすれば、市営バス全区間を無料で
乗車できます。 

身体障害者手帳第 １種の
方、療育手帳Ａ判定の方及
び精神障害者保健福祉手
帳１級の方と介護人が同伴
で利用する場合 

     

本人・介護人１人無料 
（「介護人付 

福祉優待乗車証」 

の場合のみ） 

福祉優待乗車証をお持ち
でない方で、身体障害者手
帳、療育手帳、精神障害者
保健福祉手帳を持ってい
る方が利用する場合 

普 通 運 賃 

定期乗車券 

本人のみ５割引 
（身体障害者手帳第１種、 

療育手帳Ａ判定及び精神障

害者保健福祉手帳１級の方

は介護人１人も５割引） 

○バス降車時に各種障害者手帳を呈示して、普
通運賃の５割引の金額を払ってください。（１０
円未満切上げ） 

○窓口に各種障害者手帳を呈示して、定期乗車
券を購入してください。 

※「福祉優待乗車証」及び「介護人付福祉優待乗車証」の交付は北九州市民に限ります。また、スマートフォン向け障
害者手帳アプリ「ミライロ ID」など、公的認証された障害者情報を活用したスマートフォンのアプリケーションは、
手帳に代わるものとして使用できます。 

※通学小児定期旅客運賃及び持参人式定期旅客運賃並びに通学小児学期定期旅客運賃については、障害者割引はありま
せん。 

■市営渡船  問合せ先：産業経済局渡船事業所 ＴＥＬ ０９３-８６１-０９６１  

割 引 の 対 象 種 類 割 引 率 手 続 き 等 

〔常時乗船する場合〕 
身体障害者手帳、療育手帳又は
精神障害者保健福祉手帳をもっ
ている方が単独又は介護人と同
伴で利用する場合 

特別乗船定期券 
本人・介護人 

とも無料 

○施設等より特別乗船定期券交付申請書に所定事項
の証明を受けて、渡船事業所へ申請し、特別乗船
定期券の交付を受けてください。乗船の際は、改
札口で呈示してください。 
手数料３００円 

○介護人は１人のみ適用 

〔時々乗船する場合〕 
身体障害者手帳、療育手帳又は
精神障害者保健福祉手帳をもっ
ている方で特別乗船定期券の交
付を受けていない方が単独又は
介護人と同伴で利用する場合 

普通運賃 
本人・介護人 
とも５割引 

○改札口で身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害

者保健福祉手帳、もしくは障害者手帳アプリ「ミ

ライロＩＤ」の手帳情報画面を呈示して、通常料金

の５割引の額を払ってください。（10 円未満切上

げ） 

○介護人は１人のみ適用 

 

■ＪＲバス   問合せ先：ＪＲ九州バス株式会社 ＴＥＬ ０９２-６４２-８１２１  

種 類 割引率 割 引 の 対 象 

身体障害者割引 
普 通 ５割引 

第一種身体障害者及び第一種身体障害者以外の身体障害者が単独又は介護人
とともに乗車する場合。 
対象：本人及び介護人。身体障害者手帳の呈示 

定 期 ３割引 
身体障害者が単独又は介護人とともに乗車する場合。 
対象：本人及び介護人。介護人に対する定期券の割引は、通勤定期に限る。 

知的障害者割引 
普 通 ５割引 

第一種知的障害者及び第一種知的障害者以外の知的障害者が単独又は介護人
とともに乗車する場合。 
対象：本人及び介護人。療育手帳の呈示 

定 期 ３割引 
知的障害者が単独又は介護人とともに乗車する場合。 
対象：本人及び介護人。介護人に対する定期券の割引は、通勤定期に限る。 

精神障害者割引 

普 通 ５割引 
精神障害者 1 級及び精神障害者 1 級以外の精神障害者が単独又は介護人とと
もに乗車する場合。 
対象:本人及び介護人(３級の介護人を除く)。精神障害者保健福祉手帳の呈示 

定 期 ３割引 
精神障害者が単独又は介護人とともに乗車する場合。 
対象:本人及び介護人(３級の介護人を除く)。介護人に対する定期券の割引
は、通勤定期に限る。 

※高速バスの場合は割引が異なります。上記の割引は一般路線バスのみ適用です。 
 スマートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロＩＤ」など、公的認証された障害者情報を活用したスマートフォンの

アプリケーションは、手帳に代わるものとして使用できます。 
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■北九州モノレール  問合せ先：北九州高速鉄道株式会社 ＴＥＬ ０９３-９６１-０１０１  

 
 割 引 の 対 象 種 類 割 引 率 割 引 特 記 事 項 手 続 き 

第
一
種
障
害 

本 人 

普 通 乗 車 券  

定 期 乗 車 券  

５割引 ○小児定期乗車券の割引なし 

窓口に身体障害者

手帳又は療育手帳

を呈示して購入し

てください。 

介 護 者 
（障害のある人と 

同伴の場合） 
５割引 

○介護者は身体障害のある人
の場合２人まで、知的障害の
ある人の場合１人のみ適用 

第
二
種
障
害 

本 人 
普 通 乗 車 券  

定 期 乗 車 券  
５割引 ○小児定期乗車券の割引なし 

介 護 者 
（障害のある人と 

同伴の場合） 
定 期 乗 車 券  ５割引 

○１２歳未満の障害のある人の
介護者１人のみ適用 

 
 割 引 の 対 象 種 類 割 引 率 割 引 特 記 事 項 手 続 き 

精
神
障
害 

 
(

１
級)

 

本 人 
普 通 乗 車 券  
定 期 乗 車 券  

５割引 ○小児定期乗車券の割引なし 

窓口に精神障害者

保健福祉手帳を呈

示して購入してく

ださい。 

介 護 者 
（障害のある人と 

同伴の場合） 

普 通 乗 車 券  
定 期 乗 車 券  

５割引 ○介護者は１人のみ適用 

精
神
障
害 

 

(

２
級
・
３
級)

 

本 人 
普 通 乗 車 券  
定 期 乗 車 券  

５割引 ○小児定期乗車券の割引なし 

介 護 者 
（障害のある人と 

同伴の場合） 
定 期 乗 車 券  ５割引 

○１２歳未満の障害のある人の
介護者１人のみ適用 

 

■タクシー  問合せ先：北九州タクシー協会 ＴＥＬ ０９３-５５１-６７８４  

割 引 の 対 象 種 類 割 引 率 利 用 方 法 

身体障害者手帳、療育手

帳または精神障害者保

健福祉手帳を所持する

方が乗車する場合 

タ ク シ ー 運 賃 
メーター表示額 

から１割引 
乗務員に手帳を呈示してください。 

 

■国内航空   ご利用の航空会社にお問い合わせください。 

 
問合せ先 日本航空 ＴＥＬ ０５７０-０２５-０22 スターフライヤー TEL ０５７０-０７-３２００ 

全 日 空 TEL ０５７０-０２９-２２２ 

 

■フェリー  ご利用のフェリー会社にお問い合わせください。 
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16 余暇の活用  
 

障害児親子レクリエーション 児 ○身  
〔対象者〕 

身体障害（肢体不自由）のある子どもとその保護者 

〔内容〕 

交流や話し合いの場として、レクリエーションや研修会などを行っています。 

〔窓口〕 

社会福祉法人北九州あゆみの会 ＴＥＬ ０９３-８８１-６８１８ ＦＡＸ ０９３-８８１-６８７０ 
 

レクリエーションキャンプ ○身  
〔対象者〕 

１５歳以上の在宅の肢体不自由のある人 

〔内容〕 

集団生活を通じてのレクリエーション活動を行います。 

実施日程は「市政だより」でお知らせします。 

〔問合せ〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３ 
 
 

教養・趣味の講座 
〔対象者〕 

各種障害のある人 

〔内容〕 

東部障害者福祉会館と西部障害者福祉会館では、障害のある人のための各種講座を開催してい

ます。料金は無料（ただし材料費は実費負担）です。 

講座の内容、実施時期などは「市政だより」でお知らせします。 

〔窓口〕 

東部障害者福祉会館、西部障害者福祉会館（１６頁） 
 
 

障害者スポーツ大会 ○身○知○精  
障害のある人の健康維持、体力の向上等を図るとともに、社会参加を促進することを目的とし

て毎年５月下旬ごろ北九州市障害者スポーツ大会を開催しています。この大会は毎年国体開催県

で開かれる全国障害者スポーツ大会の予選も兼ねています。 

大会日時や申し込みについては「市政だより」でお知らせします。 

〔問合せ〕 

北九州市障害者スポーツ協会 ＴＥＬ ０９３－３８３－２１１５ 
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アビリンピック福岡（福岡県障がい者技能競技大会）○身○知○精  
〔対象者〕 

障害のある人（一部競技種目に障害種別の制限があります）で１５歳以上の方 

〔内容〕 

この大会は、障害のある方が日ごろ培った技能を互いに競い合うことにより、その職業能力の
向上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障害者雇用に対する理解と認識を深め、雇用の
促進を図ることを目的として開催しております。 

 
大会日程・会場・種目等の詳細は、福岡支部ホームページをご参照ください。 
https://www.jeed.go.jp/location/shibu/fukuoka/index.html 

〔窓口〕 

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構福岡支部 高齢･障害者業務課 

ＴＥＬ ０９２－７１８－１３１０ 
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北九州市障害者スポーツセンター「アレアス」○身○知○精○難  
障害のある人の健康維持、体力の向上等を目的として設置された施設です。障害のある人及び

その介護者１人までは無料です（プログラム受講料を除く）。障害のある人が専用で利用できる時

間帯も設けています。 

〔内容〕 

（１）開館時間 ９：００～２１：００ 

（２）休館日 毎週火曜日（その日が休日の場合は翌日）及び年末年始 

（３）障害者専用利用時間帯 毎週木曜日１２：００～ ２１：００ 及び 

 毎週土曜日 ９：００～ １２：００ 及び 

毎週日曜日 ９：００ ～ １２：００ 

（４）施設概要 

 施 設 名 利 用 内 容  

１ 

 

階 

スタジオ１ エアロビクスやヨガなど、様々な運動が可能です。 

講師を招いての各種プログラムも実施しています。 スタジオ２ 

トレーニング室 
各種トレーニングマシンを設置しています。 

視覚に障害のある人や車椅子を使用する方も利用できます。 

屋内温水プール 

（２５ｍ×５コース） 

歩行専用コースも設けています。 

水中運動プログラムや障害者水泳教室等も実施しています。 

赤ちゃんルーム 授乳やオムツ替えを行うことができます。 

２ 

 

階 

卓球室 卓球台を６台設置しています。 

視覚障害者専用卓球室 防音仕様の専用室が２部屋あります。 

会議室（３室） 

会議室１（６６ｍ２）と会議室２（１５８ｍ２）は一体使用が可能です。 

会議室３（５０ｍ２）は和室仕様です。各種の講演会、講習会から、趣味・

教養の講座、イベント会場などに利用できます。 

多目的室 
障害者グループの多様な活動場所として利用できます。また、一般市民

への貸出しも行います。 

相談室 障害のある人のスポーツ活動や健康づくりに関する相談を行います。 

美術活動室 障害のある人の美術活動や作品展示等に貸し出します。 

団体連絡室 ボランティア等の交流場所として利用できます。 

談話・休憩コーナー 椅子などのある談話・休憩コーナーがあります。 

３ 

階 
体育館（１，０４５ｍ２） 

バスケットボールコート１面（バレーボールコート２面）の広さがあり、

各種スポーツ活動等に利用できます。 

 

（５）事業概要 

障害のある人に、幅広いニーズに応じてスポーツを楽しんでいただくとともに、各種の

スポーツ教室やスポーツ大会、指導員や支援ボランティア育成のための研修会、地域交流

イベント等も実施しています。 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北九州市 

障害者スポーツセンター「アレアス」 

〒８０２-００６１ 

小倉北区三郎丸三丁目 

４-１ 

０９３-９２２-００２６ 

＜０９３-９２２-００４１＞ 

モノレール「香春口三萩野駅」 

西鉄バス「北九州市民球場前」 
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中央図書館郵送貸出制度 ○身○知  
〔対象者〕 

北九州市内に居住する在宅の人で、次のいずれかに該当し、来館が困難な人 
① 身体障害者手帳の交付を受け、視覚障害は１級から６級まで、視覚以外の障害は１級から３級

までと認定されている人 
② 戦傷病者手帳の交付を受け、外部機能障害の特別項症から第２項症まで、又は、内臓機能障

害の特別項症から第３項症までと認定されている人 
③ 療育手帳の交付を受け、障害の程度の判定がＡと認定されている人 

〔内容〕 
① 貸出点数と貸出期間 

図書・雑誌     一人１０冊まで。 １か月以内。 
録音図書（オーディオブック、デイジー図書） 各種一人２点まで。２週間以内。 

 ※ただし、郵送時の総重量が３㎏以内の点数とする。また、視覚障害４級から６級までは録   
音図書（オーディオブック、デイジー図書）のみ郵送貸出可。 

②郵送料 無料（図書館で負担） 
〔窓口〕 

中央図書館奉仕課 ＴＥＬ ０９３－５７１－１４８１ ＦＡＸ ０９３－５７１－１４８４ 

公共施設使用料の減免 ○身○知○精  
〔対象者〕 

① 身体障害者手帳をもっている方 
及び身体障害者手帳１～４級の方が使用する場合その介護の方１人 

② 療育手帳をもっている方及びその介護の方１人 
③ 精神障害者保健福祉手帳をもっている方及びその介護の方１人 
※ 施設によって、減免の対象を本市在住の方や本市発行の手帳に限る場合、減免対象となる介護

の方の人数等が異なる場合があるため、詳細は各施設にお問い合わせください。 
〔内容〕 

市のスポーツ施設、文化施設、公園施設、青少年の家の使用料等が減免されます。 
いずれの場合も窓口で身体障害者手帳又は療育手帳若しくは精神障害者保健福祉手帳を提示し、使
用の承諾を受けてください。なお、減免の対象となる介護者の方の使用料等は障害のある人本人と
同じ取り扱いです。詳細は各施設にお問い合わせください。 
※スマートフォン向け障害者手帳アプリ「ミライロID」など、公的認証された障害者情報を活用し

たスマートフォンのアプリケーションは、手帳に代わるものとして使用できます。 
 必要に応じて手帳の内容を確認する場合がありますので、スマートフォンの電池切れや故障によ

り画面が表示できない場合は、障害者手帳（身体障害者手帳又は療育手帳若しくは精神障害者保
健福祉手帳）をご提示いただく必要があります。 
① スポーツ施設   

次の市営施設で「共用使用料」が無料になります。ただし、冷暖房設備使用料、照明設備
使用料及び専用使用料は減免の対象から除かれます。 

●体育館 ●庭球場 ●陸上競技場 ●プール（アドベンチャープールを含む） 
●柔剣道場 ●弓場 ●武道場 ●スポーツセンター 

② 文化施設等 
次表の施設で「入場料」又は「観覧料」が無料になります。ただし、特別展については別途
入場料が必要な場合があります。 

施 設 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

九 州 鉄 道 記 念 館 〒８０１-０８３３ 門司区清滝二丁目３－２９ 
０９３-３２２-１００６ 

＜０９３-３３２-７２３３＞ 

関 門 海 峡 ミ ュ ー ジ ア ム 〒８０１-０８４１ 門司区西海岸一丁目３－３ 
０９３-３2１-4151 

＜０９３-３３２-８２７３＞ 

わ た せ せ い ぞ う ギ ャ ラ リ ー 〒８０１-０８５２  門司区港町７－１８ 
 （旧大阪商船内） 

０９３-３２１-４１５１ 
＜０９３-３３２-８２７３＞ 

門 司 港 レ ト ロ 展 望 室 〒８０１-０８５３ 門司区東港町１－３２－３１階 
０９３-３２１-４１５１ 

＜０９３-３３２-８２７３＞ 

旧 門 司 三 井 倶 楽 部 〒８０１-０８５２ 門司区港町７－１ 
０９３-３２１-４１５１ 

＜０９３-３３２-８２７３＞ 

北 九 州 市 漫 画 ミ ュ ー ジ ア ム 〒８０２-０００１  小倉北区浅野二丁目１４－５ 
    （あるあるＣｉｔｙ５階・６階） 

０９３-５１２-５０７７ 
＜０９３-５１２-５１３０＞ 
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施 設 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

北 九 州 市 立 文 学 館 〒８０３-０８１３ 小倉北区城内４－１ 
０９３-５７１-１５０５ 

＜０９３-５７１-１５２５＞ 

北 九 州 市 立 松 本 清 張 記 念 館 〒８０３-０８１３ 小倉北区城内２－３ 
０９３-５８２-２７６１ 

＜０９３-５６２-２３０３＞ 

小 倉 城 〒８０３-０８１３ 小倉北区城内２－１ 
０９３-５６１-１２１０ 

＜０９３-５６１-５２４６＞ 

小 倉 城 庭 園 〒８０３-０８１３ 小倉北区城内１－２ 
０９３-５８２-２７４７ 

＜０９３-５６１-５２４６＞ 

北 九 州 市 響 灘 ビ オ ト ー プ 〒８０８-００２１ 若松区響町一丁目１２６－１ 
０９３-７５１-２０２３ 

＜０９３-７５１-２２００＞ 

スペース LABO（北九州市科学館） 〒８０５-００７１ 八幡東区東田四丁目１－１ 
０９３-６７１-４５６６ 

＜０９３-６７１-４５６８＞ 

 いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 〒８０５-００７１ 八幡東区東田二丁目４－１ 
０９３-６８１-１０１１ 

＜０９３-６６１-７５０３＞ 

北九州市立長崎街道木屋瀬宿記念館 〒８０７-１２６１ 八幡西区木屋瀬三丁目１６－２６ 
０９３-６１９-１１４９ 

＜０９３-６１７-４９４９＞ 

北 九 州 市 立 美 術 館 〒８０４-００２４ 戸畑区西鞘ケ谷町２１－１ 
０９３-８８２-７７７７ 

＜０９３-８６１-０９５９＞ 

旧 安 川 邸 〒８０４－００２１ 戸畑区一枝一丁目４－２３ 
０９３-４８２-６０３３ 

＜０９３-４８２-６０３４＞ 

 
③ 公園施設 

障害者手帳をもっている方とその介護の方１名は、白野江植物公園、グリーンパーク、ひび
き動物ワールドで「入園料」が無料に、到津の森公園で「入園料」が半額になります。 

施 設 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

白 野 江 植 物 公 園 〒８０１-０８０２ 門司区白野江二丁目 
０９３-３４１-８１１１ 

＜０９３-３４１-８４４４＞ 

到 津 の 森 公 園 〒８０３-０８４５ 小倉北区上到津四丁目１－８ 
０９３-６５１-１８９５ 

＜０９３-６５１-１９１７＞ 

グ リ ー ン パ ー ク 〒８０８-０１２１ 若松区大字竹並１００６番地 
０９３-７４１-５５４５ 

＜０９３-７４１-５４９９＞ 

ひ び き 動 物 ワ ー ル ド 〒８０８-０１２１ 若松区大字竹並 28６番地 
０９３-７４１-２７００ 

＜０９３-７４１-６６２３＞ 

 
④ 青少年の家 

市内の６施設で「使用料」が無料になります。 
ただし、冷暖房設備使用料、シーツ等使用料は減免の対象から除かれます。 

施 設 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

も じ 少 年 自 然 の 家 〒８０１-０８１２ 門司区大字喜多久７８４－１ 
０９３-３４１-１１２８ 

＜０９３-３４１-１１１８＞ 

か ぐ め よ し 少 年 自 然 の 家 〒８０３-０２６７ 小倉南区大字頂吉４５１－１ 
０９３-４５１-３１１１ 

＜０９３-４５１-３１３３＞ 

玄 海 青 年 の 家 〒８０８-０１２１ 若松区大字竹並１２６－２ 
０９３-７４１-２８０１ 

＜０９３-７４１-４４３２＞ 

畑 キ ャ ン プ セ ン タ ー 〒８０７-１１２４ 八幡西区大字畑２１９３－２ 
０９３-６１８-３９５１ 

＜０９３-６１８-３９５１＞ 

夜 宮 青 少 年 セ ン タ ー 〒８０４-００４２ 戸畑区夜宮一丁目２－１ 
０９３-８７１-３４６５ 

＜０９３-８８２-０５８９＞ 

ユ ー ス ス テ ー シ ョ ン 〒８０６-００２１ 八幡西区黒崎三丁目１５－３ 
（コムシティ地下１階） 

０９３-６２１-０１３２ 
＜０９３-６２１-０１３３＞ 

 
⑤ 子育て支援施設 

子どもの館で「１日共通利用券（個人）の料金」が減免になります。 
子育てふれあい交流プラザ（元気のもり）で「プレイゾーンの１日利用券の料金」が減免に
なります。 
また、両施設とも、障害者手帳をお持ちの方は減免、その介護の方１名は無料です。 

施 設 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 

子 ど も の 館 〒８０６-００２１ 八幡西区黒崎三丁目１５－３ 
 コムシティ７階 

０９３-６４２-５５５５ 
＜０９３-６４２-５６７７＞ 

子 育 て ふ れ あ い 交 流 プ ラ ザ 
（元気のもり） 

〒８０２-０００１ 小倉北区浅野三丁目８－１ 
 ＡＩＭビル３階 

０９３-５２２-４１５０ 
＜０９３-５２２-４１５６＞ 
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17 ボランティア等  
 

ボランティア等の育成 

※講習会の実施期間などは「市政だより」でお知らせします。 

 

手話奉仕員・通訳者の育成   

聴覚障害のある人の福祉に理解と熱意のある人に手話の講習を行い、奉仕員及び通訳者を養成

しています。 

〔窓口〕 

保健福祉局障害福祉企画課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２４５３  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

 

要約筆記者等の養成 

中途失聴者・難聴者の福祉に理解と熱意のある人に要約筆記の講習を行い、要約筆記者等を養

成しています。 

〔窓口〕 

視聴覚障害者情報センター（１６頁） 

 

盲ろう者通訳・ガイドヘルパーの養成 

聴覚及び視覚の重複障害のある人（盲ろう者）の福祉に理解と熱意のある人に講習を行い、盲

ろう者のコミュニケーション支援や外出等のガイドを行う盲ろう者通訳・ガイドヘルパーを養成

しています。 

〔窓口〕 

聴覚障害者情報センター（１７頁） 

 

点訳・音訳ボランティアの養成 

視覚障害のある人の福祉に理解と熱意のある人に点訳・音訳の講習を行い、ボランティアを養

成しています。 

〔窓口〕 

点字図書館（１６頁） 

 

ボランティア活動・支援 

市民有志による障害福祉を中心としたボランティア活動を推進するため、随時ボランティアを

募集しています。その他、ボランティア活動の研修や相談などを行っています。 

〔窓口〕 

公益社団法人北九州市障害福祉ボランティア協会 

ＴＥＬ ０９３－８８２－６７７０  ＦＡＸ ０９３－８８２－６７７１ 
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18 選 挙  
 

郵便等による不在者投票 ○身  
〔対象者〕 

・身体障害者手帳をお持ちの方 

両下肢、体幹、移動機能の障害 １級又は２級 

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸又は小腸の障害 １級又は３級 

免疫又は肝臓の障害 １級から３級 

・戦傷病者手帳をお持ちの方 

両下肢、体幹の障害 特別項症から第２項症 

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸又は肝臓の障害 

 特別項症から第３項症 

・介護保険の被保険者証をお持ちの方 

要介護状態の区分 要介護５ 

〔手続き〕 

郵便等投票を行うには、あらかじめ『郵便等投票証明書』の交付を受けてください。選挙人名

簿に登録されている区の選挙管理委員会に、身体障害者手帳、戦傷病者手帳又は介護保険の被

保険者証を添えてお申し込みください。 

手続きが終わりましたら、区の選挙管理委員会から『郵便等投票証明書』が届きます。 

選挙の際は、その証明書を添えて投票日の４日前までに投票用紙等を請求してください。 

投票用紙等が自宅等に郵送されますので、投票日前日までに記載済みの投票用紙が区選挙管理

委員会に到着するよう郵送してください。証明書の有効期限は、身体障害者手帳、戦傷病者手

帳の方が７年、要介護５の方は、要介護認定の有効期間の末日までです。 

〔窓口〕 

各区役所 選挙管理委員会（総務企画課） 

名  称 電話番号 ＦＡＸ番号 

門司区選挙管理委員会 ０９３－３３１－１８８０ ０９３－３３１－１８０５ 

小倉北区選挙管理委員会 ０９３－５８２－３３０２ ０９３－５８１－５４９６ 

小倉南区選挙管理委員会 ０９３－９５１－４１１３ ０９３－９５１－５５５３ 

若松区選挙管理委員会 ０９３－７６１－５３２８ ０９３－７６１－４９７５ 

八幡東区選挙管理委員会 ０９３－６７１－２８８７ ０９３－６８１－８３２９ 

八幡西区選挙管理委員会 ０９３－６４２－１４４３ ０９３－６２２－６４６３ 

戸畑区選挙管理委員会 ０９３－８７１－３４５３ ０９３－８７１－４８０７ 

 
 

【代理記載制度】 
さらに、郵便等による不在者投票ができる方で次の要件にも該当する方は、あらかじめ『郵便等

投票証明書』を添えて、選挙人名簿に登録されている区の選挙管理委員会に代理記載人を届け出

ることで、代理記載人が本人に代わって投票の記載をすることができます。 

≪対象者≫ 

・身体障害者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が１級として記載されている方 

・戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第２項症までとして記載されている方 

※代理記載人は「選挙権を有する方」を届け出てください。 
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点字投票・代理投票 ○身  
〔対象者〕 

ご自分で字を書くことが困難な方 

〔内容〕 
点字ができる方は、点字投票ができます。投票所には、点字器のほか、点字の候補者氏名等の
掲示物、補助照明等を用意しています。 
また、ご自分で字を書くことが困難な方は、投票所の係員が代筆で投票用紙に記入する代理投
票ができます。投票の秘密は固く守られます。 
投票所では、車椅子に座ったままで投票ができる特設記載台も設置しています。 

〔窓口〕 

各区役所 選挙管理委員会（総務企画課） 

名  称 電話番号 ＦＡＸ番号 

門司区選挙管理委員会 ０９３－３３１－１８８０ ０９３－３３１－１８０５ 

小倉北区選挙管理委員会 ０９３－５８２－３３０２ ０９３－５８１－５４９６ 

小倉南区選挙管理委員会 ０９３－９５１－４１１３ ０９３－９５１－５５５３ 

若松区選挙管理委員会 ０９３－７６１－５３２８ ０９３－７６１－４９７５ 

八幡東区選挙管理委員会 ０９３－６７１－２８８７ ０９３－６８１－８３２９ 

八幡西区選挙管理委員会 ０９３－６４２－１４４３ ０９３－６２２－６４６３ 

戸畑区選挙管理委員会 ０９３－８７１－３４５３ ０９３－８７１－４８０７ 

 

 

点字・音声・拡大版の北九州市長選挙及び北九州市議会議員選挙の「お知らせ」 ○身  
〔対象者〕 

  障害をお持ちの方で送付を希望する方 

〔内容〕 

北九州市長選挙及び北九州市議会議員選挙の選挙公報を点訳した「点字版選挙のお知らせ」及

び音訳した「音声版選挙のお知らせ」（ＣＤ）及び文字を拡大した「拡大版選挙のお知らせ」を

希望者に送付します。 

〔窓口〕 

北九州市選挙管理委員会行政委員会事務局 

ＴＥＬ ０９３－５８２－３０７１  ＦＡＸ ０９３－５８２－３０１６ 
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投票支援カード ○身  
〔対象者〕 

障害をお持ちの方で希望される方 

〔内容〕 

投票の際に、 お手伝いが必要な方は、 あらかじめ投票支援カードにご記入いただくとスムーズに投

票ができます。投票支援カードは、ホームページからダウンロードできます。また、投票所にも備えつけ

てありますので、係員にお伝えください。 

〔窓口〕 

北九州市選挙管理委員会行政委員会事務局  

TEL 093-582-3071 FAX 093-582-3016 

 

 

音声版投票所入場整理券 ○身  
［対象者〕 

障害をお持ちの方で送付を希望される方 

〔内容〕 

投票所入場整理券に記載している内容を、音声で聞き取れるよう「音声コード」に変換した用紙を、封

書で受け取ることができます。用紙を読み上げ装置にかざすと、宛名や選挙期日、投票所、期日前投

票などの案内が音声で読み上げられます。ただし、読み上げ装置が必要です。 

〔窓口〕 

北九州市選挙管理委員会行政委員会事務局 

TEL 093-582-3071 FAX 093-582-3016 
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19 市政テレビ・ホームページ等  
 

市政テレビ 
●北九州 Action ファイル KITA CUBE ＝ TNC テレビ西日本【８ｃｈ】 

毎週土曜日あさ 11 時 15 分～11 時 20 分 （字幕放送対応・手話通訳付き） 
 この番組では、北九州市の政策を、分かりやすく深堀りしてお届けします。  
●北九州市ホームページ 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/08300345_00004.html  （令和８年４月現在） 

ホームページ 
北九州市の市政情報を発信しています。 
誰もがホームページで提供されている情報を利用できることを目指して、文字の視認性の確保や 
音声読み上げ機能などを備えています。 

●北九州市ホームページ 
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ 

ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 

市政情報や防災情報、市の様々な情報を発信しています。 

●北九州市公式 SNS（✕、Facebook、Instagram、LINE） 
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/08300204.html 
 
 
 

 
 
 

点字・声・テキスト版の市政だより ○身  
〔対象者〕 

視覚障害のある人（視覚障害１級・２級程度） 

〔内容〕 

希望者には、「点字版市政だより」、「声の市政だより（デイジー）」、 
※「テキスト版市政だより（ＣＤ）」（毎月１日・１５日発行）のいずれかを無料で郵送します。 

※テキスト版は視覚障害者用読み上げソフトが必要です。 

〔窓口〕 

北九州市市長公室企画・マーケティング課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２２３６ ＦＡＸ ０９３－５８２－２２４３ 

点字・声・テキスト版の市議会だより ○身  
〔対象者〕 

視覚障害のある人（視覚障害１級・２級程度） 

〔内容〕 

希望者には、「点字版市議会だより」、「声の市議会だより（デイジー）」、※「テキスト版市議会

だより（ＣＤ）」のいずれかを無料で郵送します。 

※テキスト版は視覚障害者用読み上げソフトが必要です。 

発行回数：年４回（各定例会終了後） 

〔窓口〕 

北九州市議会事務局政策調査課 ＴＥＬ ０９３－５８２－２６３２ ＦＡＸ ０９３－５８２－２６８５ 

北九州市 
公式Ｘ 

 

北九州市 
公式 Facebook 

 

北九州市 
公式 Instagram 
 

北九州市 
公式 LINE 
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20 障害福祉に関する放送番組  
 

テレビ 
 

タ イ ト ル 曜 日 時 間 帯 放 送 波 

Ｎ Ｈ Ｋ 手 話 ニ ュ ー ス 
月～金曜日 午後１時～ 

ＮＨＫＥテレ 

土・日曜日 午後７時５５分～ 

ＮＨＫ手話ニュース８４５ 月～金曜日 午後８時４５分～ 

toi-toi 
木曜日 午後８時～ 

土曜日   午後 10 時30 分～（再放送） 

Ｎ Ｈ Ｋ み ん な の 手 話 
金曜日 午後２時３５分～ 

金曜日   午前 11 時30 分～（前回の再放送） 

週 間 手 話 ニ ュ ー ス 土曜日 午前１１時４０分～ 

こども手話ウィークリー 日曜日 午後５時５０分～ 

ハートネットＴＶゾーン 

月～水曜日 午後８時～ 

月曜日 
①午後２時３０分～（再放送） 

②午後3 時～（再放送） 

火曜日 
①午前５時５５分～（再放送） 

 ②午後１時１０分～（再放送） 

※番組はニュース等により変更になることがあります。 （令和 8 年４月現在） 

 

 

ラジオ 
 

タイ ト ル  曜 日 時 間 帯  放送波 

視覚障害ナビ・ラジオ 土曜日 午前１１時２０分～ ＮＨK FM 

※番組はニュース等により変更になることがあります。 （令和 8 年４月現在） 
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21 施設等の紹介  

●障害福祉サービス等指定事業所 

最新の障害福祉サービス等指定事業所一覧は、北九州市ホームページで公開しています。 

下記アドレスに、障害福祉サービス等指定事業所一覧（毎月更新）を掲載しています。 

⇒  https://www.city.kitakyushu.lg.jp/ho-huku/17600112.html 

以下の一覧を北九州市ホームページでご確認ください。 

１ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく指定及び廃止 

指定事業所一覧 

２ 児童福祉法に基づく指定及び廃止 

    指定事業所一覧 

 

なお、障害福祉サービス等指定事業所一覧が必要な方は、各区役所高齢者・障害者相談コーナー

（７頁）にご相談ください。 
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●福祉ホーム・地域活動支援センター・小規模共同作業所 

地域で障害のある人の社会参加の促進を図るため、作業や生活指導を行っています。 

〔問合せ〕 

〇 福祉ホーム・地域活動支援センターについて 

保健福祉局障害者支援課  ＴＥＬ ０９３－５８２－２４２４  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 

〇 小規模共同作業所 について 

   保健福祉局障害福祉企画課  ＴＥＬ ０９３－５８２－2986  ＦＡＸ ０９３－５８２－２４２５ 
 

■福祉ホーム                               

〔対象者〕 
家庭環境・住宅事情等の理由により、居宅において生活することが困難な障害のある人（児を 

除く） 
※ただし、常時の介護、医療を必要とする状態にある者を除く。 

〔内容〕 
現に住居を求めている障害のある人に対し、低額な料金で、居宅その他の設備を利用させるとと
もに、日常生活に必要な便宜の提供を行い、障害のある人の地域生活をサポートします。 

〔利用者負担〕 

家賃、光熱費等の負担があります。 

区 施 設 名 所 在 地 ＴＥＬ ＦＡＸ 
主な障害種別 

身体 知的 精神 

門 司 カーサ松ヶ江 
〒８００-０１１２ 
門司区大字畑３５５ 

０９３-４８１-１２８１ ０９３-４８１-７０６９   ○ 

小倉南 優和荘 
〒８０３-０１８１ 
小倉南区大字呼野１３１-３ ０９３-４５２-００１０ ０９３-４５２-０７２４   ○ 

 

■地域活動支援センター 

〔対象者〕 

障害のある人（就学児を除く１５歳以上）。 

〔内容〕 
障害のある人に、創作的活動又は生産活動の機会を提供し、社会との交流の促進等を行う地域活
動支援センターを運営する事業者に対し、経費を助成します。 

区 地域活動支援センター名 所 在 地 ＴＥＬ ＦＡＸ 
主な障害種別 

身体 知的 精神 

門 司 
地域活動支援センター 
ウエンディ本部 

〒８００-００２５ 
門司区柳町二丁目２-８ ０９３-３８３-３１６９ ０９３-３９１-２１６７   ○ 

小倉北 

地域活動支援センター 
ひこうき雲 

〒８０２-０００１ 
小倉北区浅野二丁目１６-３８ ０９３-５３１-３８２３ ０９３-５１３-２５７１   ○ 

北九州ダルク 
デイケアセンター 

〒８０２-００56 
小倉北区黒住町 22-1 ０９３-９２３-９２４０ ０９３-９２３-９２４０   ○ 

地域活動支援センター 
ひまわり 

〒８０２-００１５ 
小倉北区大田町７-１０ ０９３-５２１-５００９ ０９３-５２１-５００９ 〇 ○ ○ 

地域活動支援センター 
北九州マック 

〒８０３-０８１４ 
小倉北区大手町６-２７ ０９３-９６７-７６９１ ０９３-９６７-７６９２   ○ 

地域活動支援センター 
ＩＴアトリエ「ひこうせん」 

〒８０３-０８３５ 
小倉北区井堀二丁目４-３ ０９３-９８０-１８９０ ０９３-９８０-１８９０ ○ ○ ○ 

若 松 
地域活動支援センター 
まどか 

〒８０８-００１３ 
若松区波打町６-１２ ０９３-７７１-１９４５ ０９３-７７１-１９４５ ○ ○ ○ 

八幡東 
地域活動支援センター 
陽だまり 

〒８０５-００５２ 
八幡東区西丸山町２-１ ０９３-８８３-６６１０ ０９３-８８３-６６１０ ○   

八幡西 
地域活動支援センター 
八幡西 

〒８０７-００７５ 
八幡西区下上津役三丁目１０-１７ ０９３-６１３-４７６５ ０９３-６１３-４７６５  〇 ○ 
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■小規模共同作業所 

区 作 業 所 名 所 在 地 ＴＥＬ ＦＡＸ 
主な障害種別 

身体 知的 精神 

小倉北 

特定非営利活動法人通院介護セン
ターさわやか小倉事業所 

〒８０２-００６４ 
小倉北区片野一丁目２-１８-５０１ ０９３-６４７-３２１０ ０９３-６４７-３２１０ ○   

生き方のデザイン研究所 
ビリーブ 

〒８０３-０８１１ 
小倉北区大門一丁目５-１（７階） ０９３-９５３-６８０９ ０９３-９５３-６８１９ ○  ○ 

小倉南 じねん舎クラブ 
〒８０３-０２７８ 
小倉南区徳吉西一丁目８-６ ０９３-３８３-７８６６ ０９３-３８３-７８６６  〇 ○ 

若 松 

キッチンハーモニー 
〒８０８-００３５ 
若松区白山一丁目５-４１ 

０９３-７５１-０１９４ ０９３-７５１-０１９４ ○  ○ 

ひびき灘漁業協同組合 
小規模作業所 

〒８０８-０１２４ 
若松区大字安屋１７４２ 

０９３-７４１-０７９５ ０９３-７４１-０８１０  ○ 〇 

小規模作業所まい・らいふ 
〒８０８-００２５ 
若松区中川町６-１４ 

０９０-５０８９-３８１５ ０９３-２８７-１６８５ ○ ○ 〇 

八幡西 

特定非営利法人通院介護センター
さわやか 

〒８０7-０831 
八幡西区大字則松２７5 番地 

093-616-8558 093-616-8558 ○   

ふれあいカフェ三ヶ森 
〒８０７-０８４５ 
八幡西区永犬丸南町三丁目２-３１ 

０９０-３０１３-７６３７  ０９３-６０２-７６３７ ○  ○ 

のりまつ工房 
〒８０７-０８54 
八幡西区泉ケ浦二丁目２１-１８ 

０９0-9476-4754 ０９３-602-7637 ○ ○ ○ 

 

 

●特別支援学校 
種 類 学 校 名 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

知的障害 

門司総合特別支援学校 
〒８００-０００６ 
門司区矢筈町１３-１ 

０９３-３７２-６６３１ ＜０９３-３７２-６６３２＞ ＪＲ 「小森江駅」 

小倉北特別支援学校 
〒８０３-０８４６ 
小倉北区下到津一丁目 10-7 ０９３-５９２-２１０３ ＜０９３-５９２-２１０４＞ バス 「下到津四丁目」 

小倉南特別支援学校 
〒８０２-０８１６ 
小倉南区若園四丁目１-１ ０９３-９２１-５５１１ ＜０９３-９２１-３７６６＞ バス 「小倉南区役所前」 

小池特別支援学校 
〒８０８-０１３２ 
若松区大字小敷５８３-１ ０９３-６０１-１２９８ ＜０９３-６０１-１２９９＞ バス 「小池学園前」 

八幡特別支援学校 
〒８０６-００４７ 
八幡西区鷹の巣三丁目７-１ ０９３-６４１-８６７５ ＜０９３-６４１-３７３８＞ 

筑 豊 
電 鉄 「穴生電停」 

北九州中央高等学園 
〒803-0846 
小倉北区下到津一丁目 10-12 ０９３-８６１-０１１２ ＜093-592-0114＞ バス 「下到津四丁目」 

肢体不自由 

小倉総合特別支援学校 
〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-３ ０９３-９２１-００７５ ＜０９３-９２１-０１９０＞ バス 「北方小学校前」 

八幡西特別支援学校 
〒８０７-００７５ 
八幡西区下上津役四丁目８-２ ０９３-６１２-２２１０ ＜０９３-６１２-２２７１＞ バス 「上津役出張所前」 

病     弱 

門司総合特別支援学校 
〒８００-０００６ 
門司区矢筈町１３-１ ０９３-３７２-６６３１ ＜０９３-３７２-６６３２＞ ＪＲ 「小森江駅」 

小倉総合特別支援学校 
〒８０２-０８０３ 
小倉南区春ケ丘１０-３ ０９３-９２１-００７５ ＜０９３-９２１-０１９０＞ バス 「北方小学校前」 

視覚障害(県立) 北九州視覚特別支援学校 
〒８０５-００１６ 
八幡東区高見五丁目１-１２ ０９３-６５１-５４１９ ＜０９３-６５１-９０９５＞ バス 「七条」 

聴覚障害(県立) 小倉聴覚特別支援学校 
〒８０２-００６１ 
小倉北区三郎丸二丁目９-１ ０９３-９２１-３６００ ＜０９３-９３１-９９０４＞ バス 

「三郎丸二丁目

（小倉聴覚特別支

援学校前）」 
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障害者自立支援ショップ 

〔内容〕 

障害のある人が製作した商品（お弁当、パン、お菓子、小物雑貨、木工品、陶芸品等）を 

専門に展示・販売する店舗です。 

 

●「一丁目の元気」 

住 所 ： 小倉北区京町一丁目６－１ 京町銀天街紫川入口 

営 業 時 間 ： １１：００～１７：００ 

定 休 日 ： 日曜日、月曜日 

運 営 者 ： ＮＰＯ法人 北九州小規模連 

連 絡 先 ： ＴＥＬ ０９３－３８３－６０６１  ＦＡＸ ０９３－３８３－６０６２ 

 

 

●「元気っちゃ！」 

住 所 ： 八幡西区黒崎三丁目１５－３ コムシティ１Ｆ 

営 業 時 間 ： １１：００～１５：００ 

定 休 日 ： 土・日曜日、祝日 

運 営 者 ： ＮＰＯ法人 列島会 

連 絡 先 ： ＴＥＬ ０９３－６２２－１３３３  ＦＡＸ ０９３－６２２－１３３４ 
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ユニバーサルトイレの設置状況 

〔内容〕 

本ガイドに掲載している公共施設（一部）におけるユニバーサルトイレの設置状況です。外出

する際の目安としてお役立てください。 

〔凡例〕 

〇印：すべての場所に設置 △印：一部の場所に設置 ×印：設置なし 

  

〇門司区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 

オストメイト

設備 

車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） 
ベビーシート ベビーチェア 

緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

九州鉄道記念館 
（０９３-３２２-１００６） × × 〇 〇 〇 × 〇 × 

関門海峡ミュージアム 
（０９３-３３１-６７００） × × × 〇 〇 × 〇 × 

わたせせいぞうギャラリー 
（０９３-３２１-４１５１） × × × 〇 × × 〇 × 

門司港レトロ展望室 
（０９３-３２１-４１５１） × × × 〇 〇 × 〇 × 

旧門司三井倶楽部 
（０９３-３２１-４１５１） × × × 〇 × × 〇 × 

白野江植物公園 
（０９３-３４１-８１１１） △ × × 〇 △ × 〇 × 

もじ少年自然の家 
（０９３-３４１-１１２８） × × 〇 〇 × × × × 

北九州市立門司図書館 
（０９３-３２１-６５１５） × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州市立門司図書館大里分館 
（０９３-３７１-４６４６） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州市立門司図書館新門司分館 
（０９３-４８１-１１５３） × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 

門司市民会館 
（０９３-３２１-２９０７） × × △ △ △ × △ × 

門司体育館 
（０９３－３８１－６４４５） × × × 〇 × × 〇 × 

〇小倉北区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） ベビーシート ベビーチェア 
緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

北九州市障害者スポーツセンター 
（０９３-９２２-００２６） △ △ 〇 △ △ × △ △ 

北九州市漫画ミュージアム 
（０９３-５１２-５０７７） × △ 

※洗浄場所は有 
〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州市立文学館 
（０９３-５７１-１５０５） × 〇 × × 〇 × 〇 × 

北九州市立松本清張記念館 
（０９３-５８２-２７６１） × × × 〇 △ × 〇 × 
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小倉城 
（０９３-５６１-１２１０） × × 〇 × × × 〇 × 

しろテラス 
（０９３－５６１－１２１０） × △ 〇 〇 △ △ 〇 × 

小倉城庭園 
（０９３-５８２-２７４７） × × 〇 × △ × 〇 × 

到津の森公園 
（０９３-６５１-１８９５） △ △ 〇 × △ 〇 △ × 

子育てふれあい交流プラザ（元気の森） 

（０９３-６２１-０１３２） × △ × △ 〇 × 〇 × 

北九州市立中央図書館 
（０９３-５７１-１４８１） × × 〇 〇 △ × 〇 × 

北九州市立子ども図書館 
（０９３-５７１-００１１） × △ 〇 〇 × 〇 〇 × 

J:COM北九州芸術劇場 
（０９３－５６２－２６５５） 〇 〇 〇 △ △ 〇 〇 × 

男女共同参画センタームーブ 
（０９３－５８３－３９３９） × × 〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州メディアドーム 
（０９３－９４１－０９４５） × × △ △ △ × △ × 

北九州メッセ 
（０９３－５４１－５９３1） △ △ △ △ △ △ △ × 

西日本総合展示場 
（０９３－５４１－５９３1） △ × △ △ △ × △ × 

北九州国際会議場 
（０９３－５４１－５９３1） △ × △ △ △ × △ × 

ミクニワールドスタジアム北九州 
（０９３－５２１－２０２０）） × △ ○ ○ ○ ○ ○ × 

小倉北体育館 
（０９３－９２３－０８２３） × × × × × × 〇 × 

〇小倉南区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

志井ファミリープール 
（アドベンチャープール） 
（０９３-９６３-５９００） 

× × 〇 × △ △ △ × 

かぐめよし少年自然の家 
（０９３-４５１-３１１１） × × 〇 〇 × × × × 

北九州市立小倉南図書館 
（０９３-９５２-４５１１） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州市立小倉南図書館曽根分館 
（０９３-４７５-０１２０） × × 〇 〇 × × 〇 × 

小倉南生涯学習センター 
（０９３-９３１-１２８６） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

大庭産業アリーナ小倉南 
（０９３－９６３－２６７５） × × × 〇 × × 〇 × 
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〇若松区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） 
ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

北九州市響灘ビオトープ 
（０９３-７５１-２０２３） × × × 〇 〇 × 〇 × 

グリーンパーク 
（ひびき動物ワールド含む） 
（０９３-７４１-５５４５） 

× △ 〇 〇 〇 △ 〇 × 

玄海青年の家 
（０９３-７４１-２８０１） × × 〇 〇 × × × × 

北九州市立若松図書館 
（０９３-７６１-２９４２） × × 〇 〇 × × 〇 × 

北九州市立若松図書館島郷分館 
（０９３-７０１-３９９１） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

若松市民会館 
（０９３-７７１-８１３１） × 〇 〇 × △ △ 〇 × 

若松体育館 
（０９３－７６１－１９８３） × × 〇 × 〇 × 〇 × 

〇八幡東区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

スペース LABO 
（０９３-６７１-４５６６） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

いのちのたび博物館 
（自然・歴史博物館） 

（０９３-６８１-１０１１） 
△ × 〇 〇 × × 〇 〇 

北九州市立八幡図書館 
（０９３-６７１-１１２３） △ △ 〇 △ △ × 〇 × 

響ホール 
（０９３－６６２－４０１０） × × △ × △ △ △ × 

総合体育館 
（０９３－６５２－４００１） × △ 〇 △ △ × △ × 

八幡東体育館 
（０９３－６６２－９０００） × × × × 〇 × 〇 〇 

〇八幡西区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） 
ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

北九州市立 
長崎街道木屋瀬宿記念館 

（０９３-６１９-１１４９） 
× × × 〇 〇 × 〇 × 

畑キャンプセンター 
（０９３-６１８-３９５１） × × 〇 〇 × × × × 

ユースステーション 
（０９３-６２１-０１３２） コムシティ地下１階または地上３階の多目的トイレを案内 

北九州市立子どもの館 
（０９３-６４２-５５５５） △ △ 〇 〇 × × 〇 × 

北九州市立八幡図書館折尾分館 

（０９３-６０１-１１９９） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

北九州市立八幡図書館八幡南分館 

（０９３-６１８-８４４１） １階（出張所内）の多目的トイレを案内 
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北九州市立八幡西図書館 
（０９３-６４２-１１８６） △ 〇 〇 〇 △ × 〇 × 

黒崎ひびしんホール 
（０９３-６２１-４５６６） △ △ 〇 〇 △ △ 〇 × 

本城陸上競技場 
（０９３－６９２－０８８６） × × 〇 × × × 〇 × 

的場池体育館 
（０９３－６３１－０１８０） × × 〇 〇 × × 〇 × 

折尾スポーツセンター 
（０９３－６９１－０８１２） × × 〇 〇 × × 〇 × 

〇戸畑区 

施設名 
ユニバーサル

ベッド 
オストメイト

設備 
車いす 

対応便座 
回転スペース

（150cm 以上） ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 

ボタン 
音声案内 

装置 

北九州市立美術館 
（０９３-８８２-７７７７） × 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 

夜宮青少年センター 
（０９３-８７１-３４６５） × × 〇 〇 × 〇 × × 

北九州市立戸畑図書館 
（０９３-８７１-３４６４） 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 

旧安川邸 
（０９３-４８２-６０３３） × 〇 × × 〇 × 〇 × 

戸畑市民会館 
（０９３-８７１-２１１） × × 〇 △ △ × 〇 × 

鞘ヶ谷競技場 
（０９３-８８１-２５５６） × × 〇 〇 〇 × 〇 × 

第一警備スポーツセンター 
戸畑 

（０９３-８８３-５５０１） 
△ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

 

授乳室の設置状況 

〔内容〕 

本ガイドに掲載している公共施設（一部）における授乳室の設置状況です。外出する際の目安

としてお役立てください。 

〔凡例〕 

〇印：すべての場所に設置 △印：一部の場所に設置 ×印：設置なし 

 

区 施設名 ベビーシート ベビーチェア 緊急呼び出し 
ボタン 

 
備考 

門司 白野江植物公園 〇 × × おむつ用ごみ箱あり 

門司 関門海峡ミュージアム ○ × × ２Ｆ 

門司 わたせせいぞうギャラリー × × × １Ｆ 

門司 門司港レトロ展望室 ○ × × ３１Ｆ 

小倉北 北九州市漫画ミュージアム 〇 〇 × 

おむつ用ごみ箱、 

シンク（お湯は出ない）、

ソファ、扇風機あり 

小倉北 到津の森公園 〇 〇 ×  
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小倉北 
北九州市立子育てふれあい交流プラザ 

元気のもり 
〇 × ×  

小倉北 北九州市立子ども図書館 〇 〇 〇  

小倉北 J:COM北九州芸術劇場 ホール内に専用授乳室はないが、リバーウォーク北九州内にある 

小倉北 男女共同参画センタームーブ × × 〇 

子供預かり室(子供の部

屋)に設置／３階会議室も

利用可能 

小倉北 北九州メッセ △ △ △  

小倉北 西日本総合展示場 △ × △  

小倉北 北九州国際会議場 △ × △  

小倉南 志井ファミリープール △ △ △  

小倉南 北九州市立小倉南図書館 × 〇 ×  

小倉南 小倉南生涯学習センター 〇 × ×  

若松 グリーンパーク △ × 〇  

若松 若松市民会館 応接室を代用する場合がある 

八幡東 スペース LABO × 〇 × 調乳用給湯器あり 

八幡東 いのちのたび博物館 〇 × ×  

八幡東 北九州市立八幡図書館 × × × ソファあり 

八幡西 子どもの館 〇 〇 ×  

八幡西 北九州市立八幡図書館折尾分館 × × × テーブル・椅子あり 

八幡西 北九州市立八幡西図書館 〇 × 〇 ソファ・シンクあり 

八幡西 黒崎ひびしんホール 〇 〇 〇  

戸畑 北九州市立戸畑図書館 × × ×  
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22 障害のある人に関するマーク等   
 

マ ー ク 名 称 あ ら わ す 意 味 関連団体 

 

身体障害者標識 
（身体障害者マーク） 

肢体不自由であることを理由
に、運転免許に条件を付されてい
る運転者が普通自動車を運転す
る場合に表示するように努めな
ければならないマークです。 
他の自動車の運転者は、マーク

を表示した車に対する幅寄せや
割込みが禁止されています。 

各警察署交通課 

県交通安全協会 

 

障害者のための 

国際シンボル 

マーク 

障害を持つ人々が利用できる
建築物、施設であることを示す世
界共通のシンボルマークです。車
いすに乗った人を図式化したも
のですが、車いす利用の方だけで
なく、障害のあるすべての方のた
めのマークです。 
※個人の車への表示は、障害の

ある方が乗車していることを周
囲に知らせる程度のものになり
ます。道路交通法上の規制を免除
されるなどの効力は発生しませ
んのでご注意ください。 

公益財団法人 

日本障害者 

リハビリテーション 

協会 

 

聴覚障害者標識 
（聴覚障害者マーク） 

聴覚障害であることを理由に、
運転免許に条件を付されている
運転者が準中型自動車、又は普通
自動車を運転する場合に表示し
なければならないマークです。 
他の自動車の運転者は、マーク

を表示した車に対する幅寄せや
割込みが禁止されています。 

各警察署交通課 

県交通安全協会 

   

 

  

  

耳マーク 

耳が不自由なことをあらわす
と同時に、耳が不自由な人への配
慮をあらわすマークでもありま
す。聴覚障害であることは外見か
らは分かりにくいため、コミュニ
ケーションのサポートのため作
成されたものです。 
このマークを提示された場合

は、「はっきり口元を見せて話す」
「ゆっくり話す」「筆談する」等
の配慮をお願いします。 

一般社団法人 

全日本難聴者・ 

中途失聴者団体連合会 

 

盲人のための 

国際シンボル 

マーク 

視覚障害を示す世界共通のシ
ンボルマークです。 
このマークは、信号や音声案内

等、視覚障害者の安全やバリアフ
リーを考慮した建物、設備・機器
にも使用されています。 

社会福祉法人 

日本盲人福祉委員会 
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マ ー ク 名 称 あ ら わ す 意 味 関連団体 

 

ほじょ犬マーク 

「身体障害者補助犬法」の啓

発マークです。店舗や施設の入

口など多くの方が目にする場

所で見ることが出来ます。法律

では、公共の施設や交通機関、

病院、飲食店、店舗等で、身体

障害者補助犬（盲導犬・介助

犬・聴導犬）の同伴を受け入れ

るよう義務づけています。 

厚生労働省 

社会・援護局 

障害保健福祉部企画課 

自立支援振興室 

 

オストメイト 

マーク 

人工肛門・人工膀胱を保有し

ている方（オストメイト）であ

ることと、オストメイトのため

の設備があることをあらわし

ています。 

オストメイト対応トイレの

入口・案内誘導プレートに表示

されています。 

公益社団法人 

日本オストミー協会 

 

ハート・プラス 

マーク 

「身体内部に障害がある人」

をあらわすマークです。身体内

部（心臓、呼吸機能、じん臓、

膀胱・直腸、小腸、免疫、肝臓

機能）の障害がある方は、その

不自由さが外見から分かりに

くいため、電車の優先席や、障

害者用の専用施設（駐車スペー

ス、トイレ）を利用し注意され

るといった誤解を受けること

があります。 

このマークを見かけたら、内

部障害について理解し、配慮を

お願いします。 

特定非営利活動法人 

ハート・プラスの会 

 

ヘルプマーク 

 義足や人工関節を使用して

いる方、内部障害や難病の方、

または妊娠初期の方など、外見

から分からなくても援助や配

慮を必要としている方々が、周

囲の方に配慮を必要としてい

ることを知らせることで、援助

を得やすくなるよう、作成され

たマークです。 

このマークを身に着けた方

を見かけた場合は、電車・バス

内で席をゆずる、困っているよ

うであれば声をかける等、思い

やりのある行動をお願いしま

す。 

※マークの背景は赤色、図形は白

色です。 

東京都 

福祉局 

障害者施策推進部 

企画課 
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23 各区役所の窓口電話番号一覧  
 

保健福祉課 高齢者・障害者相談コーナー 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３２１－４８００ ０９３－３２１－４８０２ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４３０ ０９３－５６２－１３８２ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１２６ ０９３－９２３－０５２０ 

若 松 区 ０９３－７５１－４８００ ０９３－７５１－００４４ 

八幡東区 ０９３－６７１－４８００ ０９３－６６２－２７８１ 

八幡西区 ０９３－６４５－４８００ ０９３－６４２－２９４１ 

戸 畑 区 ０９３－８８１－４８００ ０９３－８８１－５３５３ 

 

保健福祉課 介護保険担当 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－１８９４ ０９３－３２１－４８０２ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４３３ ０９３－５６２－１３８２ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１２７ ０９３－９２３－０５２０ 

若 松 区 ０９３－７６１－４０４６ ０９３－７５１－２３４４ 

八幡東区 ０９３－６７１－６８８５ ０９３－６６２－２７８１ 

八幡西区 ０９３－６４２－１４４６ ０９３－６４２－２９４１ 

戸 畑 区 ０９３－８７１－４５２７ ０９３－８８１－５３５３ 

 

保健福祉課 いのちをつなぐネットワーク係 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－１８８７ ０９３－３２１－４８０２ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４４０ ０９３－５６１－７７７７ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１２４ ０９３－９５１－４１３６ 

若 松 区 ０９３－７６１－３０７８ ０９３－７５１－１７５３ 

八幡東区 ０９３－６７１－３０２２ ０９３－６６２－２７８１ 

八幡西区 ０９３－６４２－１３３４ ０９３－６４２－２９４１ 

戸 畑 区 ０９３－８７１－０８５５ ０９３－８７３－１１６９ 

 

保健福祉課 健康相談コーナー 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－１８８８ ０９３－３２１－４８０２ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４４０ ０９３－５６１－７７７７ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１２５ ０９３－９５１－４１３６ 

若 松 区 ０９３－７６１－５３２７ ０９３－７６１－３１２７ 

八幡東区 ０９３－６７１－６８８１ ０９３－６６２－７５９２ 

八幡西区 ０９３－６４２－１４４４ ０９３－６４２－２９４１ 

戸 畑 区 ０９３－８７１－２３３１ ０９３－８７３－１１６９ 

 

保健福祉課 子ども・家庭相談係 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－１８９１ ０９３－３３１－３６８４ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４３４ ０９３－５６１－７７７７ 

小倉南区 ０９３－９５１－１０２９ ０９３－９５１－５５０２ 

若 松 区 ０９３－７６１－５９２６ ０９３－７５１－１７５３ 

八幡東区 ０９３－６７１－６８８２ ０９３－６６２－２７８１ 

八幡西区 ０９３－６４２－１４４９ ０９３－６４２－２９４１ 

戸 畑 区 ０９３－８８１－９１２６ ０９３－８８１－５３５３ 

 

国保年金課 保険係 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－１８３２ ０９３－３３２－７００９ 

小倉北区 

（資格給付） 
０９３－５８２－３４００ 
（保険料） 

０９３－５８２－３４０２ 

０９３－５７１－３５０８ 

小倉南区 

（資格給付） 
０９３－９５１－４１１９ 
（保険料） 

０９３－９５１－４１１８ 

０９３－９２１－２０４４ 

若 松 区 ０９３－７６１－５９５１ ０９３－７５１－１５０８ 

八幡東区 ０９３－６７１－２８５９ ０９３－６６１－３２３０ 

八幡西区 

（資格給付） 
０９３－６４２－１３３２ 
（保険料） 

０９３－６４２－１３３１ 

０９３－６４２－２６８１ 

戸 畑 区 ０９３－８８１－２３９１ ０９３－８８４－２８３０ 

 

国保年金課 後期高齢者医療担当 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－３３１０ ０９３－３３２－７００９ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４０６ ０９３－５７１－３５０８ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１１６ ０９３－９２１－２０４４ 

若 松 区 ０９３－７６１－５７５５ ０９３－７５１－１５０８ 

八幡東区 ０９３－６７１－２８５９ ０９３－６６１－３２３０ 

八幡西区 ０９３－６４２－１３３３ ０９３－６４２－２６８１ 

戸 畑 区 ０９３－８８１－２３９１ ０９３－８８４－２８３０ 

 

国保年金課 年金係 
区役所 電話番号 ＦＡＸ番号 

門 司 区 ０９３－３３１－０５２２ ０９３－３３２－７００９ 

小倉北区 ０９３－５８２－３４０４ ０９３－５７１－３５０８ 

小倉南区 ０９３－９５１－４１１７ ０９３－９２１－２０４４ 

若 松 区 ０９３－７６１－２９６１ ０９３－７５１－１５０８ 

八幡東区 ０９３－６７１－０８０２ ０９３－６６１－３２３０ 

八幡西区 ０９３－６４２－１３３０ ０９３－６４２－２６８１ 

戸 畑 区 ０９３－８８１－０６２２ ０９３－８８４－２８３０ 
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障害のある人への虐待は法律で禁止されています 
 

障害のある人への虐待は、『障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する
法律（障害者虐待防止法）』で禁止されています。 

障害のある人に対する、養護者（家族・親族・同居人など）、障害者福祉施設従事者等（障

害者福祉施設や障害福祉サービス事業等に従事する職員など）、使用者（本人を雇用する事

業主、事業所の上司・同僚など）による次のような行為を障害者虐待といいます。 
 

区 分 内 容 具 体 例 

身体的虐待 
暴力などによって身体に傷やあざ、痛
みを与える行為 

・叩く ・つねる ・殴る ・蹴る 
・やけどさせる ・物を投げつける 
・無理やり食事を口に入れる 
・ベッドに縛り付ける 
・意図的に薬を過剰に与える 
など 

性的虐待 
あらゆる形態の性的な行為又はその
強要 

・キス ・性器等への接触 ・性交 
・性的行為を強要する 
・わいせつな映像や写真を見せる 
・介助がしやすいという目的で、下
半身を裸にして放置する 

など 

心理的虐待 
脅し、侮辱などの言葉や態度、無視や
嫌がらせなどによって精神的に苦痛
を与えるような行為 

・障害に伴う言動などを嘲笑する 
・怒鳴る ・ののしる ・悪口をいう 
・無視する ・子ども扱いする 
など 

放棄・放置 

（ネグレクト） 

意図的であるか、結果的であるかを問
わず、食事や排せつ、入浴、洗濯など
身辺の世話や介護等を放棄するよう
な行為 

・皮膚や衣服、寝具が汚れたまま 
・食事や水分を与えない 
・掃除をしない  
・冷暖房を使わせない 
・必要な受診を制限する 
など 

経済的虐待 

本人の同意（表面上は同意しているよ
うに見えても、本心からの同意かを見
極める必要がある）なしに財産や金銭
を使用する行為や本人の希望する金銭
の使用を理由なく制限する行為 

・日常生活に必要な金銭を渡さな
い、使わせない 

・年金や賃金を管理して渡さない 
・年金や預貯金を無断で使用する 
など 

 

障害者虐待防止法では、『障害者虐待を受けたと思われる障害者を発見

した者は、速やかに通報しなければならない』とされています。 

皆様のご協力をお願いします。 
 

通報・ご相談は「北九州市障害者虐待防止センター」へ 
場所：戸畑区汐井町１－６ ウェルとばた６階 

ＴＥＬ ０９３－８６１－３１１１ ＦＡＸ ０９３－８６１－３１２２ 

  月曜日～金曜日 ９：００～１７：４５（電話相談は２４時間３６５日対応） 

 
※１８歳未満の児童の虐待に関することは「子ども総合センター」へ、６５歳以上の高齢者の虐待に
関することは、お住まいの地区の「地域包括支援センター」へご相談ください。 



障害を理由とする差別をなくし誰もが共に生きる 
北九州市づくりに関する条例（障害者差別解消条例）について 

 

北九州市では、市民、事業者および市が協力して、障害を理由とする差別の解消に向けて主体的に

取り組み、共生社会の実現を目指すことを目的とした「障害を理由とする差別をなくし誰もが共に生

きる北九州市づくりに関する条例（障害者差別解消条例）」を制定しています（平成２９年１２月２０

日一部施行、平成３０年４月１日全面施行、令和６年４月１日一部改正）。 

障害を理由とする差別をなくすためには、一人一人が障害および障害のある人への理解を深めると

ともに、お互いにしっかりと話し合い、一緒に考えていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「障害を理由とする差別」の禁止  

市および事業者は、障害があるという理由で、サービスの提供を拒否したり、制限するな

どの取扱いをすること（不当な差別的取扱い）が禁止されています。 

また、障害のある人から配慮を求められた場合には、過度な負担でない範囲で必要かつ適

切な変更または調整を行うこと（合理的配慮）が必要になります。このとき、市および事業

者は、合理的配慮をしなければなりません。 

 

 合理的配慮を的確に行うための事前措置  

市および事業者は、合理的配慮を的確に行うための事前措置として、「環境の整備」を行うよ

う努めることを規定しています。 

 相談窓口など  

 障害を理由とする差別に関する相談は「障害者差別解消相談コーナー」で専門相談員が対

応します。それでもなお解決が難しい場合には、「北九州市障害者差別解消委員会」が助言や

あっせん等を行うことで、問題の解決を図ります。 

 障害者差別解消相談コーナー  

 障害を理由とする差別に関する相談を受け付け、事案の解決に至るまでの支援を行います。 

場所：小倉北区城内１番 1 号 北九州市役所８階 

電話：０９３－５８２－５５１５ ＦＡＸ：０９３－５８２－５５１６ 

メールアドレス：s-kaishou@mail2.city.kitakyushu.jp 

 障害および障害のある人への理解の促進  

障害者団体と市が、協働して啓発活動に取り組むことにより、障害および障害のある人に

対する理解の促進を図ります。 

理解促進活動の一環として、市民や事業者の方向けに出前講演も実施しています。 


